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１．眠り姫にお目覚めのキス




　目覚めると、私は誰かの腕の中にいた。

「おはよう」と唇くちびるにキスをされて、ぼんやりと焦点の合わない目をこする。

　抱きしめられている感触は、どう考えても裸だ。秋口の肌寒さに身を寄せるように、密着している。

　つむじにもう一度唇を寄せられて、熱いため息が落ちる。

　彼の肌からはムスクやアンバーのようなセクシーな香りがする。それから……男らしい喉のど仏や、セクシーな鎖骨が目に入り、私は言葉を失った。

　待って……私、どうして……。何がどうして、こうなっているの？　というか、ここはどこ!?

　こんな風に抱き合う前の記憶がない。ただでさえ鉛のように重たい身体は、この美麗な身体に組み伏せられて動けない。ただ声の主の顔だけは、だんだんとはっきりしてきた。

　私の上に覆いかぶさって、頬ほおを両手で包んで、物もの憂うげな顔でじっと見つめてくる彼は……どう見ても、社長にしか見えない。

　艶つややかな黒髪から覗のぞいた、意志の強そうな眉の形、跳ね上がった長い睫まつ毛げ、透き通った瞳はまるで黒曜石のように綺麗だ。

　これが夢じゃなかったら、なんだというのだろう。

「……どうして、社長が」

　美しい面立ちに見み惚ほれていると、ゆるゆると腕を離された。

　すると密着していて見えなかった部分が露あらわになる。

　私の目に飛び込んできたのは、逞たくましい大胸筋や美しく割れた腹筋、その下は……何も身につけていない！　というか私は!?

　思わずパッと自分の胸を見て、慌ててシーツを引っ張り上げた。

「なんでっ」

「まさか、忘れたなんて言わせないよ」

　彼の美しくかたどられたセクシーな唇が私の耳に近づき、誘うような艶っぽい声で囁ささやく。その声は、私の鼓膜を震ふるわせるばかりか、全身をゾクッと刺激した。生あたたかい彼の唇は、私の耳の輪郭をなぞるようにやんわりと食はんで、首筋を辿るように這はっていく。

「たっぷり寝て、機嫌が直っていたらいいと思ってたけど、そうじゃないのか？」

　どうして、庶務課の地味な存在である私が、憧れてやまなかった黒くろ河かわ社長の腕の中にいるの？

「待ってください。何をおっしゃっているのか、わからなくて……どうして、こうなったのかも混乱していて」

「まだそうやってごまかす気なのか？　なら、たっぷりお仕置きしないとね」

　再び唇を塞ふさがれると、遠慮なく彼の舌が割り込んできて、私の口こう腔こうを貪むさぼっていく。

「……んっ……んんっ……！」

　彼の胸は見た目通りに逞しく、抗あらがえどもびくともしない。キスはとてもなめらかに絡まり、私のぼやけた記憶を曖あい昧まいにかき混ぜていく。耳の下を支えるようにしていた彼の手のひらが、するすると落ちていき、私の胸に触れようとする。

「ま、待ってっ」

　やっとの思いで唇を離すと、黒河社長は飢えたような獰どう猛もうな瞳を私に向けた。

「そんな目をしてもダメだよ。君を放さない」

　誘うような甘い声で、彼は言う。

　なんて艶っぽい瞳なのだろう。

　吸い込まれてしまいそうな眼まな差ざしで、私を魅了する。

　ドキンドキンと鼓こ動どうが速まっていく。整理のつかない脳は、クラクラとのぼせてしまいそうになっていた。

「社長……」

「ふたりきりの時は、名前を呼ぶ約束だろう？」

　そんなの知らない。わかるのは、私がずっと片想いしていたことだけだ。

　ただすれ違うだけでドキドキして、偶然乗り合わせたエレベーターでは手に汗を握って、たとえ目と目が合わなくても、見ているだけでとろけるくらい幸せだった。

　そんな憧れの黒河社長の腕に、私が抱かれているなんて信じられない。

　こんなの現実にあるわけがない。夢じゃなかったら、一体何だというのだろう。

「社長、ダメ……です」

　自分でも驚くくらいの甘くやるせない声が漏もれる。シーツを引っ張り上げようとする手はあっけなく阻まれ、彼の大きな手につかまれた。

　両手をそれぞれ彼の手に押さえつけられ、ふたりの胸はよりぴったりと密着し、互いの鼓動が早鐘を打っているのが伝わってくる。

「昨晩、君が簡単にギブアップするからだよ。まだ足りない」

　黒河社長はそう言い、「もう一度やり直し」とキスをねだった。

　私はこうなるまでの記憶を必死に取り戻そうとしていた。けれど、濃密なキスに翻ほん弄ろうされて、何も考えられなくなっていく。

　私の身体はビクンと跳ね上がり、そのたびに口づけや愛あい撫ぶは激しいものになる。

　彼は整理しようとする私の思考を奪うように、私をみるみる乱していった。

「ダメ、と言いながら、感じてる」

　黒河社長が私を見上げる。

　乱れた私の身体は熱を持ち、とても敏感になっている。彼の挑発的な視線を感じて、私はいやいやとかぶりを振った。けれど、きっと見透かされてしまっている。

「お願いです……それ以上は……」

「君は……かわいいな。昔から好きな子ほどかまいたくなる体質でね。君みたいな子は理想なんだよ」

　からかうようにくっと喉を鳴らして、黒河社長はするりと私の太ふと腿ももを撫なでた。

「……違うんですっ」

「何が違うの？　もう何回も聞いたよ。僕に抱かれたいって思ってるくせに。身体は正直だろう？」

　紳士的だと思っていた人柄からは想像できないほど強引に、黒河社長は事を進めようとする。少しずつ私を追いつめるように誘惑して、いじわるな瞳で私をじっと観察するかのように見下ろしている。

「じゃあ、何が違うのか、その先を教えて」

「それは……っ」

　拒もうとしても彼の逞しい腕はびくともしない。

「言えないの？」

　言えるものなら言ってしまいたい。でも、なんて説明したらいいかわからないのだ。私自身が混乱しているのだから。

「商談では即決はしないが、君は別だ……決めたよ」

　黒河社長は熱っぽく、感じ入ったように言った。

　何を決めたの……？

　彼の言っている意味を深く考える間もないほど巧みな愛撫は、私をみるみる甘美な世界へと連れていく。

「ほら。潤じゅん哉やさんと呼んでくれるはずじゃないか？」

　黒河社長はそう言いながら、私を組み敷いたまま、耳元で囁く。

「こんなに頬を紅潮させて、とてもかわいいよ。君を見て、欲情しないでいられるわけがない」

　ついに、社長と結ばれようとしている。抵抗しなければならないはずなのに、大好きな社長に触れられて、理性をどこかに置き忘れてしまいそうになる。

「社長……っ」

「いつから、そんなに甘えた瞳で見るようになったの？」

「知らないっ……お願い、です。社長……いじわるしないで」

　私の気持ちなんて知らないくせに。

　社長が……好きで、ずっと好きで……たまらなかったことなんて。

「違うだろう。〝潤哉さん〟。そう呼んで」

「潤哉、さん……っ！」

　黒河社長に求められるうちに、私の全身に切ない快感がざわっと駆け上がった。

　愛いとおしさの波がやってきては、切なくて涙がこぼれそうになる。その繰り返しが、私の秘めた恋心を熱くする。

　黒河社長は私の髪を撫でながら、甘いため息をついた。

　その黒河社長の表情がセクシーでドキリとする。味わうように密着させた身体が、じりじりと焼けそうに熱い。

　黒河社長は、私を見つめてキスをねだった。

　そんな優しい瞳を向けないで。そんな風に優しく唇を求めたりしないで。

　密着している肌と肌が熱い。彼の吐息が耳元で艶っぽく乱れる。

「かわいい声をもっと聞かせて」

　黒河社長の熱っぽく乱れる声にぞくりとする。私は声にならない声で、彼に応える。

　もう何も考えられない――。

　私の身体はいつしか大きく波打ち、彼の情熱が注ぎ込まれるのを感じていた。頭の中が白く染められ、混こん沌とんとしていく中、熱く重なる胸からはとても速い心音が伝う。荒々しい呼吸を整えながら、ずっしりとした彼の重みを受け止めて、私はぼんやりと魂が抜けきったように天井を眺めていた。

　慈しむように、柔らかい唇が重なる。彼の両腕が私の背に回ってくる。きゅっと抱きしめられ、私の中に切ない気持ちが込み上がってきた。

　これは夢に違いない。こんな風に黒河社長が私を愛おしそうに見つめてキスをするなんて。恋焦こがれてやまなかった彼の腕に抱かれているなんて。

「久く美み、君は最高の秘書だよ。パートナーとして、ずっと僕のそばにいてほしい。わかったね？」

　汗ばんだ肌が冷めていく頃、私は別人の名前を呼ばれたことでハッと我に返った。

　黒河社長は私の中から離れて、そして逞しい胸に私の頭をぐいっと引き寄せた。

『久美』『最高の秘書』『パートナーとして』……。

　違う、私は久美じゃない。

「僕と別れるなんて、これっきり言わないことだ」

　彼の手にぐいっと顎あごを上げさせられ、キスに応じる。

　私は久美じゃない。だからこんなことをしていてはダメ。彼に抱かれている最中、何度も抗ったけれど、すでにとろけきってしまっていた私は、正しい判断ができなかった。

「シャワーは？」と聞かれて首を横に振る。

「あ、あとでいいです。お先に……」

「じゃあ、僕はもうひとつの部屋でシャワーを浴びてくるよ」

　黒河社長はそう言うと、裸のまま背を向けた。

　バスルームがひとつじゃないなんて、ここにはいくつの部屋があるんだろう。ゆったりとした間取りで質のいいインテリアが配されていて、私が入れるようなところではない。きっと高級ホテルのスイートルームだ。




　夢……なんかじゃない。

　少し冷静になり、ようやく昨日の記憶が戻ってきた私は、幾重にもシワの寄ったシーツを眺め、身体のあちこちに残る甘い余韻を感じながら、ベッドサイドに目を向けた。

　サイドテーブルの上にはワイングラスが二客。中身が中途半端に残っている。

　ズキズキと頭が痛むのは、きっとお酒を飲んだせいだ。

　隣に置かれたハートのネックレスは、彼が『久美』に贈った物らしい。モナコ王室御ご用よう達たしのハイジュエリーブランドだとかで、テレビで取り上げられていたのを見たことがある。

　二十四歳の私よりも十歳上の彼はというと、モナコ王室と縁があると言われている世界的企業グループ、ローレンス社の創業者一族である。そしてローレンス社の子会社で、ドレスなども幅広く取り扱っている下着メーカー『プライマリー』の社長だ。

　彼は副社長に就任した年、その腕でプライマリーを外資系メーカーでは業界初の国内第二位にまで成長させ、翌年には社長に就任した。

　プライマリーは外資系ということもあり、重役の半数は外国人だ。社内では当然のように英語が飛び交い、マルチリンガルの社員が数多くいる。

　代だい官かん山やまにある自社ビルは五十二階建てで、四十一階が秘書室、四十二階から五十階までが重役フロアになっていて、五十一階が社長室となっている。

　私は、昨日、五十二階の社長専用の休憩室に連れてこられた。

　そこは社長が泊まり込む時のために、シャワー室や簡易ベッドなどが設けられている場所で、彼しか立ち入ることはできない。ここでふたりきりになり、『まずは冷静に話をしよう』と言われたのだ。

　けれど、冷静の〝れ〟の字もなかった。彼はいきなり『なぜ別れようなどと言うんだ』と、私を激しく責め、そのまま私をこのホテルに連れてきて、こうして今朝のように情熱的に求めた。

　なぜ、こんなことになってしまったのだろう。

　黒河社長の勢いに押された挙句、彼への想いを優先してしまい、言いだせなかった私が悪い。だけど取り乱した社長は、何を言っても聞き入れようとしてくれなかった。

　……私は久美じゃないのに！




　私、花はな村むら美み羽わは、プライマリーの総務部庶務課に配属されて三年目のＯＬ。そして彼がさっきから呼んでいる『久美』というのは、私のひとつ上の従姉いとこ、花村久美のことだ。

　花村家は女系家族で、久美ちゃんのお母さんと私の母は双子の姉妹である。それぞれ婿むこをもらい、私と久美ちゃんはそれぞれ花村家の長女として生まれ育ってきた。

　私と久美ちゃんの見た目は本当にそっくりだ。大きめの二ふた重えの瞳とか、やせ型で骨格が細めな体型はもちろんのこと、仕し草ぐさや声、セミロングの茶色い髪まで、双子の母同士よりもそっくりで、実の親にさえ間違えられることだってあった。

　だから、感情的になった黒河社長が、私と久美ちゃんを間違えることもあり得ない話ではない。

　私が〝違う〟と、はっきり告げることさえできていたなら、あんなことはあり得なかったはずだ。曖昧な態度を取った私がいけなかった。

　プライマリーは日本支社だけで何千人も社員がいるのだから、社長がひとりひとりを把握しているはずはなく……久美ちゃんの従妹いとこが庶務課にいるなんて、知らなかったのだろう。

　久美ちゃんと私の大きな違いは、エリートであるか否かだ。もともと秘書課で重役の秘書をしていた久美ちゃんは、彼が社長に就任後、社長の専属秘書に抜ばっ擢てきされたのだ。

　そして彼に見み初そめられた久美ちゃんは、そのまま彼と婚約した、という話を聞いたばかりだったのに……。

『別れるなんて、そんなことは許さない』

　黒河社長の声が鼓膜に蘇よみがえってくる。その言葉で、久美ちゃんが別れを切り出したということだけはわかった。

　私はあまりの剣幕についていけず、ぽかんとしたまま話を聞いていた。




　そもそもなぜ、ここに連れてこられることになったのかというと、昨日、秘書室を訪ねたことが始まりだった。プライマリーでは秘書室に入る時には、特別なセキュリティ付きＩＣカードが必要だ。秘書以外が入室する時は、ゲストカードを渡され、退室する際には、そのゲストカードを返却しなければならない。

　私は用事があって秘書室長の森もり重しげさんを訪ね、それからゲストカードを返却し、庶務課へ戻ろうとしていた。

　久美ちゃんはその時、席を外していたのだが、タイミングが悪いことに、ちょうどその時、黒河社長がものすごく怒った顔でやってきて、私を突然引き止めたのだ。

『ちょっと来なさい！』と、かなりの剣幕で、ほかの重役付き秘書たちは、驚いたように私と社長を交互に見た。

　社長に呼びつけられるなんて、何かとんでもないことでもやらかしてしまったのだろうかとビクビクしてしまった私は、そのまま黒河社長についていき……エレベーターで休憩室へ連れてこられた。

　そこからは口を挟む隙すきを与えてもらえなかった。

　ホテルに移動し、この部屋に入った途端、『どうして別れようなんて言うんだ』と言われ、なんのことかわからずにいる間にベッドに組み伏せられていた。

　そう、そうだった……と、自分で一から記憶を整理する。

　それからベッドの上で唇を塞がれ、抵抗しようとすると、彼は私に覆いかぶさり、甘い情熱をぶつけてきた。

　そのうち私はずるずると溺れてしまって、何も考えられなくなってしまっていた。

　なんてことをしてしまったのだろうと今さら落ち込んでも、あとの祭りだ。

　とにかく久美ちゃんに事の経緯を話し、彼女にも事情を聞かなければ！




「……久美、君もシャワーを」

　声をかけられてハッとする。

『私は久美じゃない』と言っても、今はとても信じてくれそうにない。何かを言えば、きっとまた……。でも……。そう、心の中で繰り返し自問自答する。私は久美じゃない。美羽だ。

　壁にかけられた時計を見ると、間もなく朝の七時を回るところだった。

　会社の始業時間は九時で、いつも八時には家を出ている。いつまでも脱力している場合じゃない。まずはこの場を切り抜けなければ……と考えていた時。

「今日はまず、会社に行って欠勤届を出してきなさい。それから君を僕のマンションに送るよう運転手に伝えておこう」

　そう言われてしまった。

「え……？」

　社長はシャツのボタンをとめて、ネクタイを締めてから、私を見た。

「君には、ヒステリックになってもらわれたら困る。今日はゆっくり休んで冷静になるといい。帰ったらまた話をしよう」

　今さら言いだせない状況になってしまい、とりあえず頷うなずくことしかできなかった。黒河社長は目の前にいるのが『久美』だと信じて、微み塵じんも疑っていないようだ。

「わかりました。待ってます」

　黒河社長はうれしそうに微ほほ笑えむ。

　見たことのないその表情がなんだかかわいくて……私に向けられたものじゃないのに、胸の奥がキュンと痺しびれる。

　でも、いつまでもこうしている場合じゃない。私は気持ちを切り替え、さっとシャワーを浴びて身支度を済ませた。

　部屋に戻ってから、仕立てのいいスーツに身を整えた黒河社長を見て、ため息が出た。今まで遠くから見ているだけだった彼の存在が、こんなに近くにある。大好きな黒河社長に愛された身体が愛おしい。

　だけど、自分が『久美』でないことを言いだせずに、そのまま抱かれてしまった罪悪感で、胸が痛かった。










２．ＣＨＡＮＧＥチェンジ　ＴＨＥザ　ＷＯＲＬＤワールド




　とにかく事情を把握しなければ。黒河社長は私を久美だとすっかり思い込んでいるし、マンションまで車を出すだなんてどうしたらいいのだろう。この様子だと、今日は会社で仕事をするわけにはいかないようだ。

　私は意を決して、久美ちゃんに電話をしてみた。

　すごく申し訳ない気持ちで、昨日あったことをすべて話し、今日は会社に行かないように伝えると、久美ちゃんは驚いた声を出した。そしてひと言、『なんだか面白いことになったわね。とにかく社長に言われる通りにしておいて』というのだから、たまらない。

　何が面白いというのだろうか。大変なことになっているのに。自由奔放な彼女の性格を考えると、何か嫌な予感がしてならない。

　とにかく私は会社に行き、まず秘書課に寄って、久美ちゃんの上司である森重さんの机の上に久美ちゃんの欠勤届を提出しておいた。それから今度は階の違う庶務課に立ち寄り、『朝出勤したけれど、体調が悪くなってしまって』という言い訳とともに自分の欠勤届を課長に提出した。

　その後、役員車用の駐車場に行くと、黒く艶々に磨かれた外車……ロールスロイスが私を出迎えた。すごく大きい車だ。遠目に見ていても迫力のある高級車が、こうして目の前にドンと現れると、ますます圧倒されてしまう。黒河社長ならさっと自然に乗れるんだろうけど、私はそうはいかない。緊張のあまり膝ひざががくがく震えてしまった。

　運転手さんに「どうぞ」とドアを開けられるまま、乗り込んだ私の身体は、代官山のオフィスを離れていく。

　走行音の響かないふかふかのレザーシートに埋うもれ、ぐったりとうなだれる。

「何やってるんだろう、私……」

　呟つぶやきながら、窓の外を見た。ガラスにぼんやりと映る自分のシルエットに、うんざりした。それから再びため息を落として、すり切れたパンプスに目をとめる。

　社長秘書ともあろう女性が、こんなやぼったい姿でいるわけがないのに。それに秘書室で間違えられた時、私は眼め鏡がねをかけていた。

　そう、私は視力が弱いから、仕事の時には必ず眼鏡をかけている。久美ちゃんはかけていないのだから、別人だと気づきそうなものなのに。

　大体、いくら顔が似ていても、抱いたら本人でないとわかるものではないだろうか？それでも見抜けなかったなんて……黒河社長は、本当に久美ちゃんのことを愛しているの？

　そんな腹立たしい気持ちが込み上げるのも否めない。でも、深く愛しているからこそ、久美ちゃんに『別れたい』なんて言われて、あれほど取り乱したのだろう。

　まさか久美ちゃんが社長と別れたがっていたとは知らなかった。そんな話、全く聞いていなかったもの。一体どうして……？

　とにかく間違えられただけなんだし、一刻も早くこの状況をなんとかしなくては。時間が経てば経つほど、ややこしくなるだけだ。犯してしまったことはもう取り返しがつかないけれど、黒河社長が誤解したままでいるのなら、私と久美ちゃんが話を合わせさえすれば、あとはもと通りになるだろう。

　そんな風に考えながら、ふと、ブラウスの内側に目をやると……なんとそこにキスマークを見つけてしまった。

　いつの間に、こんなところへ……。

　黒河社長の指や唇の感覚がまだ残っている気がする。彼に抱かれた時、本当に夢の中にいるようだった。あんな風に黒河社長に愛される日々が続いたら、どれだけ幸せなのだろう……。

　彼が間違えさえしなければ、この片想いはどこへ行くこともなく、久美ちゃんとの婚約を祝福して、それで終わるはずだったのに。

　いくら彼を想っても、叶うことはないのに。私は久美ちゃんじゃないのに。

「間もなく到着ですよ」

　不意に声をかけられてハッとした。『マンション』と聞いていたので、私はてっきり高層マンションを想像していたのだけど、賑やかな渋しぶ谷やの雑踏を抜けてハイヤーが走っているのは、立派な門がまえの住まいが立ち並ぶ閑静な住宅街だった。

　まるで異世界に放り出されたような感覚に、息を呑のむ。ひと際高い塀を通り過ぎると、車は鉄柵の門の前で停まった。その向こうには、噴水のある広い庭が見える。オフホワイトの、まるでリゾートホテルを思わせる洋館だった。

「ここが……マンションですか……？　一軒家にしか見えないんですが」

　豪邸を一軒家と頭の中で変換するも、その言葉すらふさわしくないようだ。

　しんと静まり返った街の雰囲気と、立派すぎる目の前の洋館に圧倒されながらも、私は道路標識の地名を見て納得する。

　渋谷の松しょう濤とうと言えば、高級官僚や大企業経営者が多く邸宅をかまえることで有名なところだ。高い塀に守られた、セキュリティが厳しい大邸宅が整然と並んでいて、警備員が常にパトロールをしているという。こうして見ると、外部の者を寄せつけない閉鎖的な雰囲気と重厚感は、ほかの高級住宅街より数段上だと思う。

　以前、久美ちゃんから、ここを訪れた時の話を聞いたことがある。

　松濤には大規模なマンションや商業施設はほとんどなく、店と言えば一軒家の高級フレンチレストランくらい。新規販売物件やマンションも少なく、土地を手に入れるのも難しいという。土地を広く持てる格式の高い富裕層だけが望める場所。

　そこに黒河家があるのだ。

「黒河社長は、ロンドンにいた時から『ずっと日本に定住したい』とおっしゃっていました。ですから、日本への赴任がおおよそ決まった段階で、黒河家が所有していたこの松濤の土地に、新築を建てられたのですよ。黒河社長の本家は田でん園えん調ちょう布ふに、南みなみ麻あざ布ぶにはコンドミニアムがございます。まだ、いらっしゃったことはなかったでしょうか？」

　聞かれて、ギクッとした。

『へぇ、そうなんですか』なんて軽々しく言えない。

「い、いえ。あの……はい。そうでした……こちら側から回って来たのは初めてで」

　私は当たり障りなく、そう答えた。

　黒河社長が『マンション』と言ったのは、欧米的な意味だったのだと察した。日本でマンションと言えば集合住宅を意味するけれど、英語では〝豪邸〟という意味で使われる。

　それにしても黒河家は、相当な資産を持っているんだろう。住む世界が違いすぎる。

「お手伝いさんとかは、いらっしゃるんでしょうか？」

　つい、そう口走ってしまい、私は慌てて言い直した。

「以前はどなたともお目にかからなかったので……」

「ハウスキーピングサービスは利用されますが、おひとりです。久美さまをお迎えになったあとに考えても遅くない……とおっしゃっていましたが」

　私の胸の奥がまたズキンと割れるように痛んだ。

　黒河社長は、やっぱり久美ちゃんと結婚するつもりでいるのだ。

『久美、君は最高の秘書だよ。パートナーとして、ずっと僕のそばにいてほしい。わかったね？』

　秘書としてだけではなく女性として。ここに来る前に聞いた黒河社長の言葉からは、そんな想いが窺うかがえた。

　運転手が去ってしまってから、どうしたものかと呆ぼう然ぜんとしていた。

　鉄柵に囲まれた門の前には、セキュリティドアシステムが立ちはだかっている。

「ここに連れてこられても、どうしたらいいのよ」

　ロールスロイスが去ってしまうと、私はひとり不審者に成り下がってしまい、警備員が目を光らせている私道のそばで、慌ててスマートフォンを鳴らした。

　もちろん、電話の相手は久美ちゃんだ。

『すぐに行くから待ってて』

　そう返事があり、十五分後に久美ちゃんが現れた。

　救世主の登場を心待ちにしていたのは……お互いさまだったらしい。すぐ近くにある一軒家の高級フレンチレストラン『ル・シュプレーム』に予約を入れたという久美ちゃんについていき、ＶＩＰビップルームに通されたけれど、案内係は私たちふたりを交互に眺めて不思議そうな顔をしていた。

　私は仕事の時は髪をアップにしてまとめているけれど、今日は下ろしていて、今の私たちは肩までのセミロングを内巻きにしたヘアスタイルやメイクの仕方、服装など、すべてが似ていた。背格好などもそっくりで、双子と言われて納得しない人はいないくらい。

　親同士は私の母にだけ唇の脇にホクロがあるから見分けがつくのに、久美ちゃんと私にはそういう目印がどこにもない。全く同じ格好をしてしまえば、鏡に映したのと同じくらいそっくりになってしまう。

　アンティークのインテリアが飾られた薄暗い店内は、高級感たっぷりの雰囲気だ。なんて謝ろうか言いよどんでいると、久美ちゃんは突然カードを指先に挟んでひらりと見せた。

「大丈夫よ。会計はもちろん、黒河社長だから」

　ブラックパールのコンシェルジュマークがついた高級クレジットカードに唖あ然ぜんとする。それだけじゃなく、いろいろなカードや鍵かぎを次々にバッグの中から取り出しては、深紅色のテーブルの上に広げてみせたのだ。

「セキュリティカードが四枚に……」

　久美ちゃんは各カードを説明する。それぞれ、秘書室の勤怠カード、社長室のＩＣカード、松濤の家の、門のセキュリティカード、玄関のカードだという。

　どれもがプラチナ製で、触ることさえためらわれる。

　私が恐る恐る見ていると、久美ちゃんはバッグからペンを取り出し、メモ用紙に暗証番号をさらさらと書き出した。

「こうして……と。覚えたら破棄してね。秘書室のことは森重さんに聞いてもらえれば大丈夫よ。はい」

　そう言って、メモを渡しながら、久美ちゃんは言う。

「えぇっ!?」

　動揺する私をよそに、久美ちゃんはさらにＵＳＢメモリをいくつか取り出し、秘書業務の説明までし始めた。メモリの中には黒河社長に関する情報や具体的な仕事内容、スケジュールまでまとめて入れてあるのだという。

　どういうこと!?　なんでいきなり仕事の話になるの？　まずは説明してもらわないと。

「ちょ、ちょっと待って、久美ちゃん。どうして黒河社長に別れるなんて言ったの？」

　すがる思いで口を挟むと、久美ちゃんは表情を曇くもらせた。

「理由なんて決まってるじゃない。好きじゃないからよ」

　あっさりと言いのける久美ちゃんに、開いた口が塞がらない。

「好き、じゃない……？　好きだから婚約っていう話になったんじゃないの？」

「あ、誤解しないで。とても尊敬しているボスだし、人としても社長としても好意は持っているわ。でも……男性としては別よ」

　久美ちゃんは困惑した顔で言い、男性スタッフを呼んでミネラルウォーターを頼んだ。

　ドリンクが運ばれてくると話は中断され、「まずは乾杯」と久美ちゃんに言われたけど、何に乾杯するっていうの？　とてもそんな気分にはなれない。

　スタッフが退室したのを見計らい、久美ちゃんは言い訳を続ける。

「だって、彼、独占欲が強いんだもの。おまけに嫉しっ妬と深くてワガママなのよ。ついていけないわ。美羽はそう感じなかったの？」

　久美ちゃんの発言にドキリとした。今朝のことがたちまち蘇ってくる。背中や胸をなぞる指の仕草も、唇の感覚も、声のトーンも。

「ごめんなさい！　久美ちゃん、わけのわからないまま、こうなっちゃって……でも私、こんなつもりじゃなかったの」

　とにかく必死に頭を下げる。

「いいの、社長が強く迫ったんでしょう？　実際に感じてくれたなら話は早いわ。あの通り、すごく強引で嫉妬深いのよ、社長は。たっぷり愛してもくれたでしょうけど」

「……そんなこと」

　私は久美ちゃんの目を見られず、言葉を濁にごした。

「とにかく、ごめんなさい。間違えられたとはいえ……」

「あら、謝る必要なんてないのよ。私たち、もう別れているんだから」

　当然のように、かつ興味がなさそうに淡々と言う久美ちゃんに、私は反論した。

「『もう別れた』って……それは久美ちゃんが一方的に言ってるだけでしょ？　黒河社長はそんな気、全然ないよ？」

「落ち着いて。知ってるでしょ？　噂うわさくらい。私はそれが嫌だったのよ」

　プライマリーの本社はイギリスにあり、昨今では日本でもシェア一位になるべく、日本国内での展開に意欲を見せている。そんな中、女性に下着を身につけさせて細部までチェックをするというのも業務のひとつ。

　もちろん、それは仕事なのだから当然のことだ。

　けれど、秘書である久美ちゃんが社長とふたりきりでチェックをすることが多く、ふたりがあまりにもお似合いだから、実際は別のことをしているのでは、という色めいた噂が立っている。

　そんなわけで、黒河社長と久美ちゃんは会社で公認の仲になっていた。

「そ、それは仕事上のことだし、あくまで噂でしょう？」

「あのね、噂じゃなくて、本当なの。彼にランジェリーを着せられて、脱がされたわ」

　私は動揺して、久美ちゃんの瞳をうまく見られなかった。

「で、でも、セクハラじゃないでしょ。仕事の一環だもの。それに久美ちゃんを愛してるから……」

「ええ、仕事上ではセクハラはなかったわ。恋人としてベッドインするのとは別よ」

「だったら、何も問題ないじゃない。仕事でモデル役を任されたっていうことなんでしょ？」

　それに婚約しているのだから、恋人としてのそういう時間は当然あることで……。

　どうやら久美ちゃんは、私が黒河社長の肩を持つのが気に入らなかったらしく、ムッとしている。

「美羽はそこまで味方するぐらい、本当に社長が好きなのね。だったら、なおさら遠慮することなんてないじゃない。私は別れたいんだし、こんなにいいことはないわ」

「でも……黒河社長は、久美ちゃんのことを愛してるのよ。彼に触れられて、嫌っていうくらいわかったもの」

　言いながら、胸にチリチリとした痛みが広がっていく。

　ほんのちょっとでも夢を見ていたいなんて思った私は……バチが当たったんだ。

　黒河社長は確かに強引で、独占欲が強いかもしれない。でも、想いをぶつけるように激しく求めながらも、とても丁寧に大切に触れてくれ、思いやりに溢あふれていた。彼はそれほど……久美ちゃんを愛しているのだ。

「美羽……そこまで、好きだったの？」

　今度は、久美ちゃんが驚く番だった。

　私は今までずっと片想いしていた日々を思い出しながら、口を開いた。

「ある時ね、日付けが変わるまで残業してたら、『こんな遅くまでお疲れさま、ありがとう』って言われたことがあったの。そのひと言がすごくうれしくて。こんな私を気にかけてくれて、コーヒーまで持ってきてくれて……。副社長なのに飾らない素顔が、とても優しくて素敵だなって。彼が社長になった時は、自分のことのようにうれしかった。彼のいるプライマリーに、定年までずっといたいって思ったぐらいよ」

「そんなに前から想っていたなんて知らなかった。なんで言ってくれなかったの」

「……私だけの秘密にしておきたかったから。大げさに感じるかもしれないけど、私にとってはものすごく大切なことだったの。慣れない仕事に追われて辞めたくなるぐらいつらかった夜、これからも自分なりに一生懸命頑張ろう、って思えた貴重な一瞬だった。光をもらえた気がしたの。私が今こうしていられるのは、社長のおかげなのよ」

　実ることのない淡い片想い。だから誰にも言うまいと思っていたのに。

　今年の春、久美ちゃんから黒河社長と結婚すると聞かされて、すごくショックだった。でも、好きな気持ちは時間とともにいつか落ち着いていくものだと思っていた。

　社長が久美ちゃんと結婚したら、私とも親戚になるってこと……そしたら誇らしいことじゃないかって、自分に言い聞かせていた。

　だけど、この想いはどうしても鎮火しなかった。社長がデザインに関わった自社製品を集めたり、彼が写っている社内報を眺めたり、少しでもいいから彼の姿が見えるように、会議室へ行く姿を目で追ったりして、一喜一憂していた。

　いくら社長が私を久美ちゃんと間違えたからって、あんなことになるなんて思わなかった。間違われたまま抱かれてしまうなんて、本当に落ち込んでしまう。

「私は黒河社長の幸せを願いたい。でも、久美ちゃんのことも大事よ。だから、ちゃんと理由を聞かせてほしい」

「……そうね。美羽の言う通り、モデルとして命じられたことは仕事の一環として必要なことだったわ。プライマリーの下着はオシャレでかわいくて、ダントツで好きよ。でも、毎回デザイナーから新作を預かって、プライベートの時間にまで試着に付き合わされて、彼は私を専属モデルのように扱った。熱心なところは素敵だと思う。でも、私はだんだんついていけなくなってしまったの。決して嫌いになったわけじゃないのよ。でも、もう続けられない。私の中では終わったことなのよ」

「久美ちゃん……」

　黒河社長を認めつつも、受け入れる気はないらしい。そればかりか――。

「だから、一生のお願い」

　久美ちゃんはコンパクトミラーを広げて、私を映し……次に自分を映した。

「そっくりよね、私たち。美羽が眼鏡さえしていなければ」

「う、うん……」

　なんだか彼女の雰囲気に圧倒されて、嫌な予感がする。

「美羽は社長が好きなんだから、ちょうどいいわ。美羽にはこのまま、私のフリをしばらく続けてほしいの」

　それを聞いて、私は唖然とする。

〝身代わりになれ〟っていうこと!?　冗談じゃない。

「ちょっと待って、何言っているの？　なんで入れ替わる必要があるのよ。それに私、社長秘書なんて無理よ無理！　できるわけがない」

「いいえ、この顔を使えばできるわ」

　がしっと顎を持ち上げられた。

　彼女は一体、どういうつもりなのだろう。ああ、眩め暈まいがしてきた。

「一生のお願い！　そのうち会社に指紋認証システムが導入されるけど、それまでの間は私と美羽が入れ替わっていても絶対にバレたりしないわ。システムが導入される時に私が美羽として、それから美羽が私として指紋を登録しちゃえば、その先はずっと入れ替わったままでいられるのよ。美羽には迷惑かけないようにうまくやるから、お願い！」

　わっと泣きだすフリをする久美ちゃん。そう、あくまでフリ。涙のひとつもこぼしていない。もう無茶苦茶だ。

　久美ちゃんは面倒見がよくて頼れるけれど、ワガママで、私はいつもこうして彼女に振り回されてきた。

「ハイそうですか、なんて簡単に頷けるわけないじゃない」

　勘かん違いされてああなったとはいえ、このままずっと入れ替わったままだなんて。

「社長と別れるのに、そこまでしなくちゃいけない理由がある？」

「美羽、よく聞いて。私はいいことを思いついたの。今、社長が見ているのは表面上の久美よ。でも、私たちが入れ替わって美羽の中身を知ってもらえたとしたら？　美羽を好きになってもらえるチャンスだと思わない？」

　じっと見つめれば見つめるほど、そっくりの顔。同じ髪型やメイクをすれば、私たちが入れ替わっても疑う者はいないだろう。幼い頃は両親たちにだって間違えられたし、だからこそ黒河社長も間違えたのだ。

「ねえ、久美ちゃん、何を隠してるの？　ちゃんと聞かせて。回りくどくしないで。どうしてそこまでしなくちゃいけないの？　ちゃんと説明してほしい」

　いつだって久美ちゃんはそうだった。何か相談事がある時には、あーだこーだと愚ぐ痴ちを並べ立てて、きちんと説明しないまま私に頼み込んでくる。今だって、絶対に大事なことを隠している。

「わかったわ。ちゃんと言うわね。まず……私と社長の結婚は、親が勝手に決めたことだったの。私の意思は無視されたまま、彼の許嫁いいなずけにされてしまったのよ」

「親が決めた結婚……？」

「美羽は知らないのね。本当にお幸せな性格っていうか羨うらやましい」

　恨めしそうな顔をして、久美ちゃんは言う。

　私は初めて聞く事実に、不安を覚えた。

「ローレンス家と繋つながりの深い黒河家は、花村家の本家……つまり母たちの実家と縁があるのよ。だからうまく取り入って、衰退してしまっている花村の事業にもうひと花咲かせようって、お祖じ父いさまが必死なんですって」

「……そんな、嘘うそでしょ」

「本当よ。まずは話を聞いて。年功序列で言えば、私のほうが美羽より一個上じゃない？　だから美羽じゃなく私が選ばれたの。そのうえ、黒河社長から『運命を感じた』とか言われて、専属秘書にされちゃったもんだから、母は、いい縁じゃない、ってすっかりその気になっちゃって。私が嫌だって父に相談しても、父は婿で立場が弱いから、どうにもならなくて。社長は人としては好きよ、尊敬してる。でも、愛してはいないから、結婚なんてしたくないのよ」

　久美ちゃんが声を震わせて言った。

「好きになろうとしたわ。社長秘書に選んでくれたことは、とてもうれしかったし。彼に尽くそうと思った。けど、ダメだったの」

「……久美ちゃん」

　そんな事情があったなんて、全く知らなかった……。

「大体、縁談するなら美羽でもよかったはずなのよ。私はただ年上だから選ばれただけ。むしろ、美羽は実際に黒河社長のことが好きなんだから、美羽が社長と結婚すれば、こんなに理想的なことはないじゃない。これから、美羽を選んでもらったらいいのよ」

「それでも……黒河社長は、久美ちゃんが好きなのよ？　外見だけを気に入っているわけじゃないわ」

　黒河社長が不ふ憫びんだ。たとえ久美ちゃんが彼を好きじゃなくても、彼はあんなに激しく求めてくるぐらい、久美ちゃんのことを愛しているのだから。

　そう考えると、胸が詰まる。

　でも、久美ちゃんは彼に追いうちをかけるようなセリフを言った。

「それだけじゃないの。ちゃんと説明するわ。私には、ほかに好きな人がいるの」

「好きな人？」

「そう。私はその人と一緒になりたい。そして、美羽にも好きな人と幸せになってほしい」

　私は何も言えなくなってしまった。

　久美ちゃんが『嫌だ』と言っているのは、単なるワガママではなく、ほかに好きな人がいるからだったのだ。

「とにかく、今夜は……美羽は彼のそばにいて。でないと不自然でしょう？」

　久美ちゃんは私たちの勤怠カードを交換することを促した。社員証と一緒になっているこのカードを彼女に手渡してしまえば……私たちは完全に入れ替わる。

　そんな久美ちゃんのシナリオに愕がく然ぜんとしながら、ごく、と喉を鳴らす。久美ちゃんの状況に同情しながら、黒河社長への想いに揺れる自分がいる。

　私は悪い女なのかもしれない。久美ちゃんになれたらいい、と願っていた私の望みが叶うのだと、悪魔に囁かれているようだ。

　ううん、そんなこと考えてどうするの？　私は、美羽なのに。

「やっぱりできないよ、久美ちゃん……黒河社長やお祖父さまたちに、ちゃんと事情を話そう？　そしたらきっとわかってくれる」

「美羽、お願い。もし、社長に正体がバレて失敗しても、責められるのは私よ。そのリスクは負うわ。でも、きっと大丈夫。ひと晩過ごして気づかなかったんだもの。逆を言えば、その程度しか私を見ていなかったっていうことよ。愛だなんて、彼が勘違いしているだけ」

「それこそ……無責任よ」

「彼はじきに夢から醒さめるわ。それまでの少しの間だけでいいの。その間、もしも美羽と黒河社長がお互いを好きになれたら、最高じゃない。その未来に賭かけてみようと思わない？」

「だから、それは黒河社長を騙だますってことよ？　結局、私は久美ちゃんの身代わりでしかないじゃない」

　突然、意味深にお腹をさする久美ちゃんに、ドキッとした。それが意味することに、動揺する。最後のとどめとして、彼女から告げられたのは……。

「私……妊娠してるの。相手は社長じゃないわ。だから、もうごまかしたりできない。こうなった以上、社長を傷つけたくないのよ」

　言葉にならなかった。そこまで事態が深刻化しているとは。

　彼女のお腹の中には、別の男性との命がある。こんな状態の久美ちゃんと、黒河社長が一緒になるのは、確かに無理だ。

　だけど……私は、ますますつらくなるだけだった。私は『待ってます』と告げた時にうれしそうに微笑んでいた黒河社長を思い浮かべて、胸がぎゅっと締めつけられた。

　どうしよう。彼が傷つくのを見たくない。

「美羽が断るなら、私は彼に告げるだけよ。ほかの男と結婚するっていうことを。彼の性格、わかったでしょう？　きっと仕事もできなくなるぐらい、ショックを受けると思うわ。それに、もしこの子の存在を知ったら……何をされるかわからない」

「社長はそんな恐ろしい人じゃないわ！　久美ちゃんこそ勝手すぎるよ。たとえ許嫁だったとしても、好きな人がいるなら、どうしてもっと早く、そのことをちゃんと言ってあげなかったの？　こんな風に……なる前に」

「……充分、わかってるわ。いろいろ事情があって……言えなかった。だからこそ、お願い。美羽にしか頼めないことなの。これは私だけじゃない、社長にとっても、美羽にとっても、プラスになるはずよ」

　久美ちゃんはそう言って、とても切なそうな顔をした。

　期限付きの身代わり。一時的かもしれないけれど、彼を傷つけないため。その間、もしも好きになってもらえたら……そんなおこがましいこと、思っちゃいけないのに。

　しばらく考えたあと、私は完全に折れた。いや、誘惑に負けたのだ。『彼を傷つけたくない』、『久美ちゃんのことをどうにかしてあげたい』と思う気持ちは、『期限付きでも彼と一緒にいられるのなら……』という願望に変換されてしまっていた。

　こんな私に、久美ちゃんを責める資格なんてなかった。










３．嘘つきでごめんなさい




　久美ちゃんと延々とやり取りを続けたあと、私は久美ちゃんを見送ってから別の店に入り直した。カフェの奥まった席で、これからどうしたらいいのか、ノートにタイムテーブルを書き出し、シミュレーションすることにした。

　そうこうしているうちに、気づけば辺りは夕暮れの光にすっかり包まれていた。カフェを出て腕時計を見ると、十八時をとっくに過ぎている。季節は秋の入口で、吹きつける風も冷たい。

　歩いて、黒河社長の豪邸の前まで来ると、しばらく立ちすくんだあと、半分ヤケのような気持ちでセキュリティカードを差し込み口に入れる。すると自動で門が開き、私は緊張に身を包みながら、一歩足を踏み出した。

　玄関のセキュリティも同じように解除して、重厚な扉をそっと開くと、白大理石が続く空間が広がっていた。

　広い玄関の中を何歩か進むと、右手奥の部屋に人影があり、ドキリとした。

　間接照明しかつけていない部屋に、背の高い人影……黒河社長のネクタイを緩める姿に、鼓動がますます速まる。

　どうしよう。黒河社長、帰宅していたんだ。終業時間は過ぎているけど、社長の帰宅は二十時を過ぎることが多いと久美ちゃんが言っていたから、まさかもう帰っているとは思っていなかった。

「どこかへ出かけていたの？　いないから連絡しようと思っていたんだ」

「えっと、あの……くみ」

『久美ちゃんと食事へ……』と言おうとして口を噤つぐむ。

「くみ？」

　黒川社長の視線が私から離れない。訝いぶかしげな顔で、こちらに近づいてくる。違う、私は美羽じゃなくて久美！　背中にダラダラと汗が流れる。

　黒河社長が目の前にいる。

　どうしよう、何か話題を考えておけばよかった。とりあえず、欧米スタイルの住宅のようだから、パンプスは脱がなくていいみたいだ。

「さあ、冷えるからこっちにおいで」

　玄関からリビングへと背中を押されて、私は借りてきた猫のように従うばかり。リビングに入ってすぐ、その豪華さに私は圧倒された。

　三階まで吹き抜けになっており、白大理石の床が広がっている。フロアの中央には、何人もの大人が横になれそうな、黒革のソファが置かれていて、柔らかそうな真っ黒なラグの上にはガラステーブルがある。

　部屋の周囲には大きな窓がいくつも連なっていて、先ほど見えたガーデンが一望できた。天井にはシャンデリアがついているが、今はシンプルな間接照明の、柔らかな明かりだけが灯ともっている。

「電気はこのままで？」

「ああ、夜はね。白い殺風景な色は好きじゃない、って言わなかったかな」

「そ、そうでしたね」

「食事は済ませた？」

「は、はい」

「そう。残念だな」

　黒河社長が屈かがんで、私を見つめる。何かを言おうとする間もなく、彼の親指が私の唇をそっとなぞった。

「リップに髪がくっついてる」

　ほんの些細なことなのに、ただそうして触れられただけで彼に抱かれた感覚が蘇って、ドキリとする。

　ダメ……意識しちゃ……。

「社長も何か召し上がらないと」

「いいんだ。ベッドルームに行こうか。今日は疲れたから休もう。明日は会議尽くしだからね」

　ふわりと後ろから抱きしめられた。それから腹部に回された腕がぎゅっと締まる。その刹せつ那な、彼の濡れた声が、私の耳を刺激した。

「……その前に君を抱きたい」

「……っ」

　ゾクッと甘い痺れが走った。

　やだ……耳のそばでそんな甘えた声を出さないで。

　身を固くしていると、うなじと首筋の辺りに催促の唇が滑り、私は咄とっ嗟さに彼の腕をつかんだ。

「黒河社長……待ってください」

　彼の香りがする。彼に抱かれた時にも感じたムスクか、アンバーか……とても甘くセクシーな香りだ。

「シャワーなんていい。今すぐ欲しいんだ」

　私の背中に黒河社長の胸が当たっている。ウエストに回された彼の腕や大きな手は、とても男らしくて素敵だ。

　この腕をほどいたら、彼はきっと私にキスをする。彼の深い眼差しに見入られて、私は目をつぶってしまうだろう。

　その想像は現実のものとなり、首筋に唇が落ちてきた。ビクッと震える私をくるりと反転させ、彼の指先がもどかしげに私のボタンを外そうとする。

「……あ……ダメ。今夜は、お願いです……もう、休みましょう？」

「……感じているくせに、どうして？」

　彼の低い美声に優しく問われると、身体の芯に熱が集まり、とろけてしまいそうになる。唇を塞がれて、息つく暇もない。

「ん、……んっ」

　こんなことはダメだと理性が一瞬働いても、次々に降り注ぐキスで何も考えられなくなる。

　かくりと腰が抜けてしまった私を軽々と抱いて、彼は私をベッドルームに運んだ。

　真っ暗な中でベッドサイドの電気がついて、そこだけがぼんやりと黄たそ昏がれ色に染まる。

　黒河社長の逞しい腕に支えられてそのままベッドに横たわると、彼はネクタイを緩めてシャツのボタンとともに外し、鍛え上げられた端正な胸板をさらした。

　改めて、なんて綺麗な身体なのだろうと思う。大胸筋から続く腹筋の波は美しく、がっしりした男の人の腰つきはセクシーで、その下には目をやることなんてできない。

「……ダメ、です。今夜は……」

「どうして今夜はダメなの？　理由を言って」

　理由、理由、理由、それは確かにいろいろあるけど……。

　黒河社長の両腕に囲われて、閉じ込められてしまい、身動きができない。脚と脚が絡み合い、耳じ朶だに彼の唇が当たってゾクッと粟立つ。

「昨晩から君は少し変だ。〝ダメ〟ばかり言う。もっと大胆だったはずだけど」

　そんな瞳で見つめられたら、何も言い返せない。そして同時に傷つく。

「君に試着を頼んだりしたから、あんなに怒っていたのか？　サンプル品をあてがう意味ではなくて、プレゼントをしたかったのに」

　私は黒河社長のついばむようなキスに応じながら、考える。

　ハート型のネックレスといい、彼は愛情を伝えようとしているだけ。

　熱く潤んだ瞳が優しい。こんな風にされるのは、少しも嫌じゃない。

　久美ちゃんは、黒河社長のどこが嫌いなの？　どうして好きになれないの？　こんなに優しく、まるで宝物のように丁寧に触れてくれるのに。

「新作のランジェリーを試着してもらおうと思っていたのに、君に触れるとこうして抱きたくてたまらなくなる」

　黒河社長が私を組み敷く。

「……社長っ……」

「またそう呼ぶのか？　ふたりの時には名前で、と言ったはずだ」

　黒河社長は私を責めるように激しく唇を求める。彼の重々しい熱を感じるたび、苦しいほど切なくて……、意識していない声が自然とこぼれてしまっていた。

「黒河社長が、好き……なのに」

　好き、好き……好き。

　私は心の中で、何度も叫んだ。

　熱のこもったキスの連続にたまらなくなって、ぎゅっとしがみつくと、黒河社長は濡れた瞳で私を見つめ、戸惑ったように甘い息を吐いた。

「今まで一度も言ってくれることのなかった君が、どうして？」

　嘘……。久美ちゃんは一度も、言ったことがないの？　本当の私だったら、何度だって言えるのに。あなたのことが好きで、ずっと好きでたまらなかった、って。

　荒々しいキスのあと、弾む息を整えていると、黒河社長は私から離れ、腕枕をしてくれた。

　黒河社長のようなエリートで頭の切れる人が、久美ちゃんと私を間違えるなんて。そして、いまだに気づいていない。彼は確かに、『久美』と耳元で呼びながら達した。

　私は久美ちゃんの顔をして、黒河社長を騙し続けなければならない。身体を愛される代償に、そんな十字架を自分から背負ってしまった。

　だけど、とても優しく愛おしそうに見つめてくる黒河社長のことを、抱きしめずにはいられなくて。いつも仕事で厳しい顔をしている彼にとって、唯一癒やされる存在になれたらと思った。

　たとえ私の中で嘘でも、黒河社長の中で本当であり続けられるなら……。

「潤哉さん……」

　広い胸板に頬を寄せて、小さく呟く。

「うん？」

「好きです」

　身代わりでいいから、せめて彼が望むことをしてあげたい。

　私の中に芽生えたのは、そんな気持ちだった。

「それは、〝もっと求めてほしい〟という要求と取っていい？」

「ただ、言いたくて」

「なぜ、君は……」

　再び彼のキスにとろかされていく中、続きの言葉は、もう耳に入ってはこなかった。

　黒河社長、ごめんなさい。私、あなたに嘘をついています。

　こんなに愛しいキスをくれるのに。本物をあげられなくて、ごめんなさい。

　せめて、あなたに精一杯尽くすから……。

　そんな勝手なことばかりを、考えてしまっていた。










４．私は誰？




　私が私じゃなくなった日。甘い微熱に浸かった夜から醒めたあとで、ものすごい自己嫌悪に陥った。

　あのフレンチレストランで、久美ちゃんは妊娠六週目で、気づいたばかりだと言っていた。彼女の切せっ羽ぱ詰まった様子から、嘘をついているとは思えなかった。それに、こんな嘘をついてまで黒河社長を拒む理由が見当たらない。

　久美ちゃんとは幼い頃からずっと仲良くしてきたから、彼女のあんな切なそうな表情を見てしまうと、なんとかしてあげたくなる。

　だから私は久美ちゃんを応援し、かつ黒河社長を守るために、今は身代わりになるしかないと決断したわけだけど。そこに自分の秘めた恋心も入り混じっていることは確かで、常に罪悪感がついて回った。

　本当に黒河社長のことが好きなら、彼を思って本当のことを伝えるのが女性として、秘書としての務めじゃないの？

　一時しのぎで好きだと伝えたところで……解決することじゃないのに。彼は私の身体が欲しいわけじゃなくて、『久美』ちゃんが欲しいのに。

　私は、久美ちゃんの力になりたい気持ちと、黒河社長への罪悪感の間で揺れていた。

　久美ちゃんから言われたことが脳裏に蘇ってくる。

『美羽、安心して。私もちゃんと庶務課に出勤するから』

『久美ちゃん、相手は誰なの？　それぐらい教えてくれてもいいでしょう？　それからお酒はダメだからね。それから、それから……』

『わかってるわ、うまくやる。美羽こそしっかり務めてね。わからないことがあったらいつでも電話して。ただし、社内では必要以上に私に近づかないで』

　あれから、私がもっと詳しい事情を聞こうとしても、結局はぐらかされて、三日が経過してしまった。

　月曜日の朝、黒河社長からベージュ色のスーツとブラウスを受け取った。彼女の置き忘れたクリーニングだそうだ。

　久美ちゃんがここにいたことを知らしめる事実に、胸がズキリと痛む。

　それに着替えたあとで、私は久美ちゃんから預かったカード類やＵＳＢを見て、はぁ、と深いため息をついた。

　ＵＳＢ内のデータ内容は、空あいた時間にこっそりチェックしている。

　雑務は庶務課にいた時と一緒だから、なんとかなるとしても、不安なのは今日行われる、イギリス大使館パーティーのこと。財界の重鎮やセレブたちが集まるのだが、黒河社長の秘書として、私も参加しなければならない。

　せめて、入れ替わるのが、このパーティーが終わってからだったらよかったのに。

「出社時刻。そろそろだね。資料はできている？」

「あ、はい……」

　黒河社長はダイニングの椅子に座っていた。さっと腕時計を目にする仕草さえ、様になっていてカッコいい。

　私は朝、必ず最初に用意することになっている英字の経済新聞を「どうぞ」と彼に手渡す。久美ちゃんからのデータによると、彼がコーヒーを飲むのは出社してから。私は今までは、毎朝、家でコーヒーを飲んでいたのだけれど、これからは会社で飲むことに決めた。

　それにしても、頭が痛い……。昨晩も私は眠ってしまいそうだった身体をどうにか引きずり起こして、重たい社長の腕をそっとどかせて、一睡もしないで黒河社長に関するデータや今後のスケジュールをインプットしていた。

　それに視界がぼんやりする。久美ちゃんになりきるために、ここ数日は眼鏡を外しているけれど、コンタクトレンズをつけないとダメかも。

「久美」

　不意に名前を呼ばれて、一瞬反応が遅れる。

　……そう、私は久美。三日が経過したというのに、まだ慣れない。

「これを忘れているよ」

　黒河社長は、ダイニングテーブルの隅に追いやられていたハートのネックレスをさらりと拾い上げ、椅子から立ち上がると、私の背後に回った。彼の手が鎖骨の辺りからうなじに触れる。

　その刹那、彼の匂いがふわりと香ってドキッとした。

　ネックレスをつけてくれたお礼を告げようとすると、彼は私の腰を引き寄せ、うなじにキスを落とす。ビクンと反応してしまうと、彼はからかうように笑った。

「ずいぶんと色っぽいね。普段の君の匂いとちょっと違う？」

　私はギクッと固まって、言い訳をしようとしたのだけど、見当違いのようだった。

「朝から誘うようなことは、しないでもらわないと」

「してませんよ……そんなつもりなんてありませんから」

「じゃあ、こっちを向いて」

　肩に手を当てられ、ぐいっと強引に振り向かされた。黒河社長のネクタイや喉仏が間近に見えて、そろりと彼を見上げる。優しい瞳に囚とらわれ、私は言葉を詰まらせた。

「元気がないな。目が真っ赤だ。よく眠れなかったみたいだね。夜中、電気がついていたみたいだし」

　心配してくれているその言葉に、彼の優しさを感じて、後ろめたさで顔が強張る。

　すると黒河社長は私を見て、心配そうに眉尻を下げた。

　彼にそんな顔をさせてしまうなんて。ズキンと胸が痛むのを感じながら、私は毅き然ぜんとした態度を見せた。

「いえ、そういうわけじゃないんです。今日の仕事のことで、確認しておきたいことがあったので」

　そう言い、ニコリと笑顔を向ける。このままだと、これから言い訳をいくつも用意しておかなくちゃいけない。そうならないように、社長に関するデータを早くインプットしなくちゃ。

「ありがとう。君がいてくれると救われるよ」

　ふわっと一瞬で広がる彼の柔らかな表情が、私の胸をキュンと締めつけた。

　やっぱり好きだな……笑いジワがほんのり入って甘すぎるくらいの爽やかな笑み。キューティクルたっぷりの、艶々の黒髪が重たく見えないのは、きっと瞳の色が薄いから。彼の瞳は、照明を吸い込むようにキラキラ輝いていて、まるで宝石のようだ。

　ドキドキしながら見入っていると、視線を逸そらしてくれないことに気づいて、困ってしまった。彼がじいっと見つめたままでいると、私は動けない。

　息遣いが触れるところまで近づいて顔を覗き込まれ、心臓がバクバクと暴れだした。

「あの……？」

「やっぱり変だな。いつも、こうして君からキスをくれるのに」

　黒河社長は一度だけ唇をくっつけて、試すように私をじいっと見た。

　えっ、久美ちゃんから？　そんな情報はなかったはずだけど！　久美ちゃん、あれだけ黒河社長のことを嫌がってたのに!?

　パニックに陥り、動けない私の唇を、彼はもう一度ついばんで確かめる。

「ほら……して？」

　哀願するようにも責めるようにも聞こえる声に、ゾクゾクしてしまう。そのうえ、腰をさらりと抱かれ、私は目をぎゅっとつぶって、唇を閉じるしかなかった。

「そうじゃない。もっと……」

　黒河社長は言って、私の唇の形をなぞるように舌を這わせてねじ込んだ。

　互いの舌が濃密に絡まり合う。

　朝からこんなことをされたら、たまらないのに。この強引かつ挑発的なキスに、私は弱い。黒河社長はそれを知っていて、何度もそうするのだ。

　彼の髪がサラサラと空調になびくたび、シャンプーのいい香りがする。角度を変えてキスをしながら、撫でられる髪の感触が気持ちいい。バスルームに置いてあったボトルはどれも高級そうで、質の高さからか、私の髪も今日はとてもなめらかだった。

　黒河社長の香りは、三つ覚えた。フレグランスとシャンプーと、そして……彼の肌の匂い。知りたい、知りたい、もっと知りたい……黒河社長のこと。触れるたび、貪欲になってしまう。本来の目的を忘れそうになるほど。

　何度も深い口づけを重ね、息があがった頃にようやく解放されると、私は黒河社長の胸にくったりともたれかかった。

「大使館のパーティーが終わったら、そのままホテルで休みたいんだ。君の手を煩わずらわせて悪いけれど、いつものところに手配してもらえるかな？」

「いつものところに。わかりました。配車は……何時頃に？」

　いつものところ……帝国ロイヤルホテルだったっけ。

　インプットしたばかりの情報を引っ張り出して、私は頷いた。

「パーティーが終わり次第、君と一緒にね」

「私も、ですか？」

「当然だろう。そこで、いつもみたいに。君だけのために……ね？」

　少しいたずらっぽい様子で言われ、私はイケナイと思いながらも期待を膨らませる。耳の輪郭をそっとなぞって私を刺激する彼の指先は、きっと私が感じることを知っているのだ。

　身体を重ねただけで、そういうことがわかるのだろうか。それとも久美ちゃんにそうしていたの？　『いつもみたいに』、『君だけのために』って、何……？。

　何度も自己嫌悪に陥って、葛かっ藤とうしていたくせに、都合よく嫉妬している自分がいる。こうなった以上は、秘書として精一杯尽くすと決めたのに。

　でも、今まで以上に好きになってしまったら、どうすればいいの？　彼の想いはどうなるの？

「どうして泣きそうな顔で見るんだよ、君は」

　知らずに涙腺が緩んでいたみたいだ。ハッとして瞬きをする。もう、顔は上げられなくなってしまった。

「社長のせいです」

「僕の？　それは心外だ」

　こんなに愛してるのに……と、今指で感じさせられた耳のそばで、黒河社長が囁く。

　私はおろしたての彼の上質なスーツに、ぎゅっとしがみつきたくなった。




　それから私たちは、予定通りに迎えに来た車に乗って、代官山にある会社に到着した。車から降りて運転手に見送られると、私は黒河社長に従い、ロビーからエレベーターへと向かった。

　プライマリーの広々とした大ホールのようなロビーを眺めて、大企業だなと改めて思う。久美のほかにもうひとり『花村』という名前の社員がいることなんて、トップにいる黒河社長が知るはずもないだろう。

　出社してから私は、社長室へ行く前に秘書室へ向かった。

　途中で、ほかの役員の秘書たちとすれ違ったけれど、特に不自然なことはなかった。今のところ、花村久美として出社してきた私のことを、不思議に思っている人はいないようだ。

　まずは第一関門を突破したことで、ふうっと肩の力を抜く。

『誰にも気づかれないように……それには味方でいてもらう人がいなくちゃね。信頼できる人を用意しなくちゃ。森重さんにはすべてを話して、相談しておくわ』

　久美ちゃんはそう言っていた。

　ドアの横にあるカードセンサーに勤怠カードをかざすと、入室ランプがオレンジからグリーンに切り替わる。

　秘書室に入ると、森重さんが「やあ、待ってましたよ」と微笑んだ。

「先ほど、内線をいただきまして。花村美羽――さんから」

　清潔に整えられた髪と几帳面な眼鏡が特徴的な森重さん。苦笑いをしているところを見ると、呆あきれているに違いない。

「こんなトップシークレット。バレたらタダじゃ済みませんね。当然、懲戒解雇でしょう。そればかりか詐欺罪だ」

　普段は温和な森重さんのきついひと言に、ビクッと震える。言葉にして責められると途端に怖くなった。

「……ですが、社長の支えになること、心地良く過ごしていただけるように務めることは、秘書として大事なことですね。いくらでも協力しますよ。花嫁修業ということで、有能な秘書に育てて差し上げましょう」

　ニコリ、と微笑まれて、私は顔を引きつらせてしまった。










５．違和感［潤哉ＳＩＤＥ］




　社長室へ向かう途中、僕は久美のことを気にかけて、秘書室を訪ねた。ガラス越しに、室長の森重と談笑している様子が見える。

　僕がサンプルを着せようとした時には、あれだけ反発していた彼女が、なぜ急に心変わりして、あんな風に自分に抱かれたのだろう。別れたいの一点張りだった彼女の身に何があったというのだろう。それから、僕を見つめて泣きそうな顔をしていた今朝の彼女の表情が、忘れられない。

　彼女は一体……そんなことを考えながら、社長室へ戻ると、内線が飛び込んできた。

『秘書室の森重です。社長、先ほどロンドン本社からＭ＆Ａの件でお電話がありました。ご不在でしたので、折り返すとお伝えしております。それから、後ほど花村がそちらへ参りますので、書類への承認印をお願いします』

「ああ、わかった。こちらからすぐにコンタクトを取るよ。書類にも目を通そう」

　自分のフィアンセを疑うことはしたくないが、最近の彼女は、なんだか妙な感じがする。彼女を抱いている時もだ。久美のようで久美ではない。どういうわけかそんな気がする。一体なんだというのだろう。

　さっきエレベーターに乗ろうとして、『どうぞ』とにこやかに微笑みを向けられた時も、やはりいつもと何かが違うと感じた。

　そんな僕の思いをよそに、久美はすぐに僕のデスク周りを整えたあと、コーヒーを淹いれてくれた。

　何ひとつ変わらない、狂いのないよう用意された分刻みの行動に、逆に違和感を覚える。

「……少し、いつもより苦い気がするね」

　コーヒーを口にした僕がそれとなく告げると、トレイを抱きしめていた彼女が、明らかに動揺を見せた。

「申し訳ありません。もう一度」

　僕は、慌ててカップを下げようとする彼女の手首をつかんだ。

「……あっ、社長」

「いいよ。苦味は君のキスで甘くしてくれたらいい」

　言ったそばから、彼女の頬がみるみるうちに赤く染まっていく。

　いつもの久美なら、仕事をしてください、と冷たくあしらうように見せておきながら、唇をくっつけるくらいやってのけるだろう。なぜ、そうしない。

　妙なイラ立ちをぶつけるように、彼女の手首をつかむ手に力がこもり、ハッとした。

　彼女の瞳がゆらゆらと揺れている。

　困ったような顔をされると、意地の悪いことをしてしまいたくなる。

　顔を近づけて唇をぺろりと舐なめてやると、久美は大げさなぐらい身体をビクンと震わせた。

「罰ばつは、もっと先に取っておいてあげよう」

　僕は言って、彼女の手首を離す。

　久美は慌てて頭を下げて、動揺を押し殺すようにして社長室を退室した。

　おかしい。ここ最近の彼女は、誰なんだ。

　僕は危険を察知した。

　彼女は、久美に扮ふんしたスパイなんじゃないだろうか。ひとまず様子を窺うことから始めよう。

　僕はそう決めて、頼まれていた書類に承認印を押した。










６．募る想いは、ただひとつなのに




　イギリス大使館前の道路がとても混雑していたので、その手前、国会議事堂の近くで車は停まった。

　私は黒河社長に従い、会場へ向かう。会場にはＳＰが所々配置されていて、黒河社長にもボディガードがついている。私はこんなに立派なパーティーに出席するのは初めてで、圧倒されてしまう。人、人、人……と手のひらにいくつも書いて、そこへ口づけて飲み込み、さらにその上に、久美、久美、久美……と書いて同じようにする。緊張しないようにするおまじないだ。

　そんな私を見て、黒河社長は訝しげに眉を寄せた。

「具合でも悪いのか？　顔色がよくないな。落ち着きもない」

　私はハッとして笑顔を作る。

　黒河社長に気を遣わせてしまうなんて、秘書失格じゃない！

「いえ。申し訳ありません。少し肌寒くて……。あっという間に冬ですものね」

　言葉遣いもより丁寧になるよう、ここへ来る前に森重さんから発声練習までさせられてしまった。外国語を流りゅう暢ちょうに扱う前に美しい母国語を習得することが大切だ、と。

　確かに言葉遣いによって、相手に与える印象は全然違うだろう。

　だけど、黒河社長はそれが気に入らないという風に肩をすくめる。

「変だ」

　真顔でじっと見られて、ドキッとする。

「え？」

「身体が強張っている。かなり冷えているんだろう。そばにおいで。ほら、こうすれば寒くない。それからワインをいただこう。血色がよくなるように」

　肩をぐいと引き寄せられて密着すると、ドキドキした。麗しい横顔に見入ってしまう。だけど、今はそれどころではなかった。

　ドレスコードはフォーマルで、黒河社長はテールコートだった。

　私は彼が用意してくれたプライマリーのドレスにボレロを羽織って、パーティー用のバッグには『久美データ』が入ったタブレットをしっかりと携えていた。私は名刺管理アプリで、招待客リストをフォルダにまとめ、顔と名前を一致させていた。

　こんなパーティーに毎回出席しなくてはならない黒河社長は、本当に大変だと思う。そして久美ちゃんの身代わりとなった私は……胃がキリキリしてたまらない。

　イギリス大使館主催のパーティーには、ローレンス一族に縁ゆかりのある人物も多く出席しているそうで、私は初めて挨あい拶さつを交わした相手を記憶するのに必死だった。また、それ以上に……私は自分の胸や脚に注目が集まっているのが気になって仕方なかった。

「私、こんなに大胆なドレスでいいんでしょうか。ドレスコードはフォーマルです。ＴＰＯをわきまえなくては……社長の秘書なのに」

　今、私が着ているのはプライマリーのブランドのひとつ、ジュエル・ランジェリーから生まれたドレス。大胆に胸元や背中が開いているだけでなく、スリットも入っており、肌の露出が多い。

　さらにスワロフスキーのアクセサリーを身につけ、肌にはラメ入りのパウダーをつけているので、シャンデリアの明かりに負けないほど煌きらめいている。

　かくかくと膝が震えてしまうし、踵かかとを乗せたヒールは姿勢をしっかり正していないと、絨じゅう毯たんにもつれそうになって、うまく歩けない。彼が腰をすっと引き寄せてくれ、優しい笑みを向けてくれると、ドキリとする。

　今夜の彼もとても素敵だ。テールコートが嫌味なく似合うのも、欧米人の血を引いているからだろうか。彼はどこかの王子さまのようだった。

　それもそのはず……黒河社長は、総資産何千億というローレンス一族に、血縁があるのだから。彼は一族からミドルネームをもじった、〝ウィル〟という愛称で呼ばれている。もしもローレンス社の誰かが来らい賓ひんにいたとしたら、私はボロが出るんじゃないかと不安だった。

「女性は見られることで美しくなるものだよ。周りを見てみるといい。来賓は皆、君に注目している。君にそれを着せたのは、ここでジュエル・ランジェリーをＰＲする意味もあるんだよ」

　このドレスは、開花する前の薄紅色の桜のような淡い色で、深紅の絨毯に対比して、浮いて見えてしまうほど。

　だけど、これだけ肌を露出させたペールカラーのドレスなのに、安っぽい衣装に見えないのは、プライマリーの上質な縫製や生地のこだわりがそうさせているのだろう。

　黒河社長が談笑している間、英国人の男性に声をかけられたけれど、黒河社長が私の肩を抱いてテラスのほうまでエスコートしてくれたので、ホッとした。

「ドレスの役割はパーティーが終わったらおしまいだ。その延長に……ランジェリーがあるといい。君が言いだしたことだよ。僕はその素晴らしい点に気づかされた。次の取締役会議では、このジュエル・ランジェリーを前面に押すつもりだよ」

「プライマリーのジュエル・ランジェリーは好きです。会社でも、マネキンに飾られているのを見るだけで、幸せな気分になれました。でも、私にはふさわしくない気がして……」

　そこまで言いかけると、社長が心外のような顔をして私を見つめていた。

「なぜ、急にそんなことを？」

　不機嫌を露わにしたような声にドキッとした。何か悪いこと……言った？

「僕は〝君にあげたい〟と思ったんだ。その話をしたことを忘れているのか？　近頃、君が熱心になっているのは別のところのようだね」

　マズい……雲行きが怪しい。気を張っていないと、久美ちゃんじゃないことがバレてしまう。

「黒河社長、怒らないでください。私は……」

　彼に射すくめられて、私は息を呑んだ。潤哉さん、と呼ぶべきだっただろうか。

　彼は私にはもったいないほど素敵で、私がこんなにも久美ちゃんと似ていなければ、こうして隣にいることすらも叶わなかった。そんな思いが口をついて出てしまった。

　騙していることに良心が疼うずいては、後悔をしてばかり。なのに、彼の知らなかった面に触れるたび……もっと知りたいと願ってしまう。彼のことがやっぱり好きで……。

「この間、君が別れると言ったことだけど、あれは本気かい？」

　黒河社長が声を落として問いかけてきた。そして彼は私の背中を押し、美しいクラシック音楽を奏でるグランドピアノのそばから、テラスへ移動した。

　今はほとんどの人がホールにいるから、ここなら目立たないと思ったのだろう。

　こんな時に聞かれるなんて思わなかった。心の準備もないまま、私はどう答えたらいいのだろう。

「それは……」

「それは？」

　黒河社長は、オウム返しで私の答えを催促する。私は声が出ない。もしも本当のことを知られたら悲しい結末が待っている。私は彼を傷つけないためにも、彼の心をなだめるように返事をしなければならない。

　私はどうにか首を横に振って、そっと彼の胸に額を預けるようにした。

「そんなごまかし方で、許されると思うのか？」

　責めながら、優しく抱きしめてくる彼の腕からは、私が覚えた香りがした。

　顔を上げると、頬にそっとキスを受けて、燃えるように身体が熱くなった。

「久美、今夜もありがとう。君がいてくれてよかった」

　彼の瞳が揺れる。

「けれど、納得がいかない。君は、あの夜から変わってしまったね」

　長い睫毛を悲しげに伏せて、黒河社長が言う。久美ちゃんが別れを切り出した夜のことだろう。

　久美ちゃんはどんな風に伝えたのだろう。あの日、彼は『別れたいの一点張りで納得できない』と、私をベッドに組み伏せた。数えきれないほどのキスと、彼の荒々しい情熱を注がれた末、私は彼の腕の中で息絶えるように眠りに落ちた。

　愛してると告げられた甘い囁きが鼓膜に蘇ってくる。

　あの日……黒河社長に抱かれたのは、久美ちゃんではなく私だった。

「……ごめんなさい」

　久美ちゃんじゃなくてごめんなさい。私はぎゅっと唇を噛かみしめる。

「謝罪を聞きたいわけじゃないんだよ、僕は……ただ、君が欲しいだけなんだ」

　こめかみにあてがわれた柔らかい唇から、彼の優しさが伝わってくる。抱きしめられて切ない想いが募った。

「キスの続きはパーティーが終わったあとで……」

　彼はそう言って、私から離れた。




　その後、黒河社長とともに帝国ロイヤルホテルに移動した私は、ホテルのカードキーを手に収めていた。

　黒河社長はエレベーターに無言で乗り込むと、私の手からさっとカードキーを取り上げた。

「まだ、怒っていらっしゃいますか？」

「なぜ、僕がイラ立っているか、わかるかい？　久美」

　エレベーターの開閉ボタンを押したあと、彼は不満げな顔で、私をちらりと見た。

「ごめんなさい、と言う前にすることがあるだろ？」

　思わせぶりな彼の言葉に、私はドキリとする。

　ポンと音がして目的の階に到着した。この階には豪華なスイートルーム、一室しかない。

　松濤の豪邸とは違い、高層階から東京の夜景を見渡せる。まるで空に浮いているかのような暗闇の世界に、上質の柔らかなベッドが純白に煌めいて見える。

　ふと、この部屋に見覚えがあるように思った。そうだ、ここは、彼に初めて抱かれた場所だ。これは意図的なのではないだろうか。あの夜の続きを……彼は求めてる？

　黒河社長は背広を脱いで、ソファに置こうとする。

　私はそれを受け取ってハンガーを、と手を伸ばしたけれど、その手は彼の手につかまれてしまった。指先を絡められ、ドキリと心臓がはねる。

「君は裸になって、そのジュエル・ランジェリーを着るんだ。いいね？」

　彼が目線で指し示したのは、ジュエル・ランジェリーのラインナップにあるセクシーランジェリーのひとつ、総レースの透けたベビードールラインの新作だった。コンシェルジュに届けさせたらしい。

　……これを着るなんて。胸も透けてしまうし、ビキニラインぎりぎりのフリルは扇情的だ。

「恥ずかしいとか、そういう言い訳は聞かない」

　彼のまっすぐな視線は、まるで獲物を逃すまいとする獰猛なものだった。

　唇を奪われたかと思うと、上唇と下唇を吸われ、ゾクッとする。

「んっ……んぅ……っ」

　舌が唇を割って入ってくる。激しく求められ、息が荒くなる。

　黒河社長の手が私の背中を撫でて、背筋の窪みへ指をつっと這わせる。

　たまらず身体が大げさなぐらいにビクリと跳ねる。

　彼はそれからドレスの肩紐ひもを外し、ファスナーを下ろした。腰でとどまっていたドレスは、あっという間に足元でシルクの波になった。

　たまらなくなって唇を押し返すと、黒河社長はいじわるな目で私を見下ろした。

「キスだけで、もう感じてる」

　責めるように言われてかっと恥ずかしくなるのに、腰が抜けそうで支えてもらわないと立っていられなかった。

「サンプルの提出は明日。皆が僕の意見を待ってる。君には僕の秘書として協力してほしい……そう言ったね？」

「ダメ……女心だって、あるんです。好きな人には……綺麗な身体で抱かれたい」

「君は誘うのも焦じらすのもうまいんだな。そんな赤く潤んだ目で見たりして。仕方ないな……わかったよ」

　汗ばんだ肌を綺麗にしたくて懇願すると、それだけはイエスをくれた。

　恥ずかしがりながら、ふたりでざっとシャワーを浴びたあと、彼は私を抱き上げた。

「そんな瞳で見てもダメだ。もう充分だろう。さあ、続きはベッドだよ」

　身体を拭く間もなく連れていかれ、ベッドに押し倒された。身体をよじるとぎゅっと後ろから抱きしめられ、逃げ場を失う。

「あっ……」

　この体勢は反則だ。背中越しに黒河社長の鼓動がダイレクトに伝わってくる。

「こっちを向いて、それを着て」

　私の耳じ殻かくを舌でいじり、時々かじりながら彼は命じた。

　ゾクゾク這い上がってくる甘美な感覚に吐息が乱れる。抗うことができなくなり、彼の手でランジェリーを着せられた。

　黒河社長の濡れた髪にドキドキする。彼の逞しい胸板に見入られていると、彼は透けたランジェリーを私に着せたあと、キスをして見下ろしてきた。

　彼の野性的な視線を感じ取って、身体が熱くなっていく。何を期待してしまっているのだろう。彼に抱かれてはいけないと思っていても、してほしいという気持ちが止められない。

「君は何かを隠している。お仕置きしないといけないね？」

　黒河社長はそう言って、私の両手をシーツに縫ぬいつける。

「パーティーは一度だけじゃない。これまで何度もあったし、これからもある……だが君は、今日から僕以外にキスはしないこと。来賓とのハグもダメだ。約束して」

「挨拶なのに……」

「いいから従って。ダメだよ、久美」

　久美じゃない、美羽……かき乱されていく心の中で、私は声をあげた。

　潤んだ熱っぽい目を差し向けられ、甘い吐息を押し殺すと、黒河社長の長い指が私の唇をなぞって口を開かせた。

「君の誘惑にはいつも負ける。その困った顔をよく見せて」

「ダメ……見ないで」

　早くも降参するしかなくなった私を見下ろして、黒河社長はいじわるな笑みを浮かべた。

「そんな顔して恥ずかしいの？」

　必死に頷くけれど、黒河社長は許してはくれなかった。

「じゃあ、もっと恥ずかしい行為をしないとね」

「どうして」

「そういう君が、かわいいからさ。もっと見てみたくなった。それからたっぷり愛してあげるよ」

　羞しゅう恥ち心と同じだけ喜んでいる身体が憎い。ううん、心ごと、黒河社長にだったらいたぶられてもかまわないと思っている。

「ねえ、君は誰なの？　本当に久美？」

　ギクリと後ろめたさを感じるとともに、彼の熱が私の中に押し入ってきた。

「あ……っ」

　熱い。たちまち切なさが押し寄せ、身体の奥がぎゅっと締まる。だけど少しも嫌じゃない。だって、こうしてほしいと望んでいるのは私だから。

　黒河社長は、私を疑っているの？　それとも、もうバレてる……？　だったら、どうして抱いたりするの？　初めて抱かれた時のように、懲こらしめるため？　ただ、それだけなの？

　何度も、何度も、求められるたび、秘めた想いが溢れてしまいそうで、怖い。

「もう……ダメ……」

　あっけなく昇りつめた私は、弾む息を整え、黒河社長の肩にしがみつこうとしたけど、許されなかった。

「まだお仕置きは終わってないよ」

　黒河社長は乱れる息遣いを整える間もなくそう言って、私の唇を塞いだ。そのキスは……罰にしては、とろけそうなほど甘かった。

　なんて上手なキスなのだろう。身体の芯が熱くて溶けてしまいそうだ。半身では別の情熱が私をいっぱいに満たす。

「僕を好きだと言って。そうしなければ離してやらない」

　彼の濡れた唇が私の耳朶を挟んで、甘えた声で催促する。

「ほら、言って？」

　黒河社長に関するデータのひとつ。ベッドの上では、とにかくしつこいぐらい情熱的……。でも、もっと縛ってくれたってかまわない。

　ただしそれは、本当に私を好きでいてくれるならの話だ。

「好き、です」

　黒河社長のことが、ずっと好きだった。でも、この唇で好きと告げれば……久美ちゃんからの言葉になってしまう。だから、私はまたひとつ嘘と後悔を重ねる。一度でいい。美羽の口から好きだと言ってしまえたらいいのに……。

「うん。好きだよ、僕も……君が」

　黒河社長は満足げに、かつ愛おしげに唇を重ねる。

　私はたまらず、目をつぶって彼の背にしがみついた。




　翌朝は、六時頃に目覚めた。何事もなかったかのように、黒河社長はスーツに着替えて、私も同じようにそうした。ふとベッドの下を見ると、ランジェリーがペアでふたつ……。彼が手に取ろうとするので、私は慌てて引っ張り返した。

「なんだ？」

「だって……」

　昨晩のことが浮かんでくるようで、恥ずかしくて声にならない。

　黒河社長はアタッシェケースを抱えたあと、ふっと楽しげに笑った。私がうつむいていると、黒河社長は優しく髪を撫でる。

「かわいかったよ、昨晩の君はとても。普段と違う君も悪くない」

　額に柔らかいキスが落ちてくる。彼の目が甘やかすように私を見つめる。

　思い出すだけで熱くなる身体が憎い。黒河社長と何度も繋がり合った感覚が蘇ってきて、彼がまだ中にいるみたいだ。

「今夜も君を抱きたい。だから今日はすぐに帰宅できるよう、スケジュールを調整しておいて」

「……そんな、今夜もだなんて」

「嫌？」

　嫌じゃない。だけど黒河社長は私を愛しているわけじゃない。

　私は抱かれながら、心の底で本当の私に気づいてほしいと願っていた。愛されている久美ちゃんが羨ましい。こんな風に見つめてもらえる久美ちゃんが。あんな風にやきもちを焼かれてしまう久美ちゃんが。

　嫉妬心がどんどん渦巻き始める。久美ちゃんは、黒河社長が私を愛するようになれば理想的だと言った。そうなったら身を明かせばいいと……。

　けれど、そんなにうまくいくだろうか。本当のことを知られたら、嫌われるに違いない。

　それに、こんな風に久美ちゃんを愛している彼を知ってしまったら、可能性がないことを思い知らされ、つらくなるばかりで……。いっそ、本当に身も心も久美ちゃんと入れ替わってしまいたい、とすら思った。




　黒河社長と一緒に出社して、私は彼にコーヒーを淹れた。今日は、午後の会議に使う資料をまとめたり、議事録を整理しなくちゃいけない。

　秘書室へ行こうと背を向けると、「ストップ」と声をかけられた。

「君は社長室のデスクに席を移して、今度からそこで仕事をすればいい」

　命じられて動揺する。それでは森重さんから教育を受けられないし、久美ちゃんとのやり取りもしづらくなる。

「ですが、お邪魔じゃないですか？」

「なんのための専属秘書なんだ。君を独り占めするためだとわかってるだろ？　昨晩のことを忘れてはいけないよ」

　黒河社長の試すような視線が、私の心をまっすぐに射抜く。ボスの命令には絶対従わなければならない。

　でも、どうしよう、大丈夫なの、私？　仕事でわからないことがあった時に、黒河社長がそばにいたらごまかしが利かない。

　ドクドクと心臓の音が騒がしくなる。私は手のひらに汗をかきながら、今日のスケジュールを思い浮かべる。事務作業は、ある程度慣れているとはいえ、ついていくだけで必死なのに。

「荷物の移動は君がする必要はない。庶務課に任せるよう、森重室長に頼んでおこう」

　内線に彼の綺麗な指がかかる。彼はボタンを押して、耳に受話器をあてがった。

　どうかお願い。森重室長……なんとかフォローして。

　私は心の中で、そう願うしかなかった。










７．彼女の正体は……［潤哉ＳＩＤＥ］




　社長室に席を移ることを伝えたあと、明らかに動揺している久美を、僕はじっと観察していた。

　その後すぐに庶務課の男性社員がやってきた。彼は秘書室の久美の荷物を、社長室内にある個室の中のデスクに移動する。

　申し訳なさそうに感謝の言葉を告げる久美に対して、鼻を伸ばしている男性社員を、僕はつい睨にらんでしまっていたようだ。

　彼はすくみ上がってしまい、そそくさと退室した。

　我ながら大人げなく、申し訳ないことをしたと思う。

　社長室の中は、入って右手に六、七人がかけられるソファテーブルがあり、窓際の最奥に僕の執務デスクがある。彼女は、ドアを開けて左手にある個室内で仕事をすることになった。個室といっても、ガラス張りになっていて、中が見えるようになっている。基本的にすぐに動けるように、ドアは開けたままだ。

「……では、私は取締役会議に備えて、資料を」

　デスクに着いて彼女はすぐに仕事に取りかかった。しばらくこちらの様子を窺うようにしていたようだが、彼女はそのうち懸命にパソコンの画面に向かい、キーボードを叩たたく心地良い音をたて始めた。

　このキーを叩く音こそ、人のクセが出るものだ。以前の久美もとてもなめらかで速かったが、この目の前にいる久美とはまた少し違うようだ。

　昨晩抱いた時につけたキスマークを、彼女は気づいていないのだろうか。うなじから肩のラインにひとつ。彼女の身体を貪るように抱いた。久美であると信じたい気持ちは強いが、彼女はやはり今までとは何かが違う。

　様々な思いが交錯する中で、久美が別れたいと言った理由を考えていた。あの時、彼女は僕の秘書を辞めると言ったはずではなかったか。

　ため息をひとつこぼして、彼女を見つめながら、僕は昨日のＭ＆Ａの件でロンドンから届いた資料に目を通す。プライマリーの親会社のローレンス社は主に欧米の企業を相手にＭ＆Ａに乗り出している。それからもうひとつ、スイスに本社を置く繊維会社、フェリス・ジャパンとの業務提携の話があり、今から取締役会議でジュエル・ランジェリーの件とこれらの話し合いがされるところだ。

　不意に彼女に目をやると、眼鏡をかけているじゃないか。久美は、眼鏡などただの一度もかけたことはない。彼女を追及しようと一瞬考えたが、今はやめた。真剣に仕事に向かっている。僕の存在すら忘れているかのように。

　そうだ、今夜から少しずつ、彼女をテストしよう。僕を本当に愛しているのか……いや、彼女は本当は誰なのか、ということを。




　業務を終え、代官山のビルを出たのは二十一時過ぎで、久美と揃って松濤の自宅に着いた頃には、二十一時半を回ろうとしていた。

　リビングの時計を目にし、ため息がこぼれる。あれこれ考えすぎたせいだろうか。いつも以上に疲労が蓄積している。

「こんなに会議が長引くとは思わなかった。ご苦労だったね」

「社長こそ、大変お疲れさまでした」

「今夜はどうしようか。いつもケータリングでは飽きてしまうな」

「手作りはお嫌いですか？　私が作りますよ」

　久美はにこやかにそう提案してくれ、キッチンに立とうとする。

　僕は驚いて、一瞬声が出なかった。

　あれだけ料理が不ふ得え手てだと言っていた君が？　いつもは朝食をとらずに、ランチもディナーも外で食べる。家であればケータリングサービスを利用する。

　久美の言葉に、僕は眉を寄せた。思わず聞き返そうとしたが、やめた。そして、楽しそうにキッチンのシンクの前に立つ彼女に近づく。

「これじゃ何もなくて、お買い物に行かなくちゃダメですね」

　後ろからそっと彼女に触れた瞬間、ビクリと身体が震えた。

「本当のことを言っても怒らないから、言ってごらん」

「な、なんのことですか……」

「僕に嘘がつけるとでも？」

　目の前に立って見下ろし、彼女を問いつめると、彼女は白々しい嘘をついた。

「新婚ごっこを……してみたかったんです。ダメですか？」

「君はかわいいよ。けれど、君は久美ではない。君は一体……誰なんだ」

「やだ、潤哉さん……誰、だなんて」

　髪を耳にかけるその指は小刻みに震え、明らかに動揺している。

「こっちに来なさい」

　僕は彼女の腕を強引に引っ張り、キッチンからリビングへと連れてくると、ソファに座らせる。そして我が慢まんできなくなり、隣に座って彼女を責めた。

「まさかスパイのような真似をして、毒でも盛るつもりか？　君がその気ならそれでもいい」

　言った瞬間、彼女は困惑より遥かに傷ついた顔をした。迷うように柔らかな唇を開いたあと、僕の瞳を見て言い返した。

「私は、久美です。そんなこと絶対にしません。黒河社長のことをとても尊敬していますから」

　そんな言葉より、〝愛している〟とひと言聞けたなら、それでよかった。

　いつもの久美なら、なだめるように、そう告げてくれただろう。

「明日から働く気力がなくなった」

　社長として、断じて口にしてはならないことを呟いてみる。

「……え、あの……」

「君のせいだ。言い訳をよく考えておくことだね。僕はそれまでここをどかない」

　言って、彼女の膝の上に頭を乗せて目をつぶる。戸と惑まどう小さな息遣いが聞こえ、あたたかな彼女の温もりに睡魔が押し寄せてくる。

「子供みたいです、社長」

　戸惑いの声が下りてくる。

「君になら、そう思われてもかまわない」

　そうだ。子供の時に、君にひと目惚れをした。花村の家にいた美しい少女に。それは久美……君だよ。無論、君が本物ならだが。

　一度閉じた瞼まぶたを引き上げて、久美を見上げた。愛おしげに微笑む彼女に、僕は動揺を隠しきれなくなる。

「なぜ、君は……そんな目で僕を見るんだ」

　時々、悲しそうに。時々、愛おしそうに。どれも儚はかなく消えそうな微笑みで。

「幸せって、本当に小さなものでいいんだなぁって……思ったんです。黒河社長のそばにいると、そんな風に感じるんです」

　片手を伸ばして彼女の頬に触れたくなる。かわいらしく柔らかい唇をすっと指でなぞると、彼女はたちまち頬を紅潮させ、僕を見つめる瞳を揺らす。

「よしよし。キスしても叱らないよ」

「変ですよ。まるで私をペットみたいに。今は社長のほうがずっとそんな風なのに」

　屈託なく笑って、久美は楽しそうに声を弾ませる。

　僕は湧き上がる衝動のまま起き上がり、彼女を見つめた。

「キスしたいんだ、僕が……君に」

　柔らかい唇を堪能するように吸うと、ため息のように甘い息遣いがこぼれて、僕の中のスイッチを押す。

「食事よりも欲しいものがあるんだ」

　求めようとして首筋に軽く噛みつくと、腕の中で彼女は応戦する。

「ダメですよ。ちゃんと食べないと身体によくないです」

「なら、やっぱりケータリングサービスにしようか。シェフの味が気に食くわないなら別だけどね」

「社長の体調管理だって、秘書の大切な仕事なんです」

「つまらないな」

「一緒に食事ができる人がいるのは、とっても幸せなことですよ」

　ニコリと笑顔を見せる彼女が、とてもまばゆく見えた。

　僕は幼少の頃を思い返していた。

　ローレンス家の顧問弁護士と黒河家の親族に花村の当主が交じって、会話をしている時のことだった。退屈だった僕は少女に話しかけた。

　その頃の僕は、〝ウィル〟というミドルネームの愛称で呼ばれていた。

　僕は母の黒河華はな子こと、父のキーファ・ローレンスとの間に生まれた。母の前ぜん夫ぷで、黒河家の当主であった黒河誠せい司じは病気で亡くなり、母は黒河姓のまま父ローレンスと再婚。僕は、祖父の名前をミドルネームにもらい、潤哉・ウィリアム・黒河＝ローレンスという名になった。そして黒河姓を引き継ぎつつも、ローレンス一族として仕事を手伝った。

　祖父はローレンス社の会長兼ＣＥＯで、父が代表を務めていたため、僕は成人してから、中核企業のひとつ、プライマリーのロンドン本社を任されるようになった。

　黒河家と花村家はそれぞれ由緒正しい旧家でもあり、昔からそれぞれ許嫁のしきたりがあったようだ。僕の許嫁にはできたら花村家の女性を、という話をされたことがあった。

　いまだに、あの時の少女の笑顔を鮮明に覚えている。花村の少女ならばと心が躍った。彼女はさぞ美しくなっているだろうと思っていた。彼女は優秀な秘書としてプライマリーに在籍しており、僕が東京支社にやってきた頃に出会った。

　社長に就任した際に、彼女は僕の専属秘書となり、これは運命なのだと喜んだ。日を追うごとに僕は彼女に夢中になり、愛するようになる。

　だが、久美にとっては違ったのだろう。そうでなければ、僕をあんな風に避けるはずがない。

　だけど僕が今、気になっているのはそのことよりも、今、目の前にいる彼女のことだ。このままでは、正体が明かされるのは時間の問題だろう。

　僕はあえて気づかないフリをしていようともくろむ。どういうわけか、もう少し彼女のそばにいたいと思ったからだ。久美と違う天てん真しん爛らん漫まんな笑顔はかわいらしい。僕が求めるたびに恥じらい、身を寄せる姿に、夢中にさせられる。そして、ハッとさせられる。

　僕が好きなのは、久美のはずじゃなかったのか……。










８．鉢合わせのピンチ




　荷物の移動をしてもらったお礼を伝えようと庶務課に顔を出すと、同期の菊きく池ちくんになれなれしく声をかけられて、私は戸惑った。

「なあ、花村の従姉の久美さん、美人だなぁ。まるで双子みたいに似ているけど、品格が違う気がするよ。社長に気に入られるだけのことはあるね。俺、社長に睨まれちゃったよ。あ、別に花村のことをどうとか言いたいわけじゃなくて。いやぁ、綺麗だったな」

　ヘラヘラと笑いながら私に話しかける菊池くんを見て、変だなと思った。今の私は秘書室の久美のはずなのに。

　そう思い、眼鏡のフレームを指で押し上げる自分の仕草で、ハッと気づいた。

　私、眼鏡をかけているんだ。しまった……私、いつものクセで。いつからだろう。

　……秘書室にいた時からだ。私、仕事に夢中で……。それじゃあ社長室で眼鏡をかけていた姿を、黒河社長に見られた……？

　その後しばらく、頭が混乱してしまって、何も考えることができなかった。ぼうっとしながら庶務課を出て、役員専用エレベーターへと向かっていると、誰かが言い争っている声が聞こえてハッとした。

　声の主のほうをそっと見やると、久美ちゃんが黒河社長に手を引っ張られていくところだった。眼鏡をしていない久美ちゃん。手に眼鏡を握りしめている。そうだ、彼女のほうは私のフリをしなくちゃいけないから、眼鏡を持ち歩いている。

　あぁ、どうしよう！　バレたのかも。でももういっそ、そうなったほうが……。

「君は、変に色目を使うようなことをしたらダメだ。庶務課の彼に、誤解を与えるところだっただろう」

「なぜ、そう言われなくちゃいけないんですか？　庶務課の人たちと話をしちゃいけないとでも？　雑務を引き受けてくれているのは、彼らなんですよ。社長がそんな人だなんて思わなかったわ」

　ふたりは声を抑えながら言い合っていて、私は壁に隠れてその行方を見守った。

「君が彼をどう感じていたかは知らないけれど、君を大事に想っているからこそ心配なんだ」

「だったら……」

「君が、好きだからだよ」

　黒河社長の切なげな声に、私の胸の奥がズキンとする。今まで私はふたりをこうして遠くから見つめていた。黒河社長に少しも媚こびずに堂々としている彼女を、ずっと羨ましいと思っていた。

　私も黒河社長の前では、もっと久美ちゃんのように振る舞わなくちゃ。

　ふたりの様子は、まるで痴ち話わゲンカ……ああ、そうか。入れ替わったって同じことなんだ。黒河社長は久美ちゃんのことが好き。だから、嫉妬だってする。本当は不器用なだけなのだ、彼は。

　すっかり足がすくんでしまった今、秘書室に帰りたくない。やるせなくなって背を向けようとした時、黒河社長がため息をついて、久美ちゃんから離れたのが見えた。

　黒河社長は頭を抱えるようにして、こちらにやってくる。

　どうしよう、嘘、嘘。感傷に浸っている場合じゃない！　本気でマズい。

　私はＵターンを決めて、カツカツと庶務課のほうへ向かう。歩きながら、慌てて髪を引っつめてシニヨンバンドでまとめて、眼鏡をしっかりとかけ直して、『美羽』に戻らなきゃ。あれ、どっちがどっちだっけ。わけがわからなくなりそう。

　そんな風に右往左往しているうちに、黒河社長に見つかってしまった。

『いい？　できるだけ、スーツは似た色を着るのよ。万が一のことがあった時に、ごまかせるでしょう』

　久美ちゃんの忠告通りにしていたつもりだった。私の持っているスーツに合わせるから、と久美ちゃんはブランドまで聞いてきたのだ。

「君は……」

「し、失礼します」

　頭を下げてどうにか退散！　……したかったのに、黒河社長はさっと手を前に出して妨害してきた。

「……僕は、幻でも見ているんだろうか。君は、久美じゃないね？」

　ああ、絶体絶命の大ピンチ。黒河社長はたった今、久美ちゃんと別れたばかりだ。久美ちゃんがふたりいるなんて、どう考えたっておかしい。

「待って。君の名前は、なんて？」

　心臓がドクドクと不安定に波打っている。冷や汗が流れていく。

　久美、久美、久美……毎日唱えていたのと反対の名前が……出てこない。

　ああ、こんな時に、なんてこと……！

　ぎゅっと瞼を閉じてうつむく。ひとまず言い訳を考えなくちゃ。

「庶務課にいるんだね。そうか。いつも熱心に残業をしていた君か」

　庶務課の入口のほうを見ながら、黒河社長はハッと思い出したように呟いた。

　私は弾かれたように顔を上げて、黒河社長を見つめた。

『遅くまでご苦労さま』と声をかけてくれた黒河社長。ただそれだけじゃなくて、顔も覚えていてくれてたの？　うれしくて、今度は別の意味でドキドキし始める。

　いけない……今はピンチなんだから、取り繕わなくちゃ。

　何か言い訳をしようとしたその時、裏返しにしてあったネームプレートをつかまれて、私は息が止まりそうになる。そこには秘書課、そして久美ちゃんの名前が書いてあるのだ。

　私は裏返しにしようとした社長の手を咄嗟に止めて、間一髪、見られることはなかった。

　黒河社長は驚いた顔をして私を見る。

「あ、私、社長に失礼なことを、ごめんなさい」

「いや。僕のほうこそ、きっとひどい顔をして君に近づいた。疲れているのかもしれない……とんだ不ぶ躾しつけだったね」

　黒河社長が申し訳なさそうに眉尻を下げ、謝ってくる。

「そんなこと……」

「あまり根詰めないように。君は努力家に見える」

「プライマリーは優秀な社員が多いですので、庶務課でひたすらついていく日々です。そんな中、社長に声をかけていただいて、とってもうれしかったです。小さなことでも幸せって思えるようになって。それから、ちょっとした仕事でも、やりがいを感じられるようになりました。社長のおかげです」

　これは演義でもなんでもなく、本心だからすらすら言える。

「僕は何も。ただ……君の名前が知りたい」

　もう逃げられない。社長が私の手をつかんだまま、見下ろして回答を待っている。

　手に汗を握ったまま、震える唇を押し開いた。

「……花村です」

「花村……？」

　案の定、黒河社長は目を見開いて、その澄んだ瞳で私をじっと見つめた。

　眼鏡をしていてよかった。レンズ越しなら、まだごまかせる気がしたから。

　握られた手だけで、〝好き〟が溢れてしまいそう。いつの間にこんなに……焦がれるように、切なく胸を締めつけられるようになったんだろう。彼に指先で触れられるだけで、愛された余韻が戻ってきてしまう。

「ええ、実は……秘書室の久美さんの従妹なんです。驚かれたでしょう？」

　声が、思わず震えた。

「従妹……知らなかった。それなら、君の下の名前も教えてくれないか？」

　黒河社長が好奇心に満ちた瞳を向けてくる。

　もう、ここまで来たら告げないわけにはいかない。

「みわ、です」

「どんな漢字？」

「美しい羽、です。日本で幸福の象徴とされる鶴にちなんで、母がつけてくれました」

　声が震えてしまったけど、なんとかそう告げた。

「そうか。素敵な名前だね」

　黒河社長は納得したように頷き、優しく微笑む。

　名前を褒ほめてくれたことがうれしくて、胸の中が熱くなる。どうしてそんな風に見つめてくれるんだろう。勘違いしそうになってしまう。

　でも、もう限界だ。これ以上の追及があったら、うまくかわせないかもしれない。

　そんな私のもとへ救世主が現れた。

「すみません、花村さん。先ほど庶務課へ連絡を入れた件、まだでしょうか？」

　森重さんの声だ。こっそりウインクをされて、ホッとする。

　彼は社長に頭を下げて言った。

「社長、お話し中のところ失礼します。昨日手違いがありまして、庶務課で必要なファイルが秘書課のほうに来ていたようで、至急取りに来るように、彼女に頼んでいたんです」

「ああ、そうだったのか。僕はこれから外出するから、君に任せるよ」

　黒河社長は、名残り惜しむような目で私を見た。

　私は頭を下げて社長を見送る。そして完全に姿が見えなくなってから、ホッと胸を撫で下ろした。

　すかさず森重さんがポツリと低い声で責める。

「迂う闊かつでしたね」

「はい……でも、どうしよう。もう、気づかれているかもしれません」

「今がチャンスです。秘書室へ戻って、新作サンプルのスーツに着替えれば、社長も気分がよくなるでしょう」

「森重さんがいてくださって、助かりました」

　誰か、こうして事情に通じている人がそばにいるだけで、全然違う。眼鏡のフレームを軽く指先で押し上げる森重さんを見て、ハッとした。

　そうそう、眼鏡を取らなくちゃ。意識しなくちゃいけないことがたくさんありすぎて、どこかでやっぱり緩んでしまう。かといって、裸眼では仕事ができないから、やっぱりコンタクト、それしかない。週末にコンタクトレンズを作りに行こう。

　それから私はエレベーターに乗り、秘書室へと向かった。

　その途中の廊下で、本物の久美ちゃんが何やら憤慨して腕を組んでいた。

「もうっ、信じられないわ。別れたいって言ったのに。触れ放題、キスし放題。もしかして、美羽はそれを許しているの？　冗談じゃないわ！」

　私が口を挟もうとするより先に、森重さんが間に入る。

「胎教に悪いんじゃないですか？　それぐらいは仕方ないでしょう。身代わりになっているんですから」

　森重さんは穏やかに言って、「さあ」と私の背中を押した。

　言われて後ろめたかったのか、久美ちゃんはむうと唇を尖とがらせた。

「つわりでイライラしているのよ。悪かったわ。でも、こういう考え方もできるわね。結構いい具合に、その気にさせてるみたいじゃない。さすが従姉いとこ妹同士」

　久美ちゃんは楽しげにふふっと笑う。

　他ひ人と事ごとだと思って……とイライラする一方で、自分を責める。その繰り返しだ。

「久美ちゃん、私だって……つらいのよ」

「でも、彼の要望には応じているんでしょ？　本当につらいだけ？」

「それは……」

　指摘されて、口ごもる。

「ごめんなさい。後ろめたく感じる必要なんてないのよ。だって、あなたが久美なんだもの」

　久美ちゃんが私を励ますように言う。彼女は「黒河社長とうまくいってほしい」と言ってくれた。

「でも、社長は悩んでるの。気づき始めてるのよ？　さっきだって。もう、ごまかしきれない」

「わかってるわ。だったら私は、美羽のまま退職するしかないわね。今さらもう戻れない」

「そんな……勝手なこと言わないでよ。残された私はどうしたらいいの？」

「あら。そういう約束でしょう？　ずっと久美で、ずっと美羽で、それでいいのよ。『なかなかいい線だ』って、森重さんも言っているもの」

　私は森重さんに助け舟を求める。

　すると、彼はやれやれと肩をすくめた。

「秘書としての素質はあると思いますよ。献身的で、努力家だ。データを読みこなすだけでなく、気配りもできますし」

　それだけ言って腕を組む。

『ほら見なさい』と言わんばかりに、久美ちゃんが得意げに鼻を鳴らす。

「そうね。それから、私と美羽が一緒にいるところを見てもらえれば、彼だってきっと納得するわ」

　今度は、社長のいるところでふたり一緒にさりげなく会話を交わす、という作戦を立てられて、私は言われるまま『久美』を演じ続けるしかなくて。

　嘘は嘘を呼んで、どんどん大きくなっていく。そのたび、後ろめたさばかり増えて、苦しくなっていくのに……こんなこと続けていいのかな。

　久美ちゃんには好きな人と幸せになってほしいし、元気な赤ちゃんを産んでほしい。私は黒河社長が好き。でも……彼を騙したまま、あんな顔をさせてまで、この想いを貫けるものだろうか。

　久美ちゃんになってしまいたい……そう願うけれど、本当に彼女になれるわけじゃない。現に、彼は私を疑い始めている。私はこれから、どうするべきなのだろう。




　午後になって、外出から戻った黒河社長をロビーまで迎えに行くと、彼は私を見つめてすぐ、「さっきは申し訳なかった」と謝った。

　私は今まで以上に久美ちゃんになりきろうと、彼女のメイクの仕方を真似して、涼しげな印象になるようにした。

「気分の悪い時もあるよね。僕も改めるよ」

　一瞬、なんのことかわからなかったけれど、久美ちゃんが憤慨していたことへのフォローだろう。

「スーツを着替えたんだね」

　私はエレベーターへと向かう社長から、一歩下がって歩く。

「え、ええ。少し、コーヒーをこぼしてしまって」

「やけどはしなかったかい？」

「はい。お気遣いありがとうございます」

「代わりにプライマリーの新作サンプルを着たんだね。粋なことをするね。君が着ると華やかになる」

　ふわっとした柔らかな微笑みを向けられて、私の胸がキュンと絞り上げられたのも束の間。

「ところで、君はいつから眼鏡をかけるように？」

　ドクン、と鼓動が激しく打つ。

　どうしよう、目が泳いでしまっているかもしれない。

「少し、このところ視力が……パソコンのせい、かもしれません」

　ああ、声まで震えてしまう。私は手にぎゅっと力を込めて、どうにか平静を保つ。

「そう。庶務課に君そっくりの子がいた。今まで気づかなかったなんて……従妹だって聞いて納得したよ」

「ご存じなんですね」

「ああ。眼鏡をかけた時の君にそっくりだった」

　瞳を逸らさずに、黒河社長はそう続けた。

　どうしよう、もしかして私を追及している……？

「あの……」

「それとも、あれが君？」

　ドクドクと速まっていく鼓動が、私を不安定にさせる。足元までさっと冷えていくような気分だった。

「……いや、忘れてくれ。考えすぎのようだ」

　沈黙のあと、黒河社長はそう言って、深いため息をついた。

　ホッと安心する。ため息をつきたいのは私のほうだ。

「お疲れ……ですよね？　待ってください。社長室に着きましたら、とっておきのコーヒーを淹れますから」

　言いながらエレベーターに乗り込み、閉じるボタンを押す。

「いい。ちょっと混乱しているだけだ」

　急に閉鎖的になった空間で、黒河社長の低くて柔らかな美声が、身体の奥まで貫くように響いた。

「久美……」

　美羽と呼ばれた時の感覚を思い出しながら、社長を見つめた。

　黒河社長は、五十一階を押そうとした私の手をどかせて、五十二階を押した。

　指先が触れて、ドキッとする。

　そこは……仮眠を取るための休憩室があるフロアだ。

「少し、休んでから戻ろう」

　意味深に聞こえるのは気のせいだろうか。鼓動が速まってしまう。

「わかりました」

　ポンという音がしてエレベーターのドアが開く。黒河社長は、私を部屋の中へ招き入れた。

　私は東京を一望できる窓からの景色に目がくらんだ。ここのトップである彼を、私は騙しているんだ。

　罪悪感を煽あおるような黒河社長の視線に耐えきれずうつむこうとすると、彼は私の顎をついと上に向かせた。

「そんな顔をしないくれ。サンプルを君のほうから着てくれるということは、仲直りの証拠だろう？」

　黒河社長はそう言い、私のブラウスのボタンを一段だけ外した。

「私、プライマリーの洋服も下着も、とても好きなんです」

　それだけは嘘じゃない。上品な花柄のレースもフリルも気に入っているのだ。

「君にそう言われるのが、僕はとてもうれしいよ」

　下着のレース生地を指でなぞり上げながら、黒河社長は潤んだ瞳で微笑んだ。

　その笑顔が愛しくて、胸が苦しくなってくる。

　どうしよう。黒河社長がすごく欲しい。

　もうこのまま、ネクタイを外して彼の背にしがみついてしまいたい。

　って、嫌だ。私、何を求めているんだろう。私の中がどんどん黒河社長でいっぱいになっていく。それが怖い。

　シャツの襟にシワが寄らないように指を這わせると、背をそっと抱きしめられた。

「黒河社長……？」

「そんな顔で見られたら、理性がもたない。休憩じゃ済まなくなったら、困るよ」

　黒河社長の瞳は、どんな宝石よりも魅惑的に煌めいていて、時々切なく歪ゆがむ彼の表情が尊く、愛おしく思えてならなかった。

「君が、好きだ……」

　背中が反そってしまうところを、彼の手に支えられた。微かすかに唇が重なり、とてもドキドキする。もう何回、ふたりでキスをしたのだろう。

　キスするたびに、黒河社長への想いが募っていく。いくら休憩時間とはいえ、ここはオフィスだ。気持ちを切り替えないと。

　そんな私に気づいたのか、黒河社長は優しく髪を撫でて告げた。

「続きは今夜、またたっぷりと」

　黒河社長は、やや乱れたネクタイを締め直そうとする。

　私はお手伝いするフリをして手を伸ばした。

「……社長」

「うん？」

「少しでいいです。ぎゅっと……ぎゅっと抱きしめてください」

　離れてしまった寂しさを一瞬でも打ち消して。そうしてもとに戻るから……。

　少し戸惑った黒河社長の手が私を撫でて、額にキスを落とす。

「……いくらでも。君が望むなら」

　黒河社長は優しく、強く、抱きしめてくれた。

　彼の三つの匂いすべてが香る。上質のシャンプー、甘いフレグランス、汗を含んだ肌の匂い。

　しがみついたこの広い背や逞しいこの腕で私を抱き、その指先で髪をといてくれる。

　離れたくない……。結局、私が何者であっても、この気持ちの矛先だけは永遠に変わらないのだと、気づかされるばかり。

　不意にノックの音がしてハッとした。

　黒河社長は唇にしっと指を当てて、衣服の乱れを直してくれた。再びノックの音がして「どうぞ」と黒河社長が答える。

「庶務課の花村です。お休みのところ申し訳ございません」と言い、眼鏡をかけた久美ちゃんが入室する。

　黒河社長の顔色が厳しくなり、私と久美ちゃんを見比べる。

　私は愕然とした。

　……久美ちゃん、どういうつもりでここに!?

「なるほど」

　黒河社長はそう呟き、間を置かずに久美ちゃん扮する美羽に向かって告げた。

「このフロアには、私以外は立ち入れないはずだが？」

「申し訳ありません。秘書課のほうへ用事があって顔を出したら、ハウエル副社長が黒河社長を探しておられて……緊急会議だそうです。もしかしたらこちらにいらっしゃるのではないかと……今、ハウエル副社長は来客中で、秘書課も手が空いていなかったので、私が代わりに伝言を」

　ちら、と久美ちゃんが私を見る。

　私は思わず、さっと視線を逸らしてしまった。なんて大胆なことをするのだろう。久美ちゃんのこういう行動にはいつもヒヤヒヤさせられる。

「わかった、君も仕事があるのに、わざわざご苦労だったね。一緒に戻ろうか」

　私は眼鏡をかけた彼女を自分の鏡のように見つめ、黒河社長の様子を窺った。さすがに私たちのことに、気づいたのではないだろうか。本当に久美ちゃんはどういうつもりなのだろう。

　心臓の音が聞こえてしまうのではないかというぐらい、鼓動が激しく波打っていた。










９．彼女がふたり？［潤哉ＳＩＤＥ］




　休憩室を出て、美羽と久美のふたりと一緒にエレベーターに乗りながら、僕は奇妙な光景に頭を悩ませていた。本当に彼女たちはそっくりだ。庶務課の頑張り屋の彼女が花村美羽で、久美の従妹。双子と言っていいほど外見は似ている。

　僕の中で引っかかるのは『眼鏡の彼女』だ。

　美羽が去ったあと、僕はもしかするとさっきまで社長室にいた久美は、美羽なのではないかという考えを葬り去り、なんでもないフリをした。

　久美は怖々と僕を見上げている様子だった。僕のイライラした表情を見て取ったのかもしれない。

　社長室に戻ると、来客用のソファに座っていたビリー・ハウエル副社長が立ち上がり、声をかけてきた。

　三十七歳のハウエル副社長とはケンブリッジ大学時代に出会った。ＭＢＡ取得のためのグループワークで顔を合わせることも多く、よくかまってくれる陽気な先輩だ。

　世話好きの彼には、プライベートでもいろいろと助言をもらうことが多く、僕は彼を部下というよりも、パートナーだと思っている。

「ずいぶんと秘書にご執心じゃないか。婚約したっていうのは本当かい？」

　業務報告を終えたあと、彼の碧あおい瞳が好奇心たっぷりに僕を見た。彼は自慢のブロンドを少しかき上げ、個室内の彼女のデスクを眺める。

「ええ。ですが、彼女はそうでもないようで」

　話を逸らそうとするが、ハウエル副社長はすっかり乗り気だった。

「簡単なことじゃないか。専属秘書としてそばに置き続けたいなら話は別として。彼女を伴侶にしたいなら、子供を作ればいいだけの話だ。世継ぎの誕生は喜ばれる。軌道に乗り始めたプライマリー株も、上がるというわけだ」

　ハウエル副社長はからかうように言った。

　本当に簡単に言ってくれるな、と苦笑しながら僕は頷く。

「彼女が望むならそうしたいですけどね」

「そうじゃないのか？」

　追及されて、僕は笑ってごまかすだけだった。

「僕は純粋に想ってるだけです。ただ彼女の想いがついてきていないようです。相手の想いがあってこその関係なのに、僕はいつまでも愛に飢えた子供のままだ」

「ならば、もう少しこの状況を楽しむべきだね。そこまで自己分析できているんだ、心配いらないさ。ただの子供がこんな大企業のトップになんかなれないよ」

　ハウエル副社長は励ますように肩を叩く。

　彼の立場を気にしないフランクな性格に救われた。

　ふっとため息をつくと、会話が終わるタイミングを見計らったように久美がノックをしてやってきた。

「さっきは邪魔をして悪かったね」とハウエル副社長は、ウインクをして立ち去った。

　からかわれた久美は戸惑っていたようだったが、僕の顔を見るとすぐに笑顔を見せてくれた。

「ハウエル副社長は、とても陽気な方ですね」

　僕は彼女の表情を眺め、そこに表れる感情の動きを探っていた。

　久美が僕のことをよく思っていないと考えると、虚むなしくなる。美羽に頼み込んで、本物の久美と美羽が入れ替わっているのだとしたら、僕はどちらも信用することはできない。最初に感じたスパイ……彼女たちは、それとなんら変わらない行動をしているのだ。

　しかし、僕の心の中で、願望が浮かび上がる。美羽は僕のことが好きで、逆に美羽が久美を頼ってそう願い出ていたら……胸の躍るようなこの感覚は、なんだというのだろう。

　まださっきの余韻は醒めない。キスだけじゃ足りない。時間の許す限り、いくらでも彼女を味わい尽くしていたい。そんな気分になりそうになる。

「会議の前にコーヒーを頼む」

　そう言うと、彼女は緊張が解けてホッとしたのだろう、にっこりと笑顔を見せた。

「……わかりました。すぐに、支度を」

「君の淹れてくれるものは最高だ。最初はとても渋く苦いと思ったけれど、今はそれが心地良く脳を刺激してくれる」

　最初は、という言葉に彼女は違和感を覚えないだろうか。彼女が初めてコーヒーを淹れてくれた日……おそらくあの時にはもう、彼女は彼女でなかったはずだ。

「本当ですか？」

　頬を紅潮させて瞳を輝かせる彼女。まるで少女のようだ。

「ああ、今度は……君の食事を堪能してみたい」

　そう告げた途端、今度は花を開かせたようにうれしそうな顔をして、「それなら」と声を弾ませた。

「今夜はいかがですか？　あ、でも待ってください。黒河社長は舌が肥えていらっしゃいますし、まずはお好みを聞かせていただいて、それから……週末にでも」

「君はシェフにでもなりたいのか？」

「え？　あ、いえ……ごめんなさい。浮かれてしまって。それに体調管理も……仕事のひとつですし。ご迷惑なら慎みます」

　シュンと沈んで反省をしたあと、彼女は「ではコーヒーを」と去ろうとした。

　僕は彼女に去ってほしくなくて咄嗟に腕をつかんでしまった。

「いや、責めたわけじゃない。だから、ありのままの君を……」

　言いかけて頬が紅潮していく自分が情けない。ありのままの君をもっと見ていたい。

　十も歳が離れている彼女に、なんてみっともない顔をしているのだろうか。

　ガラスにぼんやりと映り込んだ自分にうんざりとした。さっきまで自分勝手に荒々しく求めていた雄とは思えない女々しさに、がっかりする。

「ではとにかく、週末に」

　咳せき払いをしてみせると、彼女の大きな瞳がパチパチとまたたく。

「何を見ているんだ。もうすぐ会議なんだ。早くして」

「いえ。とっておきのメニューを考えておきますね」

　彼女は身を翻して、今度こそ背を向けた。フリージアとローズの混ざった初々しく甘い香りがする。

　なんてかわいらしい子なのだろう。久美……いや、君は、美羽。きっとそうに違いない。だとしたら、花村に自分の知らない女性がもうひとり存在したことになる。そして僕がひと目惚れをした彼女は、久美ではなく、美羽、君だとしたら……。

　そんなどうしようもない理想を描いてしまっていた。

　恋に狂っていてどうする。社長でいなくてはならない僕が。会社の業績を上げるよう、周りの期待を背負っているのに。

　彼女の淹れてくれたコーヒーは、やはり渋くて苦かった。それすらも愛おしく感じるなんて、本当にどうかしている。










10．あなたのことが……




　休憩室に久美ちゃんがやってきたあの時、黒河社長は『ご苦労だったね』とそれだけ言って、何も核心に触れることはなかった。

　エレベーターの中、三人の間には重苦しい空気が漂っていた。

　黒河社長は何もしゃべらなかった。

　私は心臓が張り裂さけそうで落ち着かなくて、一体どうなることかと生きた心地がしなかった。

　どうして黒河社長は気づかないの？　ほかの人が間違えているんだったらいい。あなたは久美ちゃんを想っているのでしょう？

　ヤケッパチの気持ちと八つ当たりを入り混じえながら、はがゆさで彼を見上げた。さっきはバレたら大変だと気ばかりが焦あせっていたのに、早く気づいてほしいともがいている自分にイライラする。

　会議を終えてから、黒河社長は沈んだ表情で何もしゃべらず、ため息をつくばかり。

　心配になって顔を覗き込むと、彼はこれまで以上に大きなため息をついた。何かを諦あきらめてふっ切るかのように。

「あの、黒河社長」

　私は今、久美だから余計なことは言えない。久美になりきらなくちゃいけない。

　でも黒河社長は本当に何も勘づかなかったの……？

　悶もん々もんとしていると、ようやく彼の口が開かれた。

「……久美」

　どこか英気のない声だ。それになんだか険しい表情をしている。

「は、はい」

　ゴクンと生なま唾つばを飲み込んで、私は黒河社長を見上げた。

　彼は確かめるように私を見下ろして、再びセクシーなため息をふうと漏らす。

「君が拒絶しても求めたいと願ってしまう。けれど君の望むことも同じだけ叶えたいと思う。僕は不器用で、恋愛には不向きの人間かもしれない。結局、どれもが独りよがりだ」

　黒河社長は振りきるように言って、立派なプレジデントチェアにドスッと身体を預けた。背もたれに身体を委ゆだねて肘ひじ当てに腕を乗せ、切なげに長い睫毛を伏せる。

　チェアを回して窓辺を眺める広い背中がとても寂しそうに見え、私の足がすくむ。

　久美ちゃんと言い争いをしていた黒河社長……あの本気の表情が蘇ってきて、胸の奥が塞がる思いだった。

　私は彼に、なんて声をかけてあげたらいいだろう。

「そんなことない……です」

　黒河社長はチェアごと振り返って、私をじっと見た。

「好きな人に振り向いてもらいたいって思う。笑顔が見たいって願う。何かをしてあげたい、精一杯尽くしたいと……そう思わない人はいません」

　そう、黒河社長が好き。一生懸命仕事をしている姿も、部下に対してケアをしてくれるところも、温和な人柄で社員に好かれているのもよくわかる。彼に抱かれて、その内なる情熱を知った今、彼が身にまとうすべてを愛おしく思う。

　黒河社長が喜ぶことをしてあげたい。彼の笑顔が見たい。私だったら……。

　連鎖する欲求に身を焦がしそうになる。

「久美」

　声をかけられ、ハッとした。

「ごめんなさい。勝手なことを……」

　いけない。久美ちゃんのままの私でこんなことを言ったら。だけど止まらなくて。なんて慰なぐさめてあげたらいいのだろう。気の利いたことが言えない。

　自分の非力さに悔しくなって唇を噛みしめると、黒河社長は私を手招きする。

「今度、ゆっくり……デートでもしないか」

　おもねるように、黒河社長は言った。断られるのではないか、という消極的な雰囲気さえあった。

「こっちへ」と手を差し出されてすぐそばへ歩み寄ると、エスコートするかのように指先をそっと握られた。手の甲にそうっと柔らかい唇が落ちる。さらに彼の瞳に射すくめられ、頬が熱くなる。

「デート、ですか？」

　まさかそんな言葉を、彼の口から聞けるなんて。

「ああ。君としてみたい。食事だけでなく一緒にゆっくり時間を過ごしたい」

　黒河社長の低く艶めいた声が私を熱くする。頬にすっと大きな手が這う。優しくてあたたかな温度。袖そで口からとても好きな香りが漂ってくる。

　ドキン、ドキン……と高鳴っていく心臓の音がうるさい。こうして見つめられると、息もうまくできない。彼の指先からどんどん熱を吸い取って、私の身体は火ほ照てってしまう。

「そうだ。もっと君の笑顔が見たい。好きな場所へ連れていく。それが僕にとっての希望でもあるから、叶えさせてほしい。僕の専属秘書だけでなくシェフになってくれる君に、それぐらいはお返ししなければ」

　彼はふんわりと微笑んで、私の頬に優しく唇を寄せてくれた。それから唇が軽くくっつくようなキスをした。いつもなら激しく貪るように熱いキスを交わすのに、そうじゃない。ただついばむようにして、目をつぶる。

　ほんの数秒なのに穏やかな時を刻んで……私の鼓動はその何倍も速く、波打っていた。

「僕にたっぷり奉仕をして、身体を張ってくれてるわけだしね」

「……いじわるですね」

「君はなんのことだと思ってるんだ？　本当のことを言っただけだよ」

　額をコツンと当てていたずらっぽく笑う彼は、社長であってもただのひとりの男性だった。

　私はそんな彼が眩まぶしく見えてたまらなく切なくなる。欲しくなるばかりで手に入れられないつらさなら、今の私にはすごくよくわかる。

　けど、ニセモノの私がすることを、彼は喜んでくれるだろうか。

　もしも彼の気に障ることがあったとしたら、すべてを打ち明けてしまおう。罰ならいくらでも受けるから。だから……。

「社長、私……」

　言ってしまいたい。何もかも。今なら……そう、今ならチャンスだ。

　そんな私の唇を、彼はすうっとなぞって妨害する。

「君はずっと、ここにいて。どんな君でもいいんだ。僕にはどうしたって必要なんだよ」

　彼らしくない甘えた声色に愛おしさが募る。胃がキリキリと痛んだ。

　そんな顔しないで……。私、黒河社長のがっかりした顔や悲しい顔を見たくない。そんな表情をさせたくない。

「来週末、会食の席がある。君にも出席してもらいたいんだ」

「……会食ですか？」

「ああ。ローレンス社のＣＥＯが来日する。ちょうど今日の午前中に連絡があったんだ。秘書室には今頃話がいっているはずだよ」

　黒河社長は自身の腕時計に目をとめた。

　欧州方面とのやり取りが多いだけに、社長室にかけてある時計や彼の腕時計にもロンドンの時間が表示されるようになっている。

　世界的企業グループ・ローレンス社のＣＥＯと言えばローレンス一族の現当主であり、彼の祖父に当たる、ウィリアム・ローレンスのことだ。

「スイス本社のフェリス・ジャパンと業務提携の件で、テレビ会議があってね、その折に話された。その後、電話が入って、久美、君とのことを聞かれたよ」

　ドキッとする。

「だから次の会食で君を紹介したいんだ。正式に……僕の婚約者として」

　黒河社長が熱っぽい眼差しを向けてくる。

「……〝イエス〟ならこれを受け取って」

　そう言って黒河社長はデスクの引き出し金庫から、深紅色の上質なヴェルヴェットの箱を取り出し、蓋ふたを開けた。

　私はその中にある物を見て、息を呑む。

　ヴェルヴェットの台座から姿を見せたのは、五カラットくらいありそうな煌びやかなダイヤモンドの指輪。痛いぐらいに輝くそれは……久美ちゃんに贈られた物。

　私はその儚い美しさに見入られて、声が出ない。

「これで〝ノー〟なら僕は……」

「……っ」

「なぜ、泣くの？」

　黒河社長の瞳が大きく見開かれる。

　私は知らずに揺らいだ視界を振り払い、慌てて目尻を指先で押し上げた。

「……それはもちろん、うれしいからに決まってるじゃないですか」

　黒河社長はこんなに、こんなに久美ちゃんのことを想ってるのに。私はどうして、久美ちゃんの身代わりになんてなってしまったのだろう……。

「本当に、そう思ってくれている？」

　窺うような瞳を見て、私は何も言えない。

「君と約束したね。デートの日まで預かっていてもいい。どうする？」

「そう……してください。なくしたら大変ですから」

　そう返すのが精一杯だった。

「君は……」

　言いかけて、黒河社長は私を真顔のまま見つめた。

「……え？」

　目が潤んで、視界がじんわりと滲にじむ。

　黒河社長は、何か言いだしたくてたまらない欲求を抑えるような顔をした。

「僕のことが好きなのか？」

　真顔で問われて胸が塞がった。感情が昂たかぶって、本当のことをどれほど言いだしたくなってしまったか。

　もう、何もかも言ってしまいたい。この想いのすべてを告げてしまいたい。

「私は、あなたのことが……」

　……好き。だけど、その想いは言葉にならなかった。

　私は久美ちゃんじゃない。この姿のまま告げる資格などないんだ。

　涙がこぼれないように笑顔を見せると、黒河社長は私の前に立ち塞がり、切なげな顔をして、それから思いきりぎゅっと私を抱きしめた。

　私は、彼の背に手を回して、彼の胸に額を預けた。

　ごめんね、久美ちゃん。私、やっぱり、ちゃんと伝えたいと思ってる。黒河社長を裏切れないよ……。

「さっき告げたはずだよ。君が何者であっても、僕は……久美、君が好きなんだ」

『君は、久美じゃない。僕が好きなのは、本物の久美だ』

　そんな風に忠告された気がして、胸に穴が開くような気持ちだった。

「今夜は寝かせられないな」

「そういうことを……今、ここで言わないでください」

「君がいちいちかわいく、僕に火をつけるから悪いんだよ」

　彼は怒っているわけじゃない。責めるように言うのは、彼がそれほど欲しているという証なのだ。

「君だって僕が欲しいはずだ」




　この日の晩の彼は、宣言通り、私をなかなか離してくれなかった。そして私は、彼に愛される喜びに、馴な染じんでいく。身体だけじゃなくて……心のすべてが奪われ、彼の愛に溺れてしまう。

　こんなニセモノの状態で関係を続けるのなんて、つらすぎて……やっぱり無理だ。そんな風に思った。










11．狂うほど熱く［潤哉ＳＩＤＥ］




　正式に僕の婚約者として紹介したいと告げた時の、彼女の涙が脳裏に焼きついている。彼女はうれしいからだと言った。

　あれが本心だとしたら、僕は何を信じたらいいだろう。僕の判断が正しいなら、彼女は……本当の久美ではないはずなのに。

　言い合いをした翌日の昼の休憩時、庶務課を訪ねてみても『美羽』はいなかった。ランチの時間を見越して、一度、美羽になりすましているはずの久美に事情を聞きたかったんだが。

　別に問いつめる気はない。ただどうしても知りたかった。僕をあれほどまで拒み、入れ替わった理由を。

『私は、あなたのことが……』

　その先の言葉が気になって、頭から離れない。努力家の彼女のデスクは重役につく秘書とは思えないほど、雑多に物が置かれてあったし、引き出しにはマニュアル本が多く見え、そこには数えきれない付ふ箋せんが貼られていた。僕を理解しようとするノートブックも見えた。

　社長室はいつもピカピカに磨かれ、彼女と同じ香りがした。

　ロイヤルコペンハーゲンの楕だ円えんの花器にフリージアとローズのブーケが挿されていた。ほんの短い茎だけを残してゆらゆらと浮かぶ花。これなら花びらが落ちて絨毯を汚すこともない、と彼女が気配りをしてくれたのだ。

　おかげで僕は彼女が秘書課に駆りだされていない時にも彼女を感じるようになった。

　今までの久美とは明らかに違う。久美は常にかしこまり、細やかに動く完璧なキャリアウーマンだった。花を飾ったりするのは苦手だったため、この部屋にはオブジェのような花瓶しかなかった。

　世界旅行が趣味だと言っていた彼女は、ユーモラスかつ気品ある有名画家の絵を飾ってくれた。そして彼女は様々なことに博識で、重役や取引先に対してそつのないもてなしをする。

　秘書として一流の仕事をしてくれた彼女のおかげで商談が成立したことも多かった。

　実は室長の森重よりも評価が高かった彼女を、社長秘書に抜擢したわけだが、少女の頃の面影を残して、美しく成長した彼女に運命を感じ、再び恋に落ちた……そう思い込んでいた。

　一方、『美羽』は秘書としては一流とは言えない。秘書などやったことないのだから当然だ。森重が不自然なほどにフォローをしていたのは、彼も事情を知ってのことなのだろう。

　だけどその分努力家で、秘書としての心がけは素晴らしい。僕の目をしっかりと見てくれるし、何より僕を理解しようとしてくれる。

　優しくかわいらしい笑顔を見せる彼女に癒やされ、次には熱望するほど欲しくなる。

　僕のそばにいる彼女を飽きることなく抱き続けた。愛撫するたびにかわいらしい声をあげ、まるで甘えた子猫のような瞳で僕にすがる。荒々しく求める僕を少しも拒絶しないで、時々悲しい目で額をこすりつけるようにため息をつく。まるで儚い一夜の名残りを惜しむように。

　僕の理性はもはや限界だった。彼女に当たることは間違っている。だが、無防備に誘う彼女を見ていると、その柔らかい唇を奪いたくなる。無理やりにでも押し倒して、服を剥はぎ取るように脱がせて、細くて白い肌に触れたくなる。激しく湧き上がる欲望を抑えられなくなってしまう。

　なんて、罪深い子なのだろう。それが久美に頼まれた『偽り』だったとしたら。

　僕はやるせなさで深いため息をついた。

　庶務課のフロアは、特にパーティションで区切られることなく、デスクは七個ずつが向かい合って島を形成している。

　見渡すと、デスクの荷物を移動してくれた菊池という社員が偶然目にとまり、僕は声をかけた。

「やあ、ご苦労さま」

　そばに寄ると彼は弾かれたように顔を上げた。

「お疲れさまです。社長が来られるなんて……驚きました」

「ああ、仕事の最中に悪かったね」

「いえ。ちょうど手が空いたところだったので、大丈夫です」

　爽やかな彼は、彼女と同期だから二十四、五歳。それすら羨ましく思える僕は、やはり恋に狂っているに違いない。

　彼は昼食を簡単に弁当で済ませるつもりだったのだろう。まだ開いていない包みが置いてある。

　人影のまばらになったフロア内にそういった社員が数名いる。冷めないサーモマグにブランケットなども散乱していた。

　初めて庶務課をこんな風に眺めたな、と思った。本当に雑然としていて賑やかで、重役室とはかけ離れている。海外事業部の洗練されたフロアとも違い、ごく庶民的な雰囲気だ。

　もちろん、見下してそう思うのではない。僕にはこの世界のほうが珍しく、『美羽』にとってはきっと日常的であろうことが寂しく思えたのだ。

　若々しい青年を眩しく思いながら、花村美羽の姿を捜したが、今はいないようだ。彼女がここにいない理由を尋ねた。

「花村さんは休みかな？　君、何か知っている？」

「花村でしたら、実は……来月いっぱいで退職で、体調が優れないので有給休暇を先に取りたいと言ってました。ちょうど業務も落ち着いている頃ですし、業務は僕が引き継いでいます。何か必要でしたらお伺うかがいしますが」

　彼は残念そうに言い、好奇心に満ちた眼差しで僕を見る。

「いや、ただ彼女の顔が見たかっただけなんだ」

　このところ、度々庶務課に現れる社長は何をしているのだろう、という目で社員の視線が集まっているのを感じた。

　庶務課は第一会議室の反対側にあり、これまで僕は会議のたびにただ通り過ぎるだけだった。よほど用事がない限り、ここに立ち寄ることなどない。

「彼女、社長と親戚になれることが誇らしいって、言ってましたよ。黒河社長は久美さんとご婚約されたんですよね？　内密な話とは聞いていましたが、彼女とは同期なのでやはりいろいろと聞いて。あっ、もちろん他言はしていませんから」

　彼は声を潜めるが、僕はそれを大きな声で公言したくなった。

「彼女が、僕のことを他人に話すことなんてあるんだな」

「ええ。入社した時から憧れていると言っていましたよ。社長が会議室に通り抜けていくのが、ここからちょうど見えるでしょう？　そのたびに、こうぐいっと首を伸ばすんです。彼女は知らないかもしれないけど、ちょっとした名物です」

　愉快そうに彼が笑う。

　僕の身体はまた熱くなっていく。名物の彼女が、入れ替わった久美でないことぐらいわかる。彼女はいつから僕のことを……。そんな期待ばかりをしてしまう。

「ありがとう。いい情報を得られたよ」

　僕は礼を言って、庶務課をあとにした。エレベーターに乗り、秘書課に行って、ほかの重役が来週末のスケジュールを合わせられたかどうか確認した。そして上階へ行き、社長室に入ると、すぐに彼女の香りに包まれた。

「あ、おかえりなさいませ」

　彼女はデスクから離れて、弾かれたように笑顔を見せる。

　僕のそばに来ようとする彼女を、ドアを閉めてすぐさま抱き寄せた。

　本当にかわいい子だ。会えるのがうれしいと全身で伝えてくる彼女が愛おしい。唐突に抱きしめたら、細くて小さな彼女がよろめき、戸惑った声を出した。

「あの、黒河社長……どうされて、具合でも？」

「具合ならとっくに悪いさ。君のせいだ」

「……え？」

「でも、正式にプロポーズをするまで、死ぬ気はないよ」

　彼女の耳に唇を寄せて言うと、彼女の耳がたちまち赤くなる。

「デートはそのつもりで、覚悟しておくといい」

「プロポーズしてすぐに死なれたら……そのほうが困ります。ちゃんと体調管理もしてください」

　彼女は照れ隠しにうつむいた。

「僕の体調管理は、君がしてくれるんじゃなかったのか」

　彼女を見ているとイライラする。かわいい身体をいたぶって、いじめたくなる。もちろん痛いことはしない。とことん甘やかすように抱きたいんだ。自分のものにしたくてもできないはがゆさを埋めるように、彼女とひとつになりたい。

　美羽……君は僕が欲しいんだろう？　もっと欲しがればいい。そして僕は、君を愛してもいいだろうか？　狂うほどに熱く。

　彼女は僕の胸を力なく押し返し、僕を見上げた。

「……あの、私、どこがいいだろうって考えていて」

「デートが？」

　冗談めいた返事をしたが、彼女が仕事のことを言っているのはわかっていた。

「いえ、来週末にＣＥＯが来られるなら、おもてなしをしなければ。滞在は二日間ですからホテルでの会食でもいいですが、連休で三日ありますので……温泉宿などはどうかと。社長もゆっくりできるでしょうし」

　少しつまらない気分で彼女を解放し、自分のチェアに背を預ける。このまま彼女に触れていると、抱きたくなってしまいそうだ。

「ふうん。それはいいな」

　とだけ言う。

「本当ですか？」

　僕のそばへやってきて、キラキラと瞳を輝かせる彼女。

　そんな様子がかわいくて仕方ない。僕は、いつからそう感じるようになったのだろう。

「どの辺りを考えている？　僕も温泉は久しぶりだな」

　僕は日本で生まれながらも、育ちはほとんどイギリスだ。ローレンス一族が別荘を持っているモナコの親戚に、預けられていたこともある。だから、日本のような温泉に浸かる機会はあまりなかった。

　二度目の「本当ですか？」という高らかな声に笑ってから、彼女が窺うようにじっと見てくるので、僕はハッと我に返る。

　もしかしたら、知らずにデレデレとみっともない顔をしていたかもしれない。逆襲するわけではないが、いじわるなことを言いたくなる。

「当然、箱はこ根ね湯ゆ本もと温泉の、『雪せっ中ちゅう花か』だろう？」

　花村の本家は旅館を営んでいる。僕が幼い頃にも、訪れていたところだ。

「申し訳ありません。『雪中花』を予約するには半年かかります。今回は……箱根にある別の旅館を予約しておきました。もちろん納得していただける宿をセレクトしましたので」

「君の和服姿も見られるんだろうね？　きっとお喜びになるだろう」

「私は別に。和服なら女将おかみさんが着ていらっしゃいますから……」

「そうだな。君の姿をほかの男に見せるのは忍びない。部屋は僕と一緒にして、その時に見せてくれるね？　浴ゆ衣かたでもかまわない」

「さっきから、そういうことばっかり……」

　小さな反論がおかしくて笑うと、彼女は少し目を吊り上げて困った顔をする。

　これが『美羽』の本音か。

「笑うなんて……からかわないでください」

　ぷいっと顔を背そむけ、そのまま背を向けてしまおうとする彼女の手首を、ぐいっと引き寄せた。

「いや、前はただ反発したくなっただけだったが、君といるといじめたくなるんだ。なぜだろう？」

「きゃっ……」

「ここで試着をしてもらおうかな」

　無理やり後ろを向かせて僕の膝の上に乗せると、彼女は子猫のようにジタバタとする。

　彼女のうなじから香る場所を見つけて、ふっと吐息を落とすと、ビクンと大げさなくらい身体を反応させた。

「んっ……それは社長がっ、いじわ――」

「僕が何？　いじわるされるのが好きな子は誰？　君が望むなら、いくらでもお仕置きしてあげるよ。おいで」

　僕はそう言って、自分のツーピースのボタンを外し、彼女のブラウスも同じようにそうして……ブラジャーの布地に指先でそっと触れた。

「そういうところが……」

「何？　まだ言うの？」

「……君のここに、ホクロなんて、あったかな」

　アンダーバストの下へつっと指を這わせると、身体ごと強張る。

「……美羽と久美か……」

　ふうと耳に囁き試すと、懇願するような目で見上げてくる。わけもわからず混乱するかのように、泣きそうな顔をする彼女の唇を甘く吸った。

「いじわるはここまでにしておく」

「……ズルいです」

「どうかな？　ズルいのは君だよ」

　彼女への想いが募るのを全身で感じる。

「久美……約束だ。来週末は、和服でね？」

　入り混じる互いの吐息すら愛しい。

「……ダメです」

「君が温泉だなんて言うから、見たくなったんだ」

「それは、このところ社長がお疲れだったから……それなのに」

　胸元を手で押さえて、息も絶え絶えに彼女は言った。

「だから、僕が疲れているのは、君のせいだろう？」

「……ひどいです。私をこんなにしてるのは、社長なのに」

　眉を寄せて怒ってみせる彼女の瞼へ、キスを寄せた。

「いいんだ。ひどくていい。君のそういうかわいい顔が見られるなら」

「そういうのを、世間では〝ヘンタイ〟って言うんですよ？」

　彼女はムッと唇を尖らせて言った。

「そう言えるのも、君だけ。そういうヘンタイを、君は好きなんだろう？」

「もうっ……」

　抗議する細い腕の攻撃もたいしたことはなく、僕は彼女をすっぽりと包んで抱きしめた。

「キスをして、業務に戻ろうか。今夜は外でディナーをして、早くに帰宅したら……ゆっくり眠ろう」

　こめかみに唇を寄せてそう言うと、彼女は心配そうな顔で見つめてくる。そしてまた専属秘書の顔に戻った。

「やっぱりお疲れですね。午後はコーヒーではなく、ビタミンたっぷりの果実ジュースを用意しておきます。少しリラックスできるようにハーブティーでもいいです」

「ありがとう……久美。愛してる」

　愛してる。驚くほどなめらかに出てきた言葉。

　だが彼女はビクリと肩を震わせ、悲しげに睫毛を伏せた。

　そういう顔をさせてしまうぐらいなら、言ってしまうべきではないだろうか。僕はもうとっくに、美羽に恋をしているんだ。だが、事情があるのなら、知らないフリをしているべきだろうか。それとも、今すぐにでも彼女自身に本当のことを言わせるべきだろうか。激しい葛藤は延々と続く。

『美羽』という言葉が喉元まで出かかった時、内線が鳴った。

　互いが現実に戻る瞬間だった。










12．どうしようもなく惹ひかれていく




　翌日のこと。出社して昼休みに庶務課を訪ねた私は、菊池くんから衝撃の事実を聞かされた。

「辞めた……って!?」

　久美ちゃんが辞表を出したというのだ。黒河社長に、もう何もかもを打ち明けたい、と久美ちゃんに相談しようとしていた矢先のことで、頭が真っ白になる。

「体調が悪いからって……それで上司に相談したみたいで。仲がよかったようでしたけど、知らなかったんですか？」

　私はただただ頷くだけ。黒河社長と久美ちゃんが言い争った時、もうこうなったらこのまま退職するしかないわね……なんて言っていたけど、本当にするなんて！　どうして私にひと言も相談しないで？　これから、どうしろっていうの!?

　……もう、いい加減、久美ちゃんのワガママにはブチ切れた。慌ててメールをしても返信は来ない。電話も全く繋がらない。




　三日経過して【心配しないで】という返信が来て……。箱根の花村家に聞いても『海外旅行に行くと言っていた』という情報しかなく、久美ちゃんの消息はつかめないまま、週末になってしまった。

『久美。愛してる』

　朝、シャワーを浴びながら、先日の言葉を思い出して胸の奥が締めつけられる。

　彼は私というフィルターを通して久美ちゃんを見ている。今朝愛された身体も全部、久美ちゃんのものなんだから。

　両腕を交差させてひとりで切なくため息をつく。いくら所有欲を浴びても肌の上だけ、身体のずっと奥で彼を感じても、本物にはなれない。

　彼の香りだけじゃなく、仕草やクセまで覚え始めてきた。肌を滑る指の感覚が気持ちいい、と思ったのは初めてだ。彼に触れられる幸せを、私は覚えてしまった。




　支度を終えたあと、「ガレージにおいで」と背中を押された私の目の前に現れたのは、二億円以上はすると言われている有名な高級スポーツカーだった。

「日本は狭いから、これを走らせるようなところはない気がしますけど……すごい。ハイヤーを手配すると思ってたのに」

　デートしようと言った彼の言葉は本当だった。会席の時間以外は、ふたりで存分に楽しもうということだろう。

「悪かった。うっかり君に夢中になりすぎたな」

「もうっ」

　私は口を尖らせる。

「その怒った顔、いいね。それでどうせ、ヘンタイって言うんだろう」

　黒河社長はそう言って笑った。

「最近は、あまり運転していらっしゃらないんじゃないですか」

「ライセンスはちゃんと持っているよ。帰国に合わせて取り直したんだ」

　それから私たちは車に乗り込み、箱根湯本を目指した。

　高速道路で風を切って走る車体はスピードに優れる分、安定感のある太いハンドルをしっかり握っていないと、飛ばされてしまいそう。

　黒河社長の無骨な手が、ますます男らしく見えてドキッとする。サングラスをかけた彼は、ゆったりと運転していて、一緒に景色を楽しんでいるようだった。黒河社長の今日の洋服は、シンプルな白いシャツに麻のオシャレなコットンパンツ姿で、なんだかとても新鮮に見える。

　箱根湯本に入ると、黒河社長が屋台を見つけて、指を差す。

「あれはなんだ？」

　熱々のおでんを頬張っているカップルが見える。屋台の大きな鍋からは湯気が出ていた。

『味み噌そコンニャク三本四百円、おでん各種販売中』と書かれている。サングラスでは見づらいかもしれない。

「おでんですよ」

「なるほど。日本料理は好きだけれど、ああいう屋台では食べたことがないな」

　それはそうだろう。料亭や接待などでは食べたことがあっても、あんなこぢんまりした屋台は、彼には似合わない。

「ああいうところで食べるとおいしいんですよ。旅の醍だい醐ご味みですね」

「じゃあ、寄っていこう」

　ウインカーを出してハンドルを回し、屋台のすぐそばへと走らせた。

「えっ……あの、時間が」

「時間ばかり気にしていたら、つまらないだろう」

　黒河社長は楽しそうにウインクをする。

「だって、私はあなたの秘書なんです。管理させていただいているんですから」

　黒河社長って、本当は自由奔放な人なのかな。こういう飾らない一面も素敵。

「一緒に食べようか」

「小銭なんてお持ちでないですよね？　私が……」

　バッグから財布を……と思っていると、黒河社長のほうが先だった。

　カルティエの財布を開いて見せられたのは、いろいろな種類の硬貨だった。

「ああ、いろいろな国の硬貨が入っているな」

「宝探しをしているみたい」

　ユーロやＵＳドルのほか、珍しい硬貨が交ざっていた。そのうちのひとつを黒河社長が摘まんで私に差し出す。

「結婚式で花嫁は、シックスペンスを持つといいと言われているんだよ。向こうでウエディングパーティーに呼ばれた時は、よくゲストに配っていたんだ」

　そう言って、イギリスのシックスペンス硬貨を取り出して表と裏を見せてくれる。

「これが、そう。素敵ですね」

　コインの表側には若かりし頃のエリザベス女王。裏側には、イングランドの国花のバラ、アイルランドの国花シャムロック、スコットランドの国花アザミ、ウェールズの国花ラッパズイセンの花輪模様が施されている。

「社長にぴったりですね。こうして持ち歩いていると、運がついてくるような気がします」

「君は一番に何を望む？」

　黒河社長は、私の手のひらにシックスペンス硬貨を持たせた。

「……私は」

　何が欲しいのだろう。プライマリーに入社してから、気づけばずっと……黒河社長のことばかり考えていた。そして私は運命のあの日、彼の腕の中にいた。今はただの憧れだった時よりも強く、彼が好きで……。

「なんでもいい。それを僕があげられるなら、いいな」

　黒河社長が優しく微笑んで言う。

　彼の飾らない笑顔を見て、胸に熱いものが込み上げてくる。私は結局、シックスペンス硬貨を握りしめたまま、何も答えられずじまいだった。

　黒河社長の財布には日本円がなかったので、私が四百円を支払って、ふたりで味噌コンニャクを食べることにした。串刺しされているコンニャクに甘辛い味噌がついていて、それがとってもおいしい。

「あっ、熱々、やけどしそう」

　はふはふ言いながらひと口食べてみた。熱くて舌が焼けてしまいそうだ。

「欲張りだからさ」

　黒河社長がははっと声をあげて笑うと、屋台の主人からも、「お水ならあるよ」と笑いながら声をかけられてしまった。

「唇にもついてる」

　彼の指がためらいもせず私の唇に触れる。

　そうかもしれない。欲張りだ。こうしていられるだけで幸せなのに。私には……好きでいる資格なんかないのに。

「社長が気まぐれだからです。寄り道なんかして」

「この頃の君は怒りっぽいね。それも張り合いがあっていいけど。そろそろ行こうか」

　言われて、私は握ったままのシックスペンス硬貨をそっと覗いた。気を張っていないと……そうでもしないと、いろいろ考えて泣いてしまいそうだから。一刻も早く久美ちゃんの居所を見つけて、ちゃんとしないと。いや、久美ちゃんがどうのという前に、私からちゃんと言わないと。

　けれど、いつ切り出したらいいのか、そのタイミングをつかめずにいた。




　快調に走り続けた車は、箱根に近づくと渋滞に巻き込まれてしまい、ようやく宿の近くまでやってきた時には、予定より二時間も遅い、十四時頃を指していた。

「ようやくですね」

　言った矢先、右折するはずのＴ字路を目前に、車が左折レーンに入っていくので、あれ？と思って黒河社長の顔を見た。

「待ってください。こっちの方向じゃないと思うんですけど」

　ナビの点滅も右。なのに左折しようとしている。

　不安に思って身を乗り出す私に、黒河社長はクスッと小さく笑った。

「ナビ以上に君の案内は正確だったね。この辺りは入り組んでいるのに、やっぱり地元で育っただけあるね」

　意味深な目元にドキッとする。

「あ、だから、あの、そっちじゃなくって……」

　慌てて地図を挟んだリフィルを取り出すと、車体がカーブで揺れる。

「黒河の名前を出したら、女将がＯＫをくれた」

　黒河社長はあっさり言い、スピードを上げた。唖然とする私をよそに、車窓から流れる景色は変わっていく。見えてきたのは、高級老し舗にせ旅館『雪中花』の私道。ここから先に向かう車は皆、高級車ばかり。私たちの後ろを走る車はない。

「どうしてひと言――」

「伝えたら、君はダメって言うだろ？　予約してた宿はキャンセルしたよ」

　シュンとした顔をする黒河社長を、私はあえて見ないフリをする。

「そんな顔しても、ダメです……それじゃあ、私の役目、必要ないじゃないですか」

　ムスッとしてため息を漏らすと、黒河社長は楽しげに笑い声をあげた。

「そんなことはないよ。君がいてくれると、何にも臆することなく仕事に向かえる。毎日とても感謝してる。今回は君の言うように、ワガママを言ってみたくなったんだ。花村の家で育った君を……知りたくて。考えてみたら、僕は君の秘書としての姿しか見ていないんだ」

　黒河社長は向き合おうとしている。なのに、私は……逃れる術すべを探している。

　だって、しょうがないじゃない。まともでなんていられない。なるべく傷つかないように……なんて無理な話なんだから。そばにいればいるほど、離れがたくなってしまうのだから。

　これ以上、そうなる前に……。

「君を抱く回数が多くて困るなら、一回くらい減らしてもいい。その代わり、かける時間をコントロールする」

「やっ……なんてこと言うんですか。大体、そういう問題じゃないでしょう？」

「まあね。冗談だよ。それに減らせる自信はないな」

　黒河社長はいたずらっぽく笑う。

「と、とにかく、ＣＥＯへのおもてなしはどうするんです？」

　私は動揺を悟られないために、さりげなく手帳でスケジュールを確認するフリをする。

「今回、民間機で来日する予定でいたそうだけど、空港がテロの厳戒態勢を敷いていて、現地で足止めされているようで、実はまだ日本に入国すらしていないんだ。緊急だったから、僕に直接電話が来たのさ。それですべての日程を一日ずらすことにした。それにともない、会食に出席する予定だったハウエル副社長が、参加できなくなったため、代わりに藤ふじ崎さき専務がＣＥＯを連れてくる予定になっている」

　半パニック状態の私の横で、妙に落ち着いている黒河社長に、ようやく合点がいった。

　あぁ……ため息しか出ない……本当、やられた。

「それを聞いた社長は、最初から、私とここに泊まるつもりだったんじゃないですか？」

　追及すると、さっと話を逸らされてしまった。

「君に言っただろう。一日はデートをしようって。喜んでくれたはずが今日は怒っているし、僕をどこか避けてる」

　黒河社長はとても洞察力に優れていて、人のことをよく見ている。社長をやっていられる能力があるのだから、いろんなことに長たけているのは当然だ。

　彼は本当は私の正体に気づいていて、私は試されているの？　だったら話は早い。打ち明けてしまえばいい……でも違ったとしたら？

　ぐるぐる悩んでいる間に、花村の本家が営む旅館の看板が見えてきた。紅葉しかけている林の中を通ると、別世界が姿を現す。古きよき時代の面影を残した大正時代からの母おも屋やと、今年に入ってリフォームしたばかりの家屋がある。そこが『雪中花』だ。

　以前は本家のお祖父さんが家長を務めていたけれど、今は隠居生活。ここの女将は、久美ちゃんのお母さんだ。私は〝レイコ伯お母ばさん〟と呼んでいる。

　それよりどうしよう！　花村家は何も騒いでいないから、久美ちゃんはきっとレイコ伯母さんにも入れ替わりのことを話してないと思う。久美ちゃんのフリをしなくちゃ。私は今、久美なんだから。

「女将が待っているみたいだ。時間通りだね」

　腕時計に目を落として、黒河社長はそう言った。

　私は久美ちゃんを知っている人と対面するたび、こうしてビクビクしなくちゃいけない。入れ替わってから、かれこれ二週間が経つけれど、こんなことは長く続くわけがないんだ。

　そうだ、もうこの際、レイコ伯母さんに証明してもらえばいい。私は久美ちゃんじゃなくて……美羽なんだから。わざとバレるように仕向ければいい。そうしたらもう、私はこの責務から心置きなくドロップアウトできる。

　そう思い、一泊分のボストンバッグを手早く持って、黒河社長の背を追う。玄関に近づくにつれ、緊張が高まる。

　玄関前まで行くと、私の心中など知る由もないレイコ伯母さんが、晴れやかな笑顔で出迎えてくれた。

「お待ちしておりました。黒河さま」

　艶やかな朱色の品格ある着物と美しい姿勢……女将であるレイコ伯母さんが仲居さんを数名従え、「いらっしゃいませ」と上品に声を揃えた。

「お世話になります」

　黒河社長の低くて甘い美声を皮切りに、仲居さんたちの表情がとろけそうになっていて、彼にちょうど隠れるようになっていた私は、深呼吸をして笑顔を作るばかり。

　そうだ、眼鏡！　これをしていたら、すぐにわかるでしょう？　バッグを慌てて探って眼鏡を取り出し、かけてみせる。

　ほら、気づいて、レイコ伯母さん。

「おかえりなさい、久美ちゃん。そうして見ると素敵になったわね、立派な社長さんの秘書だなんて。本当、運命的ねえ」

　えっ、全く違和感ナシ？　まるでコントのようにズッコケそうになる。

「あのっ」

　……私、美羽なの、久美ちゃんじゃないの。レイコ伯母さんだったらわかってくれるよね？

「そういえば眼鏡なんて初めてね。大切な人のそばで頑張りすぎて、視力が落ちたのかしら？」

　こんなに間近で眺めているのに、娘じゃないことに気づかないなんて……。

「申し訳ありません。努力家の彼女を頼りすぎているのかもしれない」

　黒河社長が本当にすまなそうに言うと、女将は「とんでもない」と口に手を当てる。

「いいえ。この子は好きな人には昔から一途で……私に似たのかもしれません」

　レイコ伯母さんが上品に微笑むと、黒河社長もつられて頬を緩める。

「早速で申し訳ないんですが、少し休憩させていただいても？」

「ええ、もちろんです。さあ、こちらへ……。お通しのお抹まっ茶ちゃは、お部屋へお持ちいたしますので」

　レイコ伯母さんは、丁寧に両手の先を合わせて頭を下げる。

　私は喉元まで一気に湧き上がってきていた言葉を、なんとか呑み込んだ。そして、また悶々としたまま黒河社長に背中を押されるだけだった。

「そんな青ざめた顔をして。車酔いでもした？」

「い、いえ……」

「あ、そうそう。お客さまにこんなことを……けれど、なかなか帰ってこないものだから、どうしても言いたくて。ねえふたりとも、婚約おめでとう」

　ふふっとレイコ伯母さんが楽しげに私の手を取る。

　ハラハラしながら横目で見ると、黒河社長は仲居さんに荷物を渡しているし。仲居さんは頬を染めたりしている。

「あのね、おば……じゃなくてお母さん……」

　あぁ……意気地なし！　会話の隙を狙って、私が久美ちゃんじゃないことを伝えたいのに、そのチャンスがなかなかつかめない。私はもどかしさで悶もだえるばかりだった。

「お部屋までご案内します」

　あれよ、あれよ……と客室へ案内されていく。レイコ伯母さんのうきうきした気分が、帯の揺れ方だけで伝わってくる。私はがっくり肩を落とした。

「どうしたの？　落ち着きないようだね」

　黒河社長は子供のような瞳で、私の機嫌を窺ってくる。

　その目元に、意思に反してキュンとしてしまう胸の奥が憎い。

「そうじゃなくって」

　あー、もうっ。言ってしまいたいのに言えないフラストレーションは、とっくにピークを過ぎている。

　というか、レイコ伯母さんが私を実の娘だと勘違いしているところがすごいよ。それほどまでに、久美ちゃんとそっくりの我が身が憎い。

「こちらへ……」

　長い渡り廊下を歩いていく。素晴らしい日本庭園が見えて、レイコ伯母さんの説明を聞きながら、黒河社長は興味深げに眺めた。

「素敵ですね」

「ありがとうございます。露天風呂からも、こちらのお庭を望むことができます。日が暮れてくると、また違った景色を楽しんでいただけますよ」

　階段が見えてくるが二階へは行かない。

　一番広いあの部屋に案内するつもりなのだろうか。ここから先は、露天風呂が部屋にあるタイプの特別フロア。黒河社長のようなエグゼクティブや有名人などが、お忍びで宿泊することが多い。

　その一番奥へと進むと、レイコ伯母さんはニコリと笑顔を見せて、「どうぞ」と和室に案内してくれた。

　私たちは部屋に入り、それぞれ部屋の中と景色を眺める。

「それで、もしよければ」

　レイコ伯母さんが仲居さんに合図をすると、仲居さんは背表紙がほんのりセピアに焼けた、分厚いアルバムを私に手渡してきた。

「懐かしいでしょう？　これはあなたのだから、持っていってもいいのよ。私もこの間、つい眺めちゃって……月日が経つのは早いものね。あなたも結婚する歳になったんだもの」

　レイコ伯母さんは遠くへと思いを馳はせるように、目を細めて言った。

　正体を明かすタイミングをすっかり逃してしまった。

　黒河社長は私からアルバムを預かり、腕に抱く。

「重たそうだね。君の荷物も僕が持とう」

　黒河社長は、にこやかに申し出てくれた。

「あ……でも」

　ためらっていると、レイコ伯母さんが口を挟んできた。

「ごめんなさいね。娘だと思うと遠慮なくて。今は大事なお客さまでしたわ。ふふ、どうぞごゆっくり」

「休憩しながら見せていただこう。素敵な心配りに感謝して。ありがとうございます」

　仲居さんがお抹茶を持ってきてくれ、芳かんばしい香りと井草のいい匂いが相混じって、懐かしい気分になる。中央の部屋の真ん中の座椅子に座りながら、ほうっとひと息ついた。

「こちらこそ、娘をよろしくお願いします」

　私たちを中へ案内したあと、レイコ伯母さんは膝をつき、両手を揃えてしばらく頭を下げた。そして、再び笑顔を見せて退席した。

　もう脱力して、何も考えられない。私は本当に久美ちゃんになりたい、と思いつつ、そうなれない、と実感した。

　けれど、周りの人からすれば、私は完璧に『久美』なんだ……。あんなにレイコ伯母さんに真剣に望まれて、心から喜ばれていて……どうするつもりなの、久美ちゃん。

　再びイライラを募らせ、お抹茶をいただいてため息をつくと、後ろからぎゅっと抱きしめられてしまい、ドキッとする。

　うなじに押し当てるような唇。彼の吐息が熱い。

「しかめっ面ばかりしないで」

　ぎゅっと後ろから抱きしめられ、彼のトワレに酔いそうになる。

「だって」

　ものすごく子供みたいな声が出てしまった。ふっと小さな笑い声が耳を掠かすめてゾクッとする。

「ゆっくりお湯に浸かろう。しばらくぶりの慣れない運転で疲れてしまった」

　今度は黒河社長が子供になる番。まるで母親におんぶをせがむかのように、私に抱きついて離さない。

「だから、そう言ったのに」

「うん。ごめん。ありがとう」

　だから、こっちを向いて……となだめるようにキスが落ちてくる。

　彼は私の顔を覗き込むようにして頬にキスをし、私を強引に振り向かせて、唇を奪った。

　大きな腕に包まれ、見つめられると、どうしていいかわからなくなる。

「行ってきてください。私はあとで……」

「同じ部屋に泊まるのに、どうして今さら拒むの？　拒むならこのまま君に迫って、ゆっくり味わって裸にさせてからにするけど？」

「ダメです！」

　まだ夜じゃないし、女将さんだっているのに。館内はいろんな人が行き来していて、万が一、何かでお呼びがかかるかもしれないのに。

「なら、おいで」

　私をすっぽりと包んで抱きしめる腕が憎い。きつく締まって離してくれない。

　シックスペンス硬貨を大切に包んだハンカチが、バッグの中から見えた。

『君は一番に何を望む？』

　これをくれた時の、黒河社長の声が蘇る。私が一番に望むことは……。

　ドキドキしてたまらない。黒河社長の心臓の鼓動が速くなる。

　私を感じてそうなってくれていると思うと、条件反射でときめいてしまう。お腹に緩く回された腕に手を添えると、覗き込んできた黒河社長と目が合い、唇が優しく重なった。

「機嫌直った？」

「……少しだけ」

「拗すねた君も、悪くない。どうしても、こっちを向かせたい気にさせられるんだけど」

　頭でどんな風に考えていたって、胸の中だけは正直なのだから。ときめいて、愛しくて。この気持ちを宝物にして、彼には正直に打ち明けよう。今からでも遅くない、今だからこそ。

「私、社長に……黙っていたことがあります」

「それは何？」

「それは……だから……」

　聞いてくれる姿勢だ。今がチャンスじゃない。なのに……どうして言えないの。向かい合わせになって、凛りんとした瞳に見つめられると言葉が浮かんでこない。

　今日、楽しそうにしていた黒河社長のこと、ベッドの中で彼に愛された時のこと、プライマリーで彼を初めて見かけた時のこと。今までのことがどんどん蘇ってきて、言葉にならなくなる。何が正解なのか、わけがわからなくなりそうだ。

「思いつめた顔はしないで。あとでちゃんと聞くから」

「今、言います、だから、それは……」

　黒河社長が私の唇を塞いだ。唇を離して彼は私を抱き上げる。

「今は、君とふたりで露天風呂に入りたい。それだけだよ」

「下ろして」

「君を抱く時間が少なくなるだけだ」

「そんな」

　ＣＥＯとの会食の席で、私との婚約を発表したいと言っていた黒河社長。

　タイムリミットまで、二十四時間……あと少ししかないのに。










13．君を知ることができてよかった




　庭園を見渡せる露天風呂へ行き、かけ湯をしたあとでそろりと足から入り、ふたり揃って並んだ。ここは家族やカップルが貸し切れる、天然の露店風呂になっている。

　意識しないようにしても、なんとなく肩が触れるとドキドキしてしまう。

　彼の瞳をうまく見られなくてうつむくと、黒河社長は後ろから私を抱きしめた。

「僕の目を見て言えないことがある？」

　さっきまでの私の心境を察してくれているんだ……。彼の髪から水滴が滴り、あたたかい肌がお湯の中で触れ合うと、そのまま寄りかかっていたい気持ちになった。

「君がどんな風であっても、今こうしている君に、感じているんだから」

　彼の鼓動がドキドキと波打っているのが、肌から伝わってくる。ほんのり汗ばんでいる肌が、なんだか色っぽすぎて振り返れない。

『君に、感じているんだから』

　私の中にメモリがあったら、今の言葉を保存しておきたい。なんだかいろいろ考えすぎて疲れている。

「……のぼせちゃいます」

「気持ちはほぐれた？　またあとでも入れるわけだし、上がろう」

　黒河社長が抱き上げてくれ、濡れた唇をくっつける。

　脱衣場ではタオルで拭いてもらっちゃうし、なんだか変な感じ。

「子供扱いされてるみたい」

「実際そうだろ。大事な秘書が拗ねてしまったんだから。子供みたいにね」

　黒河社長はふっと笑みを浮かべて言う。

　濡れた髪はタオルで拭いただけ、湯上がりの浴衣に袖を通した黒河社長は、本当に艶っぽくて、ドキドキした。袖から伸びる長い手足の節々の男らしさはもちろん、襟と袷あわせのラインから見える逞しい胸板。すごく色っぽくてセクシーだ。

　スーツやテールコートを着た彼も素敵だけど、こういう和服も似合うんだ……。

　いつも以上にドキドキが止まらなかった。




　食事処どころで夕食を済ませると、私たちは部屋に戻った。部屋はふたつに仕切られているのだが、襖ふすまを開けると、隣にはすでに布ふ団とんが敷かれた次の間があった。

　黒河社長は「こっちにおいで」と私の手を引いた。ふたり分の布団がくっついている。なんだか松濤の豪華なベッドルームや、プライマリーの五十二階とはまた違った雰囲気に、緊張してしまう。

　硬くなっている私を見て、黒河社長は何がおかしいのか、ぷっと噴き出した。

「なんですか」

「新婚初夜を、ドキドキして待っている幼妻のようだね？」

　喉を鳴らしてまで笑われるから、恥ずかしさのあまり真っ赤になってしまった。

「ち、違います」

「アルバムを見せてもらってもいい？」

　黒河社長の興味は、今はそっちにあるみたい。

　電気をつけると庭を見渡せる窓辺のほうに、オレンジの光が灯った。久美ちゃんの小さな頃の写真は、ここへ立ち寄った時に見せてもらったことがあるけど、どんな内容だったかは覚えていない。

　一枚目を開くと、赤ん坊の裸が現れて、「うーん」と黒河社長は低い声でうなった。

「今ここで抱きたいと思っている君が、こういう風だったと思うと不思議だね」

「そんな、じっと見るところじゃないですよ」

　少女のいたいけな裸が無防備にさらされているのは、アルバムだから許されるところだ。こんな風に写真を見ながら、何か追及されたら、あれこれしゃべってしまいそうで不安だ。

「普通の感想だよ」

　彼はそう言って、次のページをめくる。

　そっくりな顔をくっつけて笑い合う少女たちが現れると、黒河社長は目を細めるようにして、その一枚と私とを見た。

「これは、久美と美羽？」

「あ、はい……本当の双子みたいだって言われてました。ほら、これが久美の母で、こっちが美羽の母で。母親同士は双子ですけど、旦だん那なさんの血が入ったにもかかわらず、こんなに似てるのは珍しいって……」

　今思い出したけど、中学生の頃、久美ちゃんはお母さんへの反抗心から、私を身代わりにしてアリバイを作って、夜遊びしていたっけ。もしかして久美ちゃん、今度のことも、それを思い出して企んだんじゃないかな。

　姉御肌なのにちゃっかり者で、ワガママなところは大人になってもちっとも変わらない。私は甘えん坊で泣き虫だったけど、控えめで聞き分けのいい子供だったと思う。顔はそっくりでも性格は正反対。それは、母親同士もそうだったみたい。

　レイコ伯母さんはこの大きな旅館を切り盛りしてバリバリ働いているけれど、私の母は小さな生け花教室を開いて、のんびり生活している。

　久美ちゃんは秘書課で専属秘書に抜擢され、私は庶務課で黙々と地味に働いていた。そんな私は本来なら、こんな風に、黒河社長のそばにいることすら叶わないはずだ。

「うん。でも少し違うな。こうして見ると」

　黒河社長は数ページをめくった。

　布団の上に、ふたりで寝転びながら頬杖をついてアルバムを眺める。

「そうですか？　そんなこと言うの……黒河社長ぐらい」

　言うと、急に黒河社長がこちらをじっと見つめてくるから困ってしまう。

　ドキッとして、私は恐る恐る聞いてみた。

「じゃ、じゃあ、クイズです。左と右、どっちが……私でしょう？」

「どれ？」

「じゃあ、これ」

　指で触った写真は、浴衣を着た久美ちゃんと私。水色とピンク色の浴衣を仕立ててもらって色の取り合いでケンカをしたっけ。

「うーん、目元を見るとわかるかな。それから雰囲気だ……こっちのピンク色のが今の君」

　黒河社長が私を見つめる。穏やかで何かを受け止めようとしているような空気。

　彼が言い当てたそれは『美羽』だ。

「外れ。それは美羽です」

　気づいてくれてうれしかったけど、こう返事をするしかなかった。

「そっか。残念だな」

「じゃあ、次……」

「こっちは本格的な和服姿だね」

　次のページに現れたのは、無ぶ愛あい想そうな久美ちゃんと、その隣で泣きべそをかいている私。でも、お互いにしっかりと手を握り合っている。

「茶道の時間ですね。花村本家のお祖父ちゃんはお茶を教えてくれていたんですが、いつも怖くて苦手で。……美羽が、よく泣いてて、私が慰めてあげてたんです。お茶やお花も苦手だった」

「そっか。日本では茶道や華道を重んじるね。英国では紅茶の作法を祖母から教わるものだったよ」

「社長も、ですか？」

「ああ。祖母は優しい人だった。ローレンスは伝統ある家柄で、外国人の血が入ることはあまり好まれていなかったけれど、こんな僕のことも分け隔てなく愛してくださった」

　上品なアフタヌーンティーを楽しむ、フロックコートを着た貴公子を思い浮かべてしまい、想像の中だけでもそれが似合ってしまうのだから、ため息が出る。

「羨ましいです。お祖父ちゃんは杖を持っていて、姿勢を少しでも悪くすると、ガツッと容赦なく叩かれたりしたもの。抹茶が苦くて飲むのがつらくて、お砂糖を先に食べてごまかした日には、お稽けい古こをいつまでも終わらせてくれなかった。それをいつも久美……じゃなくて、美羽がかばってくれて。一緒にずっと付き合ってくれていた。ふたりで泣きながら。今はすっかり隠居しちゃって穏やかになったみたいだけど、小さい頃は怖かったな……」

　自分じゃなくて久美ちゃんの目線でしゃべると、なんだか不思議な感じだった。まるで客観的に、自分を見つめているような気分になる。

「とても仲のよい従姉妹同士だったんだね」

「でも久美ちゃんはものすごくワガママで……あ、そう言われてて……」

「うん……そうかもしれないな。僕はかなり振り回されている」

「黒河社長だってそうじゃないですか。今日のことだって」

　それが不思議でたまらない。

「ずっと気になっていたことがあったんだ。僕が昔、花村のご当主に会った時、花村の家に……少女がいたことを覚えている。ふたりがここにいたのだとしたら、僕が会ったことあるのは、どちらだったのだろうって。そんなことを言うと、また呆れられるかもしれないけど。もしもあの時に僕が恋をした相手が……君だったらいいなって思ったんだ」

　整髪料をつけていないサラサラの髪、仕事から解放された彼の素顔が、一瞬少年のように甘く見える。男らしく引きしまった薄い唇が笑みを作っていて、普段よりずっと無邪気でナチュラルな彼に、ときめいてしまう。

　トクン……と心臓が心地良く打つ。なんだろうこの気持ち。私からキスをしてしまいたくなった。美羽のままで、彼を愛せたなら……。そんなワガママな願いが生まれてしまう。

「……ありがとう。君を知ることができてよかった」

　手の甲を引き寄せられ、そこに優しく口づけられる。

　彼を見つめていると、唇を求められて、キスをした。ついばむように優しく、それだけではもの足りなくて、私は舌を絡めながら彼を抱きしめる力を強め、彼の浴衣の襟にしがみついた。すごくセクシーな胸板がちらちらと見えて、クラクラする。

「浴衣なら、君は何もつけていないのか、いいな」

　胸の谷間を見て、指でなぞられゾクッとする。

「仮にも、ランジェリーを扱っている社長がいいんですか？」

「それとこれとは別さ。下着なら会社でいくらでも作れるだろう。これから……いろいろ力を入れていきたい。君に着せられる物を増やせるように」

　優しい眼差しを見ると、愛されている錯覚に陥る。

「美羽」

　黒河社長が緊張した面持ちで、そう問いかけてきた。

「……え？」

「久美……姿形は同じでも、名前は人となりを表すものだよ。やっぱりね」

　火照った身体が鎮まらない。黒河社長の綺麗な胸板が目の前にあって、いい匂いがする。何も余計なものがない。いつもの彼のシャンプーと香水の香りはどちらもしない。彼そのものの匂いしか……。

「試してみようか？」

「……試すって、何を？」

　なんだか雲行きが怪しい。心臓の音がだんだんと駆け足になっていく。

「どっちの名前を呼ばれたほうが感じるのか」

　いたずらっぽい表情を浮かべて、黒河社長は言った。

「……や、やだ……悪趣味です。今夜は運転してお疲れなんですから、休みましょう」

「誘惑してるのは君のほうだ。そうして僕に触れて、その先はどうするつもりだ？」

　離れようとしたら、手首をつかまれてしまった。横たえていた彼の身体が、私に覆いかぶさって脚を絡めてくる。こうなったら、もう逃れられない。

「今回の会席の準備で、君は秘書として役に立てなかったと言っていたよね。そう思うなら、君には今、奉仕してもらいたい」

「ひどい、そんな言い方……」

「怒らせる気はない。わかって……。君を、どれほど好きか……抱かずにはいられない。時々、君にどう想われているのか不安になるんだ。僕がそう思うっていうことは、君に責任があるんだよ。『好き』と言ったり『嫌い』と言ったり、別れる、別れないでもめたり、もうこれ以上僕を困らせないでくれ。君に、愛されている証が欲しい」

　私の肌の上を、黒河社長の薄く引きしまった唇が滑っていく。

「美羽……」

　私の本当の名前を、愛おしげに呼ぶ。そのたびに、抑えていた気持ちが溢れだしそうで、私はその想いをぶつけるように、彼を夢中で愛した。

　今、こうしているのは美羽で、黒河社長が感じてくれているのは本当の私。そんな風に思えば思うほど、愛しさが募った。

　何度も何度も、名前を呼ばれるたび、身体だけじゃなく心が揺さぶられる。どれほど呼ばれたかったことだろう。愛しい人の唇から、私の本当の名前を。

「もっと……」

　気づけば、私のほうから懇願していた。

「もっと、どうされたいの？」

「名前を呼んでほしい……」

『久美』じゃなくて、『美羽』と呼んで。そして……めちゃくちゃに愛してほしい。

「美羽……」

　意味のない言葉遊びだとしても、黒河社長にそうして呼ばれるたび、身体がじわじわと熱くなる。膨れ上がった想いはもう止められなくて……。

　黒河社長の息遣いが耳のすぐそばで荒くなっていく。

　乱れた浴衣がぐちゃぐちゃに絡まって散乱する上で、私たちは夢中で抱き合った。濡れた唇同士が何度も重なり合う。

　深く求められると、どこにも逃げ場のなくなった熱が体内にたまって、今にも爆発しそうになる。

「愛してる。美羽……」

　私の大好きな低くて甘い声が、耳の穴を塞いで吐息をこぼす。

『愛してる。美羽……』、その言葉が私の心の中に、流れ込んでくる。本当はずっとこうして、愛されたかった。本当の私を抱いてほしかった。ひとつになる時には、さっきのように名前を呼んで……。

　理性を崩した私たちは、ただ荒々しく交わるだけで、何も言葉を交わすことはなかった。貪るように愛して、繋がり合うことに夢中で、気づいたらぐちゃぐちゃに折り重なった浴衣の上で、私たちは裸で抱き合っていた。




　そっと瞼を引き上げると、真っ暗だったはずの窓の外が、いつの間にか明るさを増していた。

「今、何時……」

　黒河社長の腕の中でもぞもぞとして見上げると、額にキスが落ちてきた。

「お腹は空すいた？　朝ご飯はきっと気を利かせてくれたんだね」

　手の甲を持ち上げられ、左薬指を舐められて、ゾクゾクした。

「あ、やだ……」

「夜よりも朝のほうが官能的だね」

　時計の針に目をやると十一時を示していた。朝食の時間がとっくに過ぎているどころか、昼になろうとしている。

「ダメ……そろそろ会食の準備をしないと」

「このままでいたい」

「えっ……」

「こうやって、ずっと抱きしめていることにするよ。そうじゃなきゃ、君はすぐに逃げるだろ」

　私は彼の頬にそっと手を伸ばした。

　なぜ、そんなに切なそうに私を見つめるのだろう。どんなに身体を繋げても、彼は決して満たされた表情をしてくれない。

　同じように、私も本当はどれだけ愛されても、満ち足りなかった。

「黒河社長、私……どうしても言いたくて」

　ドキドキと鼓動が駆け上がり、息切れがする。

「うん……？」

「呼ばれたかった」

　黒河社長の瞳が揺れた。

　美羽、と呼んでほしかった。呼ばれて、うれしかった。もう、この気持ちを偽ることはできない。言わなくちゃ。私は久美ちゃんじゃない。

　そう言おうとした瞬間……『ピリリリ』とスマートフォンが鳴り、ふたりの会話は中断させられた。

「はい。黒河ですが」

『藤崎です。社長、あと一時間ほどでそちらに到着します』

　スマートフォンの向こうから、藤崎専務の声が響いてくる。

「ああ、早かったんだね。お待ちしていると伝えて」

　黒河社長が私を見る。

　私は半分ホッとしたような、がっかりしたような複雑な気持ちだった。言わなきゃと思うと、なぜ妨害に遭ってしまうんだろう。フラストレーションはますます高まるばかり。これが運命、とでも言われているかのようで、気持ちが焦る。




　それから黒河社長は身支度を整え、「館内を少し散歩してくる」と言って、部屋を出ていった。

　私が支度をしていると、今度は私のスマートフォンが鳴った。忙しい時に限って連絡がこうして入ってくるのだ。バッグから取り出してみれば、私が待ちに待った主からだったので、慌てて電話に出た。

「久美ちゃん！」

　怒鳴りつける勢いで出てすぐ、社長が戻ってきて気づかれたらマズいので、息を潜めた。

『やっほ。元気してる～？』

　高らかな声に、私はイラッとしてしまった。

「なっ……今、どこにいるの？　身体は？」

『大丈夫よ。ちょっとね、つわりがひどくなって隔離中なの』

「居所くらい教えてよ。それに勝手に会社を辞めたりして、どういうつもり？　ワガママもいい加減にしてくれないと、私がどんな思いでいるかわかってるの？」

　極力声を抑えて問いつめる。もうすぐ会食が始まるというのに。

　様子を見るため、いったん部屋の外に出ると、座敷前の辺りで黒河社長がレイコ伯母さんと話をしているのが見え、慌てて部屋の中に戻った。

『いいじゃない。森重さんから聞いてるわよ～、ラブラブだそうじゃないの。ハウエル副社長が、黒河社長と美羽のこと、噂しているみたいよ。いいカップルだって』

　ふふふっと面白そうに笑う久美ちゃん。彼女は頭のネジがどこか一個取れてるんじゃないだろうか。

「手放しで喜べること？　私、久美ちゃんの身代わりなんだよ？」

『だから、そのままなりきればいいのよ。どっちにしたって美羽がプライマリーに残りたいなら、秘書を続けるしかないわ。辞めるとしても、久美として辞めなくちゃ話が合わないもの。で、今、花村にいるんでしょ？』

「いるけど、大変なことになってるのよ」

　中身がニセモノのまま、ＣＥＯの前で婚約をお披ひ露ろ目めしなくちゃならないところまできているのに。

『美羽だってもうわかってるでしょ？　黒河社長のこと……前よりもっと好きになっちゃったんじゃない？　今さら戻れないくらい』

「……だから、つらいんじゃない」

『美羽は真面目すぎるわ。喜べばいいのに。いつだって私に振り回されて、身代わりにまでなっちゃって、笑える』

「ちょっと、私、怒ってるのよ？　大体〝美羽〟がお腹大きかったら、誰かに見られて変に思われるじゃない。嘘なんていつかはバレるんだからね」

『そっちに身を隠そうと思ってたのに、電話を入れたら、〝久美〟がいるなんて言われて、こっちは母親に美羽のフリしなくちゃならなかったんだから、おあいこよ』

「はぁっ!?」

　どこが、おあいこ!?

『大丈夫。近いうち、また連絡するから。私のお腹が大きくなるまでが、タイムリミットって思えばいいのよ。じゃね』

　じゃねって……鼻歌交じりに言って切るなんて！

　怒りに震えながら、スマートフォンをバッグに投げ込むと、人影を感じてビクッとする。

　恐る恐る振り返ると、黒河社長が立っていて……。思いっきり険しい表情を浮かべ、私を見ていた。

「今の電話、誰？」

　普段よりも低いトーンの声で尋ねられ、みるみるうちに血の気が引いた。慌ててバッグの中にスマートフォンをしまう。

　黒河社長が一歩踏み出して私を見下ろす。ビクッと肩を震わせ、怯おびえる私に対して、彼は静かにふう、とため息をついた。

「君らしくない声が聞こえたような気がしたから。大丈夫？」

「……はい」

　ど、どうしよう。さっきの電話、どこまで聞こえちゃったんだろう。ドキドキしながら黒河社長を見つめる。

「アルバムの久美と美羽のこと……もう少し前に、知っておくべきだった」

　黒河社長が口元を急に押さえる。そして、途方に暮れたように瞳を揺らして、ため息をついた。

「あ、あの……」

　言い訳が見つからない。懲戒解雇、詐欺罪、……いつだったか森重さんから脅された言葉が頭の中をぐるぐると駆け巡る。私が一番罰せられるべきことは、彼を騙していたことだ。

　だけど、好き、愛してる、その気持ちだけは嘘じゃないの。それをちゃんと言わなくちゃ。でも、黒河社長が久美ちゃんを好きなら、そんな言い訳は通用しない。

　一体、どうしたら……。

「君はやっぱり、あの時の娘こだった」

　遠い過去を思い出すような瞳をして、彼は言う。

「……え？」

　アルバムを一緒にめくった時のナチュラルな彼が、一瞬頭をよぎった。

「僕は、あの日、君に……」

　黒河社長はそう言いかけて、私の頬に手を伸ばす。それから、愛おしむように指で私の唇をなぞった。反応を返さずにいられない私の身体は、黒河社長に愛されることをよく知っている。

　彼の袖口からトワレの香りがした。ただそれだけで、私の身体は彼を思い出して疼いていく。彼が今まで注いでくれた愛情を思うと、キリキリと切なくなった。

「ごめんなさい……」

「なぜ、謝るの？」

　彼はただ、静かに私を見つめた。疑いや咎とがめる言葉を浴びせるわけでもなく。

　私は……私は、なんて言ったらいい？

「それは……」

　くすぶった言葉が、喉の奥に張りついて出ていかない。

「僕は何を知って、君に対してどう想っているんだろうね」

　瞳を揺らしながら、謎かけをするような黒河社長の言葉に、私はどう答えていいか困惑した。

「さっきの電話、聞こえていたんです……よね？」

「あぁ。ほぼ全部ね。けれど、どうしてだろう。怒る気になれないんだ。昨晩抱いた君のことが、かわいくて仕方なかったからかな」

　彼は切なげにそう言い、長い睫毛を伏せた。

　あのあと、私は言おうとしたのだ、彼に本当のことを。私の本当の気持ちを、順序立てて伝えたかった。けれど、いくら名前を呼ばれたからって、私は今、久美なんだ。美羽として気持ちを打ち明けていない。それに久美ちゃんの事情を告げたら、きっと黒河社長を傷つけてしまう。

　そこへレイコ伯母さんがやってきて、こちらに声をかけてきた。

「おふたりさま、お座敷で大事なお客さまがお待ち兼ねよ。とってもフレンドリーなのね。日本語もお上手。さすがグランパパ」

　レイコ伯母さんが私を手招きし、茶化すように私の背中を押す。

　その弾みで、黒河社長の広い胸に、トンと額を寄せるかたちになって戸惑う。

「長旅のあと、すぐに顔を見せてくださったんだ。お待たせするのは悪い。ひとまず行こうか」

「はい……」

　黒河社長は「申し訳ありません」とレイコ伯母さんに声をかける。

　ふたりが並ぶ一歩後ろをついていった。料理のメニューはどうだとか、楽しそうに声を弾ませるレイコ伯母さんに対しても、心が痛む。

　黒河社長にだけじゃない、レイコ伯母さんにも、これから初めて会うＣＥＯにも、どんどん嘘が増えていってしまう。藤崎専務がもしこの真実を知ったら、どう思うだろうか。

　それから……。急に立ち止まり、振り返った黒河社長に、心臓がまた飛び跳ねる。

「君は変わらず、僕を一番に頼ってくれたらいい。何も心配するようなことはないよ」

　優しく微笑みかけてくれる、いつもの彼。

　でも、それは見せかけでしかない。いつものように『久美』と愛情を込めた声で呼びはしなかった。当然、『美羽』とも。

　だけど、彼は一番に自分を頼っていい、心配しないでいいと言ってくれる。なぜ、そんな風に言えるのだろう……。もしかして、今まで私のことを久美じゃないと疑いながらも、そばに置いてくれていた？　ううん、そんな期待をしちゃダメ。

　黒河社長の表情が見えない。一体、彼は今、何を思っているのだろう。大人の世界では、時々優しい嘘が使われる。けれど、結局真実を知られてしまえば、嘘なんて誰かを傷つけるものでしかない。そんなこと、わかっていたはずなのに……。

　昨日の夜、彼に抱かれながら『美羽』と呼ばれたことは、鮮明に覚えている。私の気持ちが震えるほどうれしかったことも。

　私が久美ではなく、美羽だと知られたことは、言うつもりだったからいい。何が問題かというと自分の口から伝えられなかったことだ。私が久美ちゃんの身代わりになったことは説明するとして、久美ちゃんにはほかに好きな人がいて、今妊娠しているなんて、どう伝えればいいの。

　私の本当の気持ちだって、信じてもらえないに違いない。こんな嘘つきのこと……。黒河社長を騙していたことに変わりないのだから。

　そんな、すっきりしない気持ちのまま会食が始まった。

　ＣＥＯのウィリアム・ローレンスは、想像していたよりもずっと気さくで、日本語が堪能だった。グレーに染まった髪に、琥こ珀はく色の瞳は英国紳士そのもので、七十歳近いということが嘘のように、若々しく見える。きっと今も現役で活躍しているからだろう。彼は『雪中花』でのもてなしに感激しているようだった。

「先日のフェリス・ジャパンの件、業務提携の話は任せていた通りに進みそうかな」

「ええ。もともと友好的な関係にありましたので、今回の提案にも好意的で、スムーズに進められそうです。今後の取引を含めた会議では、そうそう深刻な局面はないでしょう」

　広い座敷にＣＥＯと彼の秘書が座り、私はその隣に並ぶ藤崎専務にも挨拶をした。

　ブラウンの柔らかそうな髪をした藤崎専務は四十代で、洗練されたスーツをパリッと着こなした、いかにもやり手のビジネスマンという雰囲気だ。しかも目鼻立ちが整っていて、秘書室では次期社長の椅子を、ハウエル副社長と争っているとの噂だ。

　でも、なぜだか私は、藤崎専務のことを好きになれなかった。

　朱あかと黒に塗ぬられた金縁の漆器に盛られた、美しいもてなしの料理をいただきながら歓談が続き、食事が一段落したところで、ＣＥＯが話題を変えた。

「では本題かな。ウィル、君の結婚について喜ばしいニュースを聞きに来たのだから。今日を終えたら、今度は英国のファミリーに会いに来てもらいたい」

　ＣＥＯが琥珀色の瞳をこちらへ向ける。

　私は不意に黒河社長と目が合って、ドキッとした。

「それですが……もう少し、考えを改めたいと思いまして。白紙に、とまではいきませんが」

　黒河社長のひと声で、ＣＥＯの顔色がガラリと変わった。

　私は曖昧に視線を交わすだけで、口出しする権利はない。ドキン……ドキン……と心臓の音だけが速まって、手に汗を握っていた。

「どういうことかな。今日はそのための席では？」

「……彼女としっかり相談したいことがあるんです。もちろんバッドニュースではありません」

　そう言って、黒河社長は頷きながら私に微笑みかけた。

　私は彼の突然の言葉に、何を食べたのかもわからず、痺れる足にさえ気がいかないほどだった。

　どう考えても、バッドニュースよ。これからどうなってしまうんだろう……。

　そしてこの時、私は藤崎専務がじっとこちらを見ているのを感じた。










14．君の口から聞きたい［潤哉ＳＩＤＥ］




　あの日、僕が出会ったのは美羽だったに違いない。

『雪中花』の客室で、アルバムを見せてもらった時に思った。

　写真の中のまだ幼い彼女と、僕のすぐそばで無邪気に思い出話に花を咲かせる彼女は、記憶のひとコマにピタリと当てはまる。彼女にも告げたように、人の魂というものは、雰囲気に表れるものだ。だが、今となっては運命的な出会いなど、もうどうでもよかった。あれほど盲目的に溺れた久美のことを、忘れ去るほどに。

　僕は、ただ美羽にそばにいてほしくて嘘をつかせ続けた。追及すれば、彼女のことだ。僕を気遣って姿を消そうとするかもしれない。それでも、互いが偽っているままではダメだ。ふたりで想いを告げ合わなければ、ここから始まることはできない。

　僕は内心焦っていた。彼女を離したくない。想えば想うほど、熱く胸を焦がしてやまない。

　美羽……。僕は、君に、恋してる。




　会食後、ＣＥＯを旅館から見送った。ＣＥＯは東京のオフィスを視察するため、今日は東京のホテルに泊まる予定だ。来た時と同じように藤崎専務が同行する。

　見送りの合間に、女将が気を遣って、僕にこっそりと教えてくれた。

「ごめんなさいね、久美はワガママで気が強いでしょう？　……振り回されているんじゃないかと思って。何か困ったことがあったら、美羽ちゃんに間に入ってもらうといいかもしれないわ」

　美羽はサラサラとした栗色の髪を手で押さえながら、頭を下げて車を見送った。

　車が私道のＴ字路方面へと見えなくなってから、美羽は姿勢を直して僕のほうを見た。バツの悪そうな顔をして、僕から責められるのを待っている。

　女将……久美の母であり美羽の伯母である人。そんな信頼をおいている人間にまで背を向けるのだから、久美にはよほどの理由があるのだろう。そして女将の言う通り、久美は気が強くてワガママだ。美羽が嘘をつかなくてはいけなくなったのも、久美のそういう性格が原因になっているに違いない。

　なら、美羽が僕のプロポーズにイエスを出した理由は？　今の僕にはそっちのほうが気になって仕方なかった。なぜなら、見当違いでなければ……と期待で胸が淡く疼く。本当の僕で、本当の君を、愛したい。そうするにはどうしたらいい？

　まずは彼女が抱えてしまった事情を取り除き、楽にしてあげなくては。早く、彼女を捕まえに行かなくては。気は逸はやるばかりだった。




　それから僕たちも旅館から出発した。色づく紅葉の景色を楽しんで帰るわけでもなく、長い沈黙を少しでも穏やかにするよう車内のＢＧＭに耳を傾け、僕はただひたすら祖父との思い出を語った。

　彼女は曖昧に頷いて時々優しく微笑む。シートベルトをつかむ手は落ち着きなく震えて、僕を見つめる瞳はどことなく悲しげだ。

　松濤の家に戻ってからも彼女はよそよそしく、僕からジャケットと背広を受け取ったあと、バスルームに逃げ込もうとした。

　僕はたまらなくなり、彼女の腕をつかんだ。

「待って。どうして逃げるの？」

　問いつめる僕に彼女は戸惑い、瞳を揺らす。

「どうして？」

　手首を少し強めにぎゅっと握ると、観念したように首を横に振った。

「どこにいたらいいかわからなくて。あなたにどんな顔をしたらいいか」

　追いつめたあとの彼女は、頼りなさすぎるほど素直で、いじらしい気持ちにさせられる。

「なぜ、そう思うの？　僕は言ったはずだ。もうふたりきり、邪魔はさせない。君が逃げようとするなら、嫌って言うほど啼なかせるだけだ」

　身体がひどく昂っている。真実を知って、彼女をますます愛したい欲求で疼いて仕方ない。

　彼女もきっとそうに違いない。触れている肌が火照るほど熱い。

「美羽」

　ぐいと細い腕を引き寄せ、ソファに組み敷いた。ふたりの重みでソファが軋んだ音をたてる。唇を近づけると、ふいと逸らされてしまった。

　僕は頑なになろうとする彼女の顎をこちらへ向かせて、強引に唇を奪った。舌をねじ込んで絡め、吸いついて離すことを許さない。

「……んっ……ぅっ」

　それから、唇を離して、荒い吐息を押さえつけるようについばみ、彼女を見つめた。

「いじわるで呼んだんじゃない。君が本当の美羽だろ？　教えて」

　震える彼女が甘い吐息をこらえるように、僕の腕にすがる。

「ダメ」

「ダメじゃない。すぐに僕を感じて、身体を熱くするくせに」

「それは……だって、黒河社長が、そうさせるから……」

「僕もそうだよ。君に触れているとそうなる。真実を知って……なおさら、君が欲しくてたまらないんだ」

　僕は彼女に言い訳をする隙を与えずに、真実を話すことを求めた。

「僕が欲しいなら、ちゃんと言って……美羽」

「潤哉さん……が」

「何？　もっと声をあげて」

　いじわるしたいんじゃないんだ、聞きたい。この子の口からちゃんと。

「……欲しい……っ」

「イイ子だ……存分に、愛してあげるよ」

　言葉通りに僕は彼女を求める。大切に、そして激しく。

　僕にキスされて、とろけて陶酔しきった彼女は、ゆらゆらと熱で揺れる瞳を向けてくる。

　僕は彼女の濡れた唇を吸う。

「美羽なんだろう？　久美の従妹の。もういじめないから、教えて」

　彼女はこくんとかわいらしく頷く。彼女は瞳を潤ませて、唇をぎゅっと引きしめた。

「ごめん……なさい」

「なぜ謝るの？」

「あなたを騙すようなこと」

「僕を求めているのは本当だろ？　こんなうれしいことはない」

　美羽は首をふるふると横に振りながら、目にいっぱい涙をため込んでいる。

　僕は流れてしまわないようキスをして、彼女の耳のそばで囁いた。

「……美羽。僕は、君に感じてるんだ。本当の君に……もう、我慢できない」

　迫り上がる想いが僕の気を速める。それから僕たちは、たがが外れたように求め合った。

　互いに熱を昇華させたあと、しばらくそのまま時間に身を委ねた。冬前でひんやりとしているというのに、彼女を求めると別世界にいるかのように思う。激しい鼓動は互いに収まらないが、ようやく息遣いだけが落ち着きを取り戻した。重たくならないよう、せめて彼女のそばに肘を寄せて見下ろし、額の汗を拭ぬぐってやる。

「目を開けて」

　眠り姫にキスを、と思い、口づけするけれど、彼女は瞼を閉じたまま。

　ぎゅっと目をつぶり、ふるふると震えているのを見て、つい笑ってしまった。

「いつまで黙っているつもり？」

　甘い肌の匂いを吸い込むように、彼女の首筋へキスをして頬を舐めた。

　美羽はくすぐったそうにして動かない。

　そのうち瞼よりも先に唇が開いたので、僕は彼女の赤い舌を絡め取るように唇を塞いでキスをする。まだ熱を持った口腔内が心地良い。たどたどしく舌を絡める彼女を感じながら、盲目的だった愛をただひたすら探る。

「こうする相手は美羽がいい。君とのほうがずっといい」

　そう告げると、美羽は恥ずかしそうに頬を染めた。

「ただセックスをするだけじゃない。メイク・ラブだよ。いろいろしたくなるんだ、美羽、君となら」

「い、いろいろだなんて。もう、とっくにしてるじゃないですか」

　顔を隠そうとする美羽の耳のそばで、僕は囁いた。

「まだ足りない。もっと、いやらしくねだる君が見たい。いじわるしたくなるし、かわいがりたくなる。君を……こうして閉じ込めて、ずっと愛していたい」

　目を逸らさずに、彼女をこうして受け止めるべきだった。

「ズルいことを考えてたんです」

「どんなこと？」

「美羽って呼ばれて、ありのままの私を、愛してもらえたらいいのにって」

　彼女の瞳に大きな光の粒がたまり、ぽろりと流れていく。

　僕の胸に塞がっていたものが熱く溶けていく。

「手を出してごらん、こうして」

　握り合ったままの手を開いて、指と指を絡め合わせる。

「もう僕には嘘をつかないと誓って」

　僕がそう言うと、美羽は声を震わせた。

「嘘はもう……つきません」

「僕のそばを離れないと誓って」

　そう言う僕の声も、彼女への募る想いで震えてしまう。

「……潤哉さん。待って」

　美羽は戸惑った顔をする。

　でも僕は、もう想いを止めることができない。

「ちゃんと、さっきみたいに誓って」

「だって、私」

「ほら、こうして。異議は認めない」

　彼女の左手の甲を撫でて第二関節へと指を這わせ、僕は薬指へとキスをする。薄い皮膚を吸い上げるように一度きり。そこへ赤い花が咲いた。

「美羽、君は僕のものだと誓って。僕は君を離さない……君が逃げようとするなら、何度でも、僕はこうする」

　彼女の目尻の下へ唇を寄せ、涙を舌で舐めていく。それでもなお、ポロポロとこぼれてくる涙を拭いながら、彼女を見つめた。

　彼女は堰せきを切ったように懺ざん悔げし始めた。僕にはそれが愛の告白にしか聞こえていないこと、わかっているんだろうか？　もっと言ってほしいと切望しながら、次に彼女が言おうとする言葉を遮さえぎって伝えた。

「もうずっと前から、こんなに焦がれるほど……君に、恋している」と。










15．君に、恋してる




　ソファもスーツもランジェリーも、絡まり合ってぐちゃぐちゃだ。

　激しく求められたあと、プツリと切れたように自分の気持ちを白状して、途中から何を言っているかわからなかった。

　瞼に、濡れた唇が優しくくっつく。私は恐る恐る瞼を開いた。

　彼はとても優しい瞳で私を見ていた。

「結構前に、気づいてたんだよ。だから、今さらおあいこだ」

「……え？」

「知らないフリしてたら、どうなるんだろうって思ってた。本当の君を知りたくて、探っていたんだ。やっぱり、いくら似ていても、人は特徴をごまかせない」

　髪を撫でられて、頬に優しく触れられる。その指の仕草にすら泣けてきてしまう。

「でも、もう、そんなことはどうだっていいんだよ」

「どうだって、って……騙していたんですよ」

「だからどう懺悔するの？　それなら僕は、君をめいっぱい抱いていたほうがいい。僕にとって意味のあることは、今、目の前にいる君が、美羽だっていうこと」

「どうして、そんな風に許せるの……？」

　視界が涙でぼやける。声まで震えてしまう。

「どうしてかわからない？　君が僕をどれだけ愛して、僕がどれほど君を愛しているか、それが重要なことなんだ。黙っていたのはね、もし僕が気づいていたことがわかったら、君は罪の意識で逃げ出すだろう？　そうはさせたくなかった」

　黒河社長の甘く柔らかな声を聞いて、私はこれまでのことを振り返っていた。

　彼は私の正体に気づいていて、それでも私と一緒にいたいと思ってくれていた……そう思っていいの？

　黒河社長の熱い手が私の両頬を包んで、肩まですとんと落ちる。それから私の胸を触った。

「君の胸、まだドキドキしてる。どうして？」

　黒河社長はそこから手を動かさないで、私に答えを求めた。触れられているそこは、さっき激しく求め合った時以上にドキドキしていた。

「そ、それは……」

「もう一度言って。ずっと隠してたまま、何を言えなかったの？」

　黒河社長の瞳は、期待に満ちた色を湛たたえていた。

　彼の切なげな声に、身体の奥がジンと痺れる。

　もう隠さなくていいの？　言っていいの？

「聞かせて」

　彼は私の顎を引き上げて、うつむこうとするのを許さない。

　喉に何かが張りついたように出ていかない。でも、もう、伝えてしまいたい。

「……黒河社長が」

「僕が、何？」

「好き……」

　ぽろりと告げたら、一緒に涙もこぼれてしまいそうだった。蓋をしていた想いが次から次へと溢れだして、声まで震えてしまう。

「どれぐらい？」

　こういう時の彼はいじわるだ。

「……すごく、たくさん」

　そう、本当にたくさん……。

「それじゃ、わからない」

　ほら、すごくいじわるな顔をする。こうなったらもう開き直るしかない。

「言い表せないぐらい……たくさん。入れ替わる前から、ずっと好きだったんです」

　そう、好きで……好きになるばかりで。偽りの罪を背負った私は、苦しくなるばかりだった。

「そっか。じゃあ、やっぱり君の同僚が教えてくれた情報は本当だったんだ」

　満足げに黒河社長はそう言った。

「え？」

　私の同僚って……。

「君はいつも僕を見ていた。庶務課のデスクから、会議室へ向かう僕の姿を」

「……あ」

　途端に羞恥心が湧き上がり、身体はどんどん熱を増すばかり。

「ちょっとした名物になっていた、って。それを聞いて、僕がどんな気持ちだったかわかる？」

　くすぐったそうな顔をして、黒河社長は尋ねてきた。

「……やだ。菊池くん？」

「答えて、美羽」

　私は黙り込んでしまった。

「わからないなら、教えてあげる。こんなかわいい娘……離せない」

「……黒河社長」

「潤哉さんと、呼んでくれるはずだろ？」

　キスが……とろけそうなキスが、いくつも落とされる。

「……逃げないように、強引に結婚までしてから、真実をせがむ予定だったのに。ハネムーンの初夜、本当の君を愛する前に」

　さっき左手薬指に感じた愛おしい痛み……そこには赤い刻印が浮かび上がっていた。

「そしたら、君にしかない魅力をひとつずつ教えてあげようと思っていた」

　ほどけていく。すべて、隠しきれないところまで。すべて、伝えてしまいたい。

「美羽……僕は君に、恋してる」

　黒河社長の瞳が、私をまっすぐに捕らえて離さない。

　私は、好きでいていいの？　その資格は、あるの？　涙で滲んで前が見えない。優しく重なった唇へのキスは、涙の味がした。




　それから簡単に食事を済ませて、今夜はふたりでシーツとブランケットに裸のままくるまった。広いベッドに横たえた身体は、すぐに黒河社長の腕の中に閉じ込められた。

　なんだかいろいろありすぎて、疲れきっていたのに寝つけなくて。頬ずりをするように彼の胸にくっついて、ぼんやりと眠くなるのを待っていた。

　広い胸板となめらかな素肌が気持ちいい。彼の逞しい腕に抱きしめられていると、すごく安心する。彼はいつの間に、私にとってこんな風に安らぎを与えてくれる存在になっていたのだろう。

　彼も深い眠りには入っていけていないようだ。でも、お互いに何もしゃべらなかった。不意にうっすらと瞼を開く彼の瞳に、ドキンとする。

「心配してる？　明日からのこと」

「それはもちろん、そうですよ」

　さっきと違って少しだけ落ち着いてきたけど、頭の中で整理すればするほど、これからのことが不安でたまらなかった。

　黒河社長にカミングアウトした時点で、私はもう久美ちゃんじゃない。だけど仕事は休めない。一生懸命、久美ちゃんのフリをしていた社内で、ボロが出てしまうかもしれない。

「そうだな……正直、君に辞められてしまうと困るな。秘書課一、優秀だった久美がいない。それを美羽が引き継いでくれているからね。僕のことはすべて君が把握しているわけだし、ほかの重役にも通じている」

「じゃあ、続けなくちゃダメっていうことですか？　でも、それじゃ……」

「どちらにせよ、君は庶務課には戻れないんだ」

「それは当然だってわかってます。こうなった以上は……」

　本来なら罰を受けなくてはならないのだから。私が心配しているのは、本当のことが会社にバレたら、黒河社長まで巻き込んでしまうということ。

「久美と話をしないとね。僕を嫌う理由でも聞きに行こうか」

　黒河社長が自虐的にため息をついて言うと、ズキン、と胸の奥に痛みが走った。

「君と好みが正反対なんだろうから、男の趣味もそうかもしれない」

「でも一いっ時ときは一緒にいたんだし、嫌いというわけじゃないんですよ。久美ちゃんには好きな人がいて、それで……あの、実はお腹に赤ちゃんが……でも連絡がつかないんです。電話しても切られちゃって、どこかにいるみたいだけど……つわりがひどいって言ってて。ああ、もう……久美ちゃんのバカ」

　黒河社長は一瞬驚いたあと、何か思い当たる節があるような顔をして、黙り込んでしまった。

「なんとなく居所はわかる気がするよ。赤ん坊がいる初期に、無茶なことはしないだろうしね。安全なところにいるなら近くだ」

「え、どこですか？」

「いいよ、わかった。それより、これからじっくり君を味わいたいから、覚悟しておいてね」

　黒河社長は企むような顔をして、私を見下ろす。

「もうっ……」

「そうそう、美羽と久美の違いを、箇条書きでファイリングしてあるんだ。スリーサイズ、嗜し好こうやクセ、その他いろいろ」

「えっ」

「眼鏡していなくて、見えない？」

　バツが悪く固まっている私のそばで、黒河社長が取り出したのは、手帳だった。ペラペラとめくって、あるページで手が止まる。

　そこには美羽と久美の違いが書かれていた。

「健康診断のチェックでは裸眼でＯＫだったはずだし、パンプスのヒールは高めの物を好んだ。コーヒーの淹れ方も違うし、ソーサーに載せたカップを、すっと引き出すタイミングも。生け花を好まず、社長室はいつもシンプルにしていた。好き嫌いがはっきりしていて、〝ノー〟と言う彼女はてこでも動かない。秘書室から席を移動することも拒んでいたはずだ。僕が求めても嫌なら嫌と、はっきり言う」

　そんなところまで……結構いろいろ見られていたんだ。香水とかもつけないようにして、服装もなるべく合わせてたのに。じりじりと追いつめられて、私は閉口するばかり。

「僕がわからないとでも思ってるのか？　ほかにも、辻つじ褄つまの合わないところがたくさんある」

「うっ……」

「ただ、僕は盲目すぎた。久美を理想の女神のように思っていて、中身をよく見ようとしなかった。その点は認めるよ」

　黒河社長はほんのり頬を染め、バツが悪そうに言う。

　彼が不器用な人だということは、私もそばにいてわかった。

「ランジェリーの趣味も違う。プライマリーに勤めているんだったら、そこに気を回さないと。久美は赤や黒など、大胆な色やデザインを好んだ。君は白やピンク、清楚な物が好きだろう？」

　言い当てられて、言葉に詰まる。

「真剣な話をしよう。君が美羽だというのはもうわかった。こうして愛し合うなら、僕だけが知っていればそれでいいことかもしれない。けれど、世間ではそれは許されない。わかるね？」

「……はい」

　急に彼が社長の顔に戻ったので、私も身を引きしめる。

「この件はしっかりと考えよう。君は明日も同じようにそばにいてくれたらいい。まずは森重に伝えよう。彼はこのことを知っているんだろうから」

　ちらりと一瞥され、私は肩をすくめる。

　明日からのことを考えて不安を覚えると、黒河社長にぎゅっと抱きしめられた。

「僕が味方なんだから、君は何も恐れることはないよ」

　それは何よりも心強い言葉だった。

　でも、やっぱり不安だ。

　私が、社長の足を引っ張るようなことになってしまったら……。










16．いつも通りの朝




　翌日は、いつも通り出社した。九時になり、秘書室を出てエレベーターへと向かう。資料を抱えて乗り込み、ボタンを押そうとすると、藤崎専務の姿が見えたので、「どうぞ」と声をかけた。

「ありがとう」

　専務のフロアの四十二階を押すと、エレベーターは音もたてずに上昇し始めた。

　いつもと変わりのない光景にホッと胸を撫で下ろしつつも、後ろに藤崎専務がいると思うと、なんだか落ち着かなかった。

　彼は無愛想で威圧感があり、怖くて話しにくいのだ。藤崎専務は『雪中花』でのことを知っている。あの場で黒河社長が婚約に待ったをかけたのを見ているのだから、『何かあるんだろう』と内心思っているに違いない。

　沈黙に耐えきれず、話題がないかと探していると、先に専務から声をかけられた。

「なんだか疲れた顔をしているね。黒河社長のお世話係は大変だろう。君にずっとべったりだからね」

　微妙に嫌味っぽく感じたけれど、私は笑顔でかわし、それとなく話を流す。

「先日は箱根までお疲れさまでした。ＣＥＯの前で緊張してしまいました。素敵な方ですよね」

　秘書は、社長や付いている重役の悪口になるようなことは言わない。たとえほかの重役がそれを口にしても、乗せられてはいけない。これは久美ちゃんから教えられている。

　特に話が弾むこともなく、会話は終わってしまった。そういえば、黒河社長は森重さんに相談するって言ってたけど、どういう話をするのだろう。

「大丈夫かい？　思いつめた顔をしてるけど」

「え？　すみません。なんでもありません」

「あのあと、帰りの車の中でＣＥＯはとてもがっかりしていたよ。おめでたい話を聞きたがっていた」

「ええ……いろいろあって」

　早く着いたらいいのに、と内心思いながら振り返ると、藤崎専務は息がかかりそうなくらい近くに立っていた。

　なんだか嫌だ。ビクリと震えてしまったのを悟られないように、前に向き直って手早くボタンを押す準備をする。

「ついでにひとつ聞いていいかな？」

「な、なんでしょうか？」

　嫌な感じだ。後ろから覆いかぶさるように近づかれて、警戒心が募る。怖くて振り向けない。

「君は一体、誰？」

　耳のすぐ後ろで問われて、ビクッとした。私はまるで喉を押さえつけられたかのように、声が出なかった。

「君は花村久美じゃない」

　ゾッとするほど低い声が耳に響く。

「な、何をおっしゃっているんですか？」

　動揺して声が震えてしまう。

「そう。残念だな。もっと詳しいことを聞きたかったけど、また今度、時間のある時に声をかけさせてもらうよ」

　私はごくりと喉を鳴らす。

「あ、私が君にこうやって聞いたことは、社長にはくれぐれも内密に。いいね？」

　藤崎専務はニヤリと口端を上げた。

　エレベーターが四十二階に到着する。

　私が何も言えないでいると、彼は私の髪をさらりと撫で、そのまま執務室へと向かっていった。

　私はゾクッと身震いした。

　嫌……黒河社長以外に触れられたくない。それに、黒河社長に言うなって、どういうこと？

「……やだ」

　……怖い。ゾクゾク悪寒がする。苦手だと思っていたけど、藤崎専務がああいう人だったなんて。

　社長室の前に立って、ひと呼吸する。

「……失礼します」

　眼鏡のフレームを押し上げて嫌な気分を振りきり、社長室に入る。

　すると、デスクで真剣に書類に目を通している黒河社長がいた。

「お疲れさまです。黒河社長」

「あぁ、ご苦労さま」

　視線さえこちらへ向けられないくらい忙しそうなので、伝えなくてはならないことをまとめた手帳を開いた。

「ジュエル・ランジェリーに関する取材の件で、広報が打ち合わせたいそうです」

「わかった。この書類を確認し終えたら連絡を入れるよ。それより、何か元気がないみたいだね」

　やっと顔を上げてくれて目と目が合うと、胸が勝手にドキリと跳ねる。

「いえ、大丈夫です。ひどい顔をしてますか？」

　さっき藤崎専務から言われたことが頭から離れない。黒河社長に言ったほうがいいだろうか。でも、そのことが原因で何か大変なことが起きたら……。

「こっちへおいで」と手招きされ、黒河社長のそばに行く。

　もう慣れた行為なのに、どうして前よりドキドキするんだろう。彼は私の眼鏡のフレームに触れてから、頬にキスをした。

「いや。そんなに気にするほどではないけどね。フレームが少し曲がっている。前から気になっていたんだ。その眼鏡を直しておいで」

　優しく微笑みかけられ、私も笑顔で「はい」と頷く。

　ドキドキの度合いが、前よりもずっと強くなったのは、黒河社長の前で偽らなくてよくなった反動かも。ふたりきりなら素直な私でいられる。

「今日、帰りにここに寄ってくるといいよ。好きな物を選んで」

　黒河社長はそう言って、とあるジュエリーショップのショップカードを渡してきた。

　私は思わず、カードにじっと見入ってしまう。

「どうした？」

「あっ……いえ。でも本当にいいんですか？　私のために」

「君のために何かしたくなるのは、僕のワガママのひとつ。だから叶えて」

　熱っぽい瞳で見つめられ、その情熱が胸の中をじんわりとさせる。

「……はい」

　私にノーと言わせない言い方をするなんてズルいと思いながら、唇を尖らせると、彼は戒めるように言った。

「そんなキスしてほしそうな顔、ほかではしないことだ」

　彼に見つめられて、幸せな気持ちが胸に広がっていく。私は私のままで、黒河社長と向き合っていきたい。

「そんな顔……しません」

「それで、今夜は遅くなるけど大丈夫かな？　帰りは君ひとりでも、運転手を呼んでくれてかまわないよ」

「どちらへ？」

「ああ、仕事に関することじゃないが、ハウエル副社長と約束をしている。たまには付き合いも必要だからね」

「そうですか。わかりました」

　がっかりすると、顔に出てしまっていたようで。

「寂しい？」

　試すように聞かれて、頬が熱くなる。

「そういうわけじゃ」

「なるべく早く帰るようにするよ」

　顎をすっと引き上げられて、吸いつくようにキスが落とされる。一度だけじゃなく、優しくついばまれる。

　黒河社長が、私のことを好き……だなんて、まだ信じられない。

　ドキドキして見つめたままでいたら、黒河社長はまたいじわるな顔をして言った。

「そんな顔で見ていると、ひどい目に遭うよ」

　不意に抱き寄せられて、彼の胸の中にすっぽりと収まった。

「誘うのは、僕が帰ってからにして。以前にも増して理性が利かなくなってる」

　黒川社長が忙しいのはわかっているけど、こうして彼の腕に包まれていると、一緒にいたい気持ちが高まってしまう。

「明日は一緒に夕食を食べられるといいな」

　そう呟くと、黒河社長は腕を離して、目を細めた。

「心配事があるなら、すぐに連絡してくれていい。仕事のことでも、それ以外でも」

「はい。わかりました」

　黒河社長は微笑んだあと、テレビの取材のため、部屋を出ていった。

　やっぱり素敵だな、仕事をしている時の黒河社長は。でも、あんなに仕事に追われてばかりで心配になる。甘えたい、甘えさせてあげたい。私といる時だけの素顔を、もっと見ていたい。本当に黒河社長が私を好きでいてくれるなら、もっと恋人らしいことをしたい。

　理性が利かなくなってきているのは、私もだった。私は自分で思っている以上に、欲張りだったようだ。見つめているだけで、よかったはずなのに。

　それから私は、秘書室の手伝いで贈答品などの発注を終えると、オフィスをあとにした。










17．突然の告白




　黒河社長が連絡を入れておいてくれた店は、会社のすぐ近くにある、有名宝飾店『ブリュエル』。ここは、モナコ王室のハイジュエリーを扱う直営店だった。

　ショーケースに並ぶジュエリーの値札の額を見て、なんとなく歩き方も優雅にしなくちゃいけないような感じがする。彼が久美ちゃんにプレゼントしたハート型のと同じ物をこっそり探してみたけど、見つからなかった。

「どうぞ」

　店員さんに案内されてフレームを見せてもらうと、次々に商品を勧められ、いろいろなデザインを合わせてくれた。

「こちらはいかがでしょうか？」

　かけてみると、銀縁のフレームが目元を優しく見せてくれて、控えめのフォルムがしっくりくる。いろいろ見せてもらったけれど、あまりたくさんあると迷ってしまうので、最初にピンときた物、数点の中から選んだ。

　今日私が来店すること、支払いは彼がすることなどの話が、あらかじめいっていたようだ。レンズを加工するまでは時間がかかるということで、後日改めて受け取りに来ることになり、私は店を出た。

「ありがとうございました。またのお越しをお待ちしております」

　店員さんに見送られたあと、腕時計に目を落とすとちょうど十九時半……お腹が空いたので、運転手さんを呼んだ。

　私は相変わらず松濤の家で暮らしている。今日はひとりで夕食をとることにしよう。

　考えてみたら庶務課にいた頃は、皆でランチに出かけたりしていたのに、そういう付き合いもなくなってしまった。

　風が吹きつけて寒いので、ジャケットの襟を立てて、ストールを巻き直した。もう少しでこの辺りもクリスマスイルミネーションで華やかになるだろうなと思いながら、ちょっぴり孤独を感じていた。木を見上げながらポツンと立っていると、どこかで聞き覚えのある声が私を呼び止めた。

　声のするほうを振り向くと、誰かがこちらにやってくる。

　あの歩き方は……菊池くんだ。

　私は久美ちゃんを装って、綺麗に会釈をしたつもりが、ふっと笑われてしまい、首を傾かしげる。

「久しぶり。やっぱり花村だった。従姉の美人さんのほうかなと思ったけど、違った。会社にいた時と雰囲気違うからびっくりしたよ」

「え？」

　……あ、眼鏡だ。それに今日は庶務課にいた時みたいに、髪をシニヨンバンドでまとめているから。

「あ、ごめんね。久しぶり」

　いつもの私、いつもの花村美羽になって答えた。本当、久美ちゃんになったり美羽になったりで忙しい。

「体調のほうはどう？」

　聞かれて、一瞬言葉に困る。そうだ。私に扮した久美ちゃんは、体調不良で有給休暇を消化してから辞めることになっているのだ。

「心配してくれてありがとう。ごめんね、菊池くんには引き継ぎ……とか全部お願いしちゃって」

「いや、いいんだ。それより花村がいなくなって、隣のデスク寂しいよ。今ひとりで買い物中？」

　菊池くんが興味津しん々しんといった風に尋ねてくる。

「ちょっと眼鏡を見てもらってたの」

「へえ。ブリュエルか。結構、高級志向なんだね。昔、彼女にねだられたことあったな。まぁ、今はいないんだけど」

「菊池くんはモテるから、しょっちゅうでしょう？」

　庶務課の中では間違いなく、彼が一番カッコいいと思う。目つきが鋭く無愛想な印象から、最初は声をかけづらかったけど、実際は気さくで話しやすい人だった。

「夕飯は済ませた？」

「ううん。お腹が空いてて、ちょうどこれから食べようと思ってたところ」

「じゃあ、付き合ってよ。ひとりで飯食ってもつまんないでしょ。近くにいいバーがあるんだ。恵え比び寿すだからすぐだよ」

　……せっかくだし、いいよね。

　それからふたりで、恵比寿の『アシュレイ』という外国人バーに入った。菊池くんの友達がここで働いているのだという。

　バーには個室、フロア、カウンターとあり、私たちはカウンターに並んで座った。

「いらっしゃい」

　菊池くんの友達であるバーテンダーの彼に挨拶をすると、彼は菊池くんを茶化した。

「なになに、りょうちゃん、清純系？」

　菊池くんの下の名前、椋りょうって言うんだっけ。

「花村はそんなんじゃない。会社の同僚だよ。いつもの」

　そう頼む菊池くんは、ジンジャーエールとビールを混ぜたシャンディ・ガフ。

　私はアマレット・ジンジャーを頼んだ。

　こちらは杏あんずとアーモンドの甘い香りのお酒。見た目は紅茶のような琥珀色で、レモンスライスが添えられていた。

　乾杯をして口をつけると、さっぱりとした口当たりに頬が緩む。

「同僚って。片想いがどうのって騒いでた彼女？」

　話が見えないでいると、「余計なことを言うな」と牽けん制せいする菊池くん。

「余計な茶々が入るなら、フロアで飲んでたほうがよかったかもな」

　そう不満そうにグラスを傾ける。

「あそこのお客さん、目立ってるね。ものすごい美形に、見た目だけで上質ってわかるスーツ」

　ふたり揃って振り返ると、私は『あれ？』と思って、ずれたフレームを押し上げる。

　……あそこにいるのって、どう見ても黒河社長とハウエル副社長だ。今日ここで飲んでたんだ……。

「あれ、あのふたり……ここで仕事の話かぁ」

　菊池くんも気づいたようだった。

「ううん、今日はプライベートなお付き合いだって――」

　言いかけて、菊池くんと目が合って口を閉ざす。

「え？」

「う、ううん。わ、私のデータでは……」

　そうだ、あんまり詳しすぎるのは不自然だ。

「データ？　はぁ、まだ社長のファン？」

　菊池くんの呆れたような顔を見て、「うぅ」と言葉に詰まる。

　ストーカー根性丸出しみたいなことを言ってどうするのよ、ここで！　というか、どうしよう。訝しげな顔をされてしまった。私は今、どっちでいればいいんだっけ？

　お腹が空いた状態でお酒を飲んでしまったせいか、喉がかっと熱くなる。

　危ない、危ない。余計なことを言わないようにしなくちゃ。

「なんかさ、花村、感じ変わったよな。いや、前もわりと俺は癒やされるっていうか、好きな感じだったけど。だからいないと寂しいっていうか……てか、なんで会社辞めることにしたの？」

　顔を覗き込むようにして、菊池くんは尋ねてきた。

「それは……」

　……えっと、待ってよ。久美ちゃんはなんて説明しているんだろう、変なこと言えないじゃない。やっぱり久美ちゃんのバカ。

　菊池くんが、さらに顔を覗き込んでくる。ドキッとして思わず後ずさると、ショックを受けたような顔をされてしまった。

　なんとなく助けを求めたくなって、バーテンダーさんを探すけれど、ほかのお客さんと話をしているようだ。

　私は答えを待っている菊池くんを見つめ返すだけで、精一杯。

　……ていうか、近いんですけど。

　じわじわ喉が熱くなって乾燥していく。音楽が流れてざわついているせいで、密着しないと声が聞こえない。

「もうひとつ聞いていい？　今、彼氏いる？」

「えっ、ううん……いないけど」

　言った拍ひょう子しに手と手が触れて、テーブルの上で重なった。

「じゃあ、俺と付き合わない？」

　熱っぽく揺らぐ視線に、私は驚いて彼を見る。

「え？」

「あぁ、それ、完全ノーマークだった反応だよな」

「急でびっくりで……そんなこと言われると思ってなくて」

「うん。俺もびっくり」

「びっくりって、何？　自分から言っておきながら……」

　笑って言うと、菊池くんは柄にもなく照れた顔をしていた。

「あー……いや、うん、とにかくそういうことでさ。好きなんだ、花村のこと。だから彼氏がいないなら……どうかな」

　どうしよう。まさか『黒河社長と付き合ってます』なんて、言えるわけないし……。

「菊池くん、ごめん……私、彼氏はいないけど、好きな人がいるの」

「……そっか。好きな人、か」

　菊池くんは自分に言い聞かせるように言って、グラスを傾けた。

　耳まで熱くなっていくのは、アルコールのせいじゃない。条件反射で……なんだか気まずい。

「菊池くん、藤崎専務のこと、どう思う？」

「えっ……藤崎専務が好きなの？」

　菊池くんが意外と言わんばかりに、ショックを受けた顔をする。

「あ、違うの。ただ、どういう印象の人なのかなって。エレベーターで会った時に、こう冷たいような……」

　ゾクッと震えが走った感覚が蘇って、そこで止めると、誰かの肩がぶつかった。『ごめんなさい』と言おうと振り返ると、一瞬で固まってしまった。

「あっ……」

「君……」

　驚いた声を出したのは、黒河社長のほうだった。

「わっと、お疲れさまです。お帰りですか？」

　急にかしこまる菊池くん。

　黒河社長はハウエル副社長にうちの社員だと説明している。

　ハウエル副社長が何やら私のほうを見て、好奇心たっぷりに瞳を輝かせた。

　一方で、黒河社長は……。

　あれ、なんか目が笑っていない。どうしよう。変な誤解をさせちゃったかもしれない。あぁ、どうしよう……私、直前まで何してたっけ。さっき飲んだお酒のせいで、ぼんやりするし、頬が熱い。菊池くんの顔が近づいてすごく親密な状況だったような。

　ひとりで焦っていると、黒河社長が誰より先に口を開いた。

「菊池くん、実は……彼女に話があるんだ。盛り上がっているみたいで悪いんだが、彼女をこのまま連れていっていいかな」

　黒河社長は菊池くんにそう声をかけて、私のほうを再び見た。

　四人の中に一瞬の沈黙が流れる。

　その後、ハウエル副社長が好奇心に満ちた目で、私と黒河社長を見るから困る。

　そして、最後に菊池くんに一斉に視線が集中する。

「え、はい。もちろんです」

　菊池くんも社長に頼まれては『ノー』とは言えないだろう。肩をすくめて、私に合図をした。

　ひとり楽しげに笑っているのは、ハウエル副社長だ。はははっと勢いよく笑いだし、ひとりテンションが違う。

「美女が帰る代わりに、一杯付き合うよ」

　そう言い、私の代わりに菊池くんの隣に座った。

「もちろん、かわいい社員へのおごりだよ」

「本当ですか？」

　ふたりのやり取りを見ていると、「行こうか」と黒河社長に促され、私は小さく「はい」と返事をするだけ。菊池くんにそっと〝ごめんね〟と手を振って、黒河社長のあとをついていく。

　びっくり……黒河社長は、見なかったフリをしてこのまま帰ると思っていたのに。

　バーを出て、彼はすぐに運転手を呼んだ。待っている間も黙り込んでいるから、機嫌を損ねちゃったのかな……と思うと、眼鏡の話もなんとなくできない。

　しばらくしてロールスロイスの大きな車体が姿を現すと、私は彼に続いて隣に座った。都会のキラキラした街並みが窓の外を通り過ぎていくのが、見える。声をかけづらくて黙っていると、急に頬に手が伸びてきてドキンとする。

「君があそこにいるなんて思わなかった。彼と、今までも？」

　いつもよりとても熱い手。黒河社長もお酒を結構飲んだのかな。

「あの、菊池くんとは……そういうのじゃなくって」

　言い訳しなくちゃいけない仲じゃないのに。菊池くんには確かに……告白されたけど。私だって驚いている。

「じゃなかったら。何？」

　じっと見つめられてドキッとした。

　親指で唇をなぞられて見つめ返すと、運転手さんを気にすることなく彼は唇を求めた。

　ただ重ねるだけだと思ったのに、舌をねじ込められて、熱く濡れた音が車内に響いてしまい、戸惑う。

「んっ……」

　待って、そんなキスしないで……お願い。

　舌を絡められるだけで、身体の奥がジンと甘く痺れていく。私の太腿を撫でながらするものだから、たまらない。突然の快感に溺れながらも、運転手さんと目が合った気がして、黒河社長の胸を押し返した。

　キスに夢中になって、彼のネクタイを握りしめてしまったみたいでシワが寄っている。ドキドキして胸が苦しい。

　彼はまだ私を見つめている。

「早く、本当の君を、僕のものにしてしまいたい」

　熱っぽい眼差しを向けられて、胸の奥がキュンと波打つ。

　そんな瞳で見られたら……何も言えないよ。

「見苦しい嫉妬だよ。ここが車の中じゃなかったら、どうなってたかわからない。情けないな」

　黒河社長は自嘲ぎみにそう言った。

「私……菊池くんとはなんでもないんです。好きなのは、黒河社長だけです」

　これだけは言っておかなくちゃと思って、口を開いた。

　すると黒河社長はようやく微笑んでくれて、私の頭をぐいと抱き寄せた。




　松濤の家に到着して、私はいつものようにリビングの間接照明だけをつけようとした。けれど今夜は、それすらも許されずに彼の腕に抱き上げられた。

　リビングから出て、右手奥のベッドルームに運ばれると、絹の艶やかなシーツが月光に反射してキラキラと輝いていた。

　私はそこへ下ろされ、彼の腕に組み敷かれた。

　黒河社長はシャツのボタンを外しながら唇を重ねて、私のブラウスのボタンも同じように外した。

　貪るようなキスをされ、汗ばんだ肌が密着して、ますます熱くなっていく。私は息も絶え絶えに、彼の胸を押して抗うけれど、重みをかけられて身動きできない。

「あっ、待っ……っ」

「早く……君が欲しい」

　まだ上も半端に着たまま、スカートのファスナーを下ろされ、一緒にショーツに指がかかり、脱がされた衣類はベッドの下にずるりと落ちていく。

「んっ……」

　キスや、身体に触れるぐらいの愛撫しかされていないのに、なぜこんなに感じてしまうのだろう。

　肩からブラウスを引き抜かれ、ブラジャーのホックを外して半端になった胸が揺れる。邪魔な物をよけながら、彼はいつになく性急に私の中に押し入ってくる。

「あっ……黒河社長……っ」

　私は馴染むように彼を受け入れ、夢中でキスを絡め合わせながら、何度も昇りつめていた。

「……美羽、好きだよ」

　黒河社長が切羽詰まったように言って、私を見つめてくる。

　彼の艶めいた表情にドキドキしていた。私で感じてくれている……そんな表情をこうして見られることが、こんなにうれしいなんて。

「……美羽……」

　もっとして……もっとしていい。もっと呼んで……その声で。あなたでいっぱいにして。私のことを欲しがって。そんな欲求が湧き上がって止まらない。

　無我夢中で感じた歓喜の声はひと際高くなり、感情が迫り上がる。

　もう、このまま……とろとろに溶けてしまっていいから――。

　情熱をすべて私に注ぎ込んだあと、彼はゆっくりと私から離れ、首筋に顔をうずめてきた。甘える黒河社長がなんだかかわいくて笑うと、ムッとした彼からの反撃がやってきた。

「何、笑ってるの？」

　耳殻を甘噛みされて、うなじを舐められる。

「あっ……ダメ、……耳のそばで……っ」

　身体は敏感なままで、耳に吹きかけられる甘い声だけで心臓が跳ねてしまう。

「……僕の声だけで感じるなんて」

　クスクスと笑われて、恥ずかしすぎて隠れてしまいたい。

　だけど黒河社長は愛おしむように、私の頬にキスをくれる。

「夢中でこんなことをしたくなったのは……君が初めてだ」

「彼女には……？」

　つい、言ってしまってから口を噤みたくなる。

　黒河社長はかわいがるような目で、私を見た。

「嫉妬がうつったかな？　ごめん。たまらなくなって今みたいなことを……僕のこんなところ、呆れるだろう。抑えようと思っていても、君がそうして受け入れてくれると甘えてしまうんだ」

「いいんです……だって」

「ん？」

「わ、私だって、望んでいたことだったし」

　なんだか、さっきから恥ずかしいことばかり言っている気がする。

「珍しいな。君からそんな甘い言葉を聞けるなんて」

　黒河社長は瞳に甘さを滲ませて、私を優しく腕の中に入れた。

　……不意に、エレベーターで藤崎専務と会ったことを思い出した。

『内密に』なんて言われたけど……。余計な負担になってしまうだろうか。でも、相談しなくちゃダメだよね。

「実は、今日、気になることがあって」

「何？」

「藤崎専務の様子が少し気になっていて……私のこと、何か勘づいているような気がして」

「何か言われたの？」

「『君は一体、誰？』って。何か知っていることがあるみたいな風で……少し怖かったんです」

「わかった。気をつけて見てみるよ。それから、近々、指紋認証システムを導入すると、全社員に説明があったこと覚えてる？」

「はい。健康診断に合わせて、その場で聞きました」

「君が久美として登録してしまうと、後々、厄介なことになるだろう。一生、久美のままでいるわけにはいかないからね。早急に対策を考えなくちゃならない」

「ごめんなさい……本当に無責任なことをしてしまいました」

「悪いのは、気づけなかった僕だよ」

「そんなっ。黒河社長には、ひとつも悪いところなんてありません」

「とにかく考えよう。僕も、ちゃんと美羽を愛したい。それができないことが、はがゆくて仕方ないんだ」

　早く、早く……気ばかりが焦っていく。

「今の私だって、美羽です」

　その場しのぎにしかならない言葉でも、自分の気持ちを知ってほしくて、私はそう告げた。

「うん、わかっているよ。けど、君だってそうだろう？　素性を隠したままじゃなく、ありのままの君に、愛してる、そう言いたいんだ」

　黒河社長の気持ちが……ただ、ただ、うれしくて。今まではいつ正体がバレるか不安だったけれど、今は『久美』という名前のフィルターを、一日でも早く引き剥がしてしまいたかった。

　早く、早く、一秒でも早く……。










18．プライマリー




　今まで黒河社長がコーヒーを飲むのは、オフィスに到着してからだった。

　私は彼に合わせて給湯室で飲むことが多かったけど、今朝は起き抜けに甘いコーヒーを飲みたくなった。なんとなく落ち着かないのをすっきりさせたくて、キッチンでコーヒーマシンをセットした。

　マンデリンの芳ばしい香りが漂ってくる。

　シンクの脇にマグカップをひとつ置いて注ごうとすると、不意に後ろから手が伸びてきて、もうひとつマグカップがコトンと置かれた。

「一緒にゆっくりしてから行こう」

　見上げると、黒河社長がニコリと微笑んで言う。

「はい」

　こうして朝一緒に家でコーヒーを飲むのは初めてのことだった。

　夜しか使わなかった、お揃いのマグカップがふたつ並んでいるのを見てうれしくなる。頬を緩めると、今入れようとしていたブラウンシュガーよりも、甘い口づけが重なった。

　ふたりで、それぞれ立ったままマグカップに口をつける。

「最初の頃、君が淹れてくれたコーヒーの味を思い出すよ」

「渋くて苦い」……顔を見合わせて言い合う。

　ぷっと噴き出して笑うと、黒河社長もうれしそうに微笑む。

「そういえば……眼鏡は気に入った物、見つかった？」

「はい。来週にはでき上がる予定です」

「そっか。楽しみにしてるよ」

「私は、眼鏡をかけていたほうがいいですか？」

「どうして、そう聞くの？」

「それは……好みとか、あるじゃないですか。す、好きな人の……」

　言ってて恥ずかしくなってくる。あんまりじっと見ないでほしい。

「君なら、なんでも。そう言ってほしくて聞いてる？」

　いじわるな顔をして、黒河社長は笑う。

　私はそのつもりじゃなくても、反動で顔が熱くなってしまった。私に向けられる優しい微笑みに幸せを感じながら、穏やかな朝に感謝した。

　久美ちゃん、私……入れ替わったことで久美ちゃんを責める資格ないね。こんなに彼のことを好きで、そして好きでいてもらえる未来を交換してもらえて。もっと感謝しなくちゃいけないくらい……。




　その日の午後、新ブランドコレクションについての取締役会議を終えたあと、黒河社長は前から決まっていた、一週間のスイス出張に行く予定だ。

　私は出張中のスケジュールを彼に伝えるため、社長室に向かうエレベーターへと急いだ。

　すると、そこにエレベーターを待つ藤崎専務の後ろ姿が見えた。

　途端に、私の足が石せっ膏こうで塗り固められたみたいに動かなくなる。

　彼が振り返る前に立ち去らなくては、と衝動的に動いた私に、「君」と声がかかる。会議の間も彼と視線を合わせないようにしていた。彼にはできるだけ近づかないようにしていたかった。

　けれど今はほかの社員の目がある。あからさまに避けてしまうわけにはいかない。

「さっきの会議資料を作ったのは君？」

　不穏な空気を感じながら、私はすぐに謝罪した。

「はい……そうですが。申し訳ありません。何か不手際でもありましたでしょうか」

「少しね」

　資料に挟まれて写真がいくつか見えた。

　私はそれを見た瞬間、血の気が引いた。

　私と黒河社長……それから、久美ちゃんと黒河社長、それぞれが並んでいる。

「これらの写真に写っている女性の見分けがつくのは、君ともうひとりの君しかいない。それから、社長と僕ね」

　薄く笑みを浮かべた藤崎専務に、ゾクッとする。

「それをどうするつもりで……」

「さあ、どうしようかな。まず、じっくり話を聞かせてほしい。社長秘書がこんなところで、ほかの役員に叱られていては格好が悪いだろう」

　エレベーターのほうに目をやる。

「次の業務に差し支えのないように、お願いします」

「それも君の返答次第だね」

　エレベーターに乗り込んで、四十二階に向かう。

　専務室のフロアに着くと、私は藤崎専務に従い、彼の執務室に入った。

　テーブルの上に並べられた何十枚もの写真。いつの間に撮られていたのだろう。

「よくやるものだ。君はしょせん、入れ物でしかないってことだよ」

　藤崎専務は見下したように言い、デスクの上にあった万年筆を手に持った。そして警戒している私のほうへわざとゆったりとした歩調で近づき、私の胸の谷間へ万年筆を突つきつけて、いやらしくつっとなぞりながら続けた。

「………っ」

「……社長がどうなってもいいなら別だけどね。この写真が社内の人間にばらまかれて、秘書課の花村久美と庶務課の花村美羽が、故意に入れ替わっていたということが知られたら、事実を知りながら隠していた社長も罪に問われるだろう」

　そんな……黒河社長は何も悪くないのに。

「そうだな。君は、僕と愛人契約を結ぶんだ」

　狂気をはらんだ表情を浮かべ、藤崎専務はふっと耳元で吐息を漏らす。

　ゾワリと身の毛がよだつ。

　……今、なんて？

「聞こえなかったのなら、もう一度言おうか」

　……愛人になれ、って、どういうつもりで？

　私は青ざめたまま、ただ藤崎専務を見つめ返すだけだった。

「そんなこと、できません」

「ノーなら、社長は失脚だ。そして君がこのことを社長に告げた時点で、僕は問題提起する。返答の期限は……一週間。僕のスケジュールなら秘書室で確認してもらえばいい。言っておくが、私が知っているのはこれだけじゃない」

　一体、何を知っているというの？　胸の奥がざわざわする。怖い……。

「これだけじゃないって……どういうことですか」

「聞こえていなかったのかな？　愛人契約が先だ。なんなら今ここで？」

　私は唇をぎゅっと噛みしめて、首を横に振る。

「仕方ない。まずは期限について、イエスかノーか」

　ドアのほうへ目をやり、隙をついて逃げようとする私の前に、彼は立ち塞がった。

「答えを聞くまでは、君をここから一歩も出さない」

　再び、私の胸の谷間に万年筆を突きつけ、ブラウスのボタンが引きちぎられそうなほど力が強く加わる。

「わ、わかりましたから、放してください……」

　私はねっとりとした彼の視線に耐えきれず、イエスと告げて出ていくほかになかった。ドアノブをつかんで思いきり逃げ出した。

　ヒールが絨毯に埋もれて絡まりそうになるのを抑えて、エレベーターへと逃げ込む。息が切れる。心臓がドクドク鳴って苦しい。

　……どうしよう。愛人契約だなんて。あの写真でどうやって入れ替わりをバラすつもりなの？　何をどこからどこまで知っているというのだろう。

　私はこのことを誰かに相談するなら、森重さんしかいないと思った。

　秘書室へ立ち寄り、悩みながらノックをして入ると、森重さんは私の様子を察知したのだろう。彼のほうから先に口を開いた。

「この頃、藤崎専務と何かありましたか？」

　森重さんに追及されて……私はなんて答えていいのかわからなかった。『愛人』という文字が頭の中でぐるぐる回る。そして見せられた写真の数々……。藤崎専務は、『知っているのはこれだけじゃない』と言った。

「しっかりして、惑わされないことです」

　私はハッとして、森重さんを見た。

「森重さんは、やっぱり何か知って……？」

　眼鏡の奥は否定も肯定もしない。

「社長に相談しましょう。それが一番いい」

「だ、ダメです……今は、できないんです」

「彼に、入れ替わりの事実を知られ、あなたはそのことで脅されましたか？」

　森重さんが声を潜めて言う。

　私は藤崎専務が近くにいないことを確認して、小さく頷くだけ。

「困りましたね……」

　しばらく互いに黙り込み、森重さんは重たい口を開く。

「彼が脅しをかけたことは、こちらにとっても証拠になるわけですから。駆け引きが必要でしょうね」

「そんな……」

「詳しいことをここで話すのは危険です。今夜、君は社長を見送る。そのあと、一緒に食事でもしましょう。社長へは私からうまく説明をしておきます」

　森重さんは優しく言ってくれたけれど、不安はどうしても拭えない。もしも、このことが黒河社長に悪い風に動いてしまったら……。

「決して自分を責めないことです。出張前は明るくお見送りを。いいですね？」

「はい……」

　今回の問題は、黒河社長に相談するわけにはいかない。私の様子がおかしいことを悟られてもダメだ。彼を気持ちよく見送ってあげなくては。

　私は深呼吸をして社長室のドアをノックした。

「失礼します」と言って入ると、黒河社長は私が準備しておいた資料を揃えて、腕時計の確認をしていた。

「今夜、出発ですね」

「あぁ。いろいろ準備をありがとう。慣れない君がここまで手配してくれて、正直驚いている。感謝してるよ」

　黒河社長はいつもそう言ってくれる。

「私こそ、たくさん感謝しなくてはダメですね……黒河社長のおそばで仕事をさせていただけること」

　厚手のコートとマフラーを渡す。

「スイスはこちらよりもずっと寒いです。お気をつけて、行ってらっしゃいませ」

　私は黒河社長が好きで……。そばにいられることなど夢のようで。好きでいてくれて愛してもらえることなど、あるはずのない未来だった。だけど、この気持ちを優先することで彼に不都合なことが起きるのなら、後悔してもしきれない。

「どうして泣きそうな顔をするの？」

　社長のほうこそ、泣きそうな顔をしている。

　それが、ますます悲しい。

「ただ、寂しくて」

「……うん」

　優しいキスが降ってくる。

　ぎゅっと抱きしめてくれる力強い腕の中で安あん堵どを覚え、離れがたくなる気持ちをそっとほどく。

「お見送りします。空港までの車が間もなく来ますから。それで……ロビーまでご一緒してもよろしいでしょうか？」

「もちろんだよ、ありがとう。それから、戻ったら君とこれからのことを話したい」

「……はい。待ってます」

「美羽」

　腰を引き寄せられ、「もっと」と唇を求められる。黒河社長の大きな手が私の頬を包んで、私は愛おしげに重ねられたキスに目をつぶる。束の間でも、彼をこうして感じられることがうれしい。

　名残り惜しむようにゆっくりと離れてから、黒河社長は私を見つめ続けた。

〝愛してる〟

　その言葉を伝えるのは、誰からも認められる本当の美羽になってからだ。お互いが暗黙の了解のように、この頃、口には出さない。

「……社長、時間が」

　そんな瞳で見られると見送れなくなってしまう。

「わかってる。留守をよろしく」

　ロビーで黒河社長を見送り、それから秘書室へ行くと、森重さんが待っていてくれた。「食事をしましょう」と言ってくれた森重さん。向かったのはレストラン……ではなく、意外な場所だった。




　代官山のオフィスを出て向かったのは、ひと駅ほど先の中なか目め黒ぐろ界かい隈わいだった。それもレストランではなくマンション。

　食事をするのかと思っていたので疑問を感じ、森重さんに聞いてみた。

「ここは……？」

「私の住んでいるマンションです」

　森重さんはこちらも見ずに淡々と言う。

「どうしてここに？」

　さりげなく聞くと、森重さんはようやくこちらをちらっと見て、わずかに目元に笑みを浮かべるだけ。

「マンションにいるのは、私ひとりではありません。会ってほしい人がいるんです」

「え、誰ですか？」

　私の問いかけに森重さんが答えることはなく、私はオートロックを解除したドアの向こうへと案内される。

「さあ、どうぞ」

　エレベーターに乗り込み、目的の階で降りると、部屋の前に行く。

　玄関を開けられて、なんとなく緊張して入ると、女性ものの靴が綺麗に並んでいた。

　森重さんはまだそこに誰がいるのか教えてくれない。

　靴を脱いで揃えて、ベージュ色のスリッパを履はく。２ＬＤＫくらいの部屋の中、リビングに案内されても誰かの姿は見えない。森重さんの人柄を表すようなシンプルな白い空間、オフホワイトのソファの上には女性ものの膝かけがある。

　不意に森重さんと目が合うと、彼はベッドルームらしき部屋のほうへ向かった。

　……そこに、誰かがいるということ？

「お客さんを連れてきました。つらいなら、そこで話してもいいと思いますよ」

　森重さんが誰かに声をかける。でも応答はない。一体、誰が……だんだんと湧き上がる疑問が確信へと傾いて、私はあっと息を呑んだ。

　もしかして……と私もベッドルームの入口へと歩いていく。ネグリジェを着た長い髪の彼女が横たわっていた。

「久美ちゃん!?」

　白っぽいパジャマを着て、青白い顔をした久美ちゃんが、のっそりと身体を起こして額に手を当てた。

「……美羽、どうしてここに？」

「『どうして』って、私のセリフよ。あんな電話しておいて、どこにいるかも教えてくれないで」

　ここに、かくまわれていたということ……？

　久美ちゃんを気遣うように抱き起こした森重さんの、彼女への眼差しを見た時、それだけじゃない、と察した。

「どういうこと……なの？」

　久美ちゃんが咎めるように、森重さんを見る。

「私から話してもいいかと思ったけど、直接君から話したほうがいいと思ったんだ。今後のためにもね」

　森重さんに諭さとされても、久美ちゃんは言いづらそうにしていた。いつもの勝気で、はつらつとした雰囲気は微塵もない。

「何から説明していいのか……少し待ってくれる？　今整理するから。もっと前に話すべきだったわ。ただ、美羽には知られたくなかったの。けど、美羽にしか頼めなかった……ごめんね」

「つわり……ひどいの？」

　久美ちゃんは最後に会った時よりも痩やせていて、手首がほっそりしている。

「うん。八週目に入ってから、それまでが嘘みたいに具合悪くて。横になっていると楽なんだけど」

「じゃあ、無理に身体を起こさなくていいから」

「平気よ。眠くて仕方ないだけなの。このままじゃ寝たきりになってしまうもの。少しだけ、レモンウォーターをもらえる？」

　久美ちゃんが森重さんを頼りきった目で見る。

　ふたりの関係は、私が予想していたよりも親密な気がした。

「わかりました。今、持ってきますから。美羽さんは、コーヒーでも？」

「いえ。いただけるなら、同じ物を」

　森重さんがベッドルームから立ち去ったあと、私と久美ちゃんは顔を見合わせて、それぞれため息をついた。

　しんと静まり返った部屋の中で腰を下ろし、話しかけるのをためらっていると、先に久美ちゃんが口を開いた。

「美羽、怒ってる？」

　シュンとしたように、久美ちゃんは私を見つめた。

「最初は久美ちゃんのワガママにはついていけない、って思った。でも、もっと複雑な事情があるんじゃないかって、思うようになって……。それに私、黒河社長のことを、今は、前以上に……」

「そうね。ずっと好きって言ってたものね」

「それだけじゃないの。今はもっと……愛してるの。久美ちゃんの身代わりでいる間、そばにいられるだけでいい、って願ってた。私だってズルかったの。でも、隠しきれなくて。私、たまらなくなって、黒河社長に本当のことを話したのよ」

「ええ。森重さんから聞いたわ。黒河社長はとても素敵な人よ。美羽のあの気持ちを聞いて、ただの憧れだけで終わるなんてことないと思ってたの。それはいいのよ、そうでなくちゃ、おあいこって言えないでしょう」

「ねえ、お願い。もう何もかも、本当のことを教えて。黒河社長のことが嫌いだなんて嘘でしょう？　それが理由じゃないんでしょう？」

　黒河社長の久美ちゃんへの気持ちを考えると、胸が塞がってしまう。

　彼は、久美ちゃんを理想の女神のように見ていた……と自己完結していた。けれど彼が久美ちゃんのことを想っていたのは事実なのだから。

「ええ。わかってる。だからつらかったのよ。ひどい言い方をするしかなかった。本当はあんなこと思ってないわ」

　いたたまれないような顔をして、久美ちゃんは言った。

　久美ちゃんのその言葉を聞いて、私は少し救われた気がした。

「……話してくれる？」

　久美ちゃんは言いづらそうにため息をついて、腹部へそっと手をあてがった。ベッドルームに森重さんが戻ってくるのを見つめて、久美ちゃんは再び腹部を撫でる。

　……お腹の子の父親は誰だろうか。もしかして、森重さんということ？

　そう考えついた私だけど、返ってきたのは意外な言葉だった。

「私ね、黒河社長との縁談をもらう前……藤崎専務と愛人関係だったの」

「……え？」

　信じられない思いで、私は久美ちゃんを見た。

　……愛人。ショックで何も言葉が出てこなかった。

「驚いたでしょう？」

　久美ちゃんは目を伏せる。

「そんなこと、全然……知らなかった」

　事情があるというのは薄々感じていたけれど、まさか……久美ちゃんが藤崎専務の愛人だったなんて。

「入社して秘書課へ配属された。最初は、私が専務付きの秘書だったのよ。彼には奥さんがいたけど、何もわからない私に優しくしてくれた。それを恋と勘違いして、私のほうからのめり込んでいたかもしれない。でも、彼が奥さんと別れるって言いだした時、私は『違う』って思ったの」

　久美ちゃんはうつむきながら、小さな声で言った。

「久美ちゃん……」

「人の幸せを壊して手に入れるものが、自分にとって本当に幸せなことなのかな、って。それを覚悟して本気で愛してるって言えるのかな、って思って。だから私からサヨナラしたのよ」

　久美ちゃんの声は震えていた。

　森重さんがベッドのサイドテーブルにグラスを置き、私にも同じ物を手渡してくれた。震えている久美ちゃんに膝かけを渡して、カーディガンを背中にかける。

　私はそんな森重さんの行動を見て、彼の久美ちゃんに対する愛を感じずにはいられなかった。

「去年の暮れに藤崎専務とは別れたわ。そして今年の春に、黒河副社長が社長に就任した。私は彼の専属秘書になって、さらに婚約の話を花村からもらった。黒河社長は、私を秘書として認めてくれたし、とてもいいボスだと思ったわ。この人のいる会社は、きっとうまくいく。私は彼に愛されることも、悪くないと思い始めた。美羽の気持ちを……知っていたのにね」

　久美ちゃんが悲しげに言う。

　私の胸の奥がズキズキと痛みだし、深く広がっていく。

「……私は、その時は、憧れてるってことしか伝えていなかったもの」

「そうね。美羽は『おめでとう』って言ってくれた。『憧れの黒河社長と親族になれるなんて、久美ちゃんが誇らしい』って、無邪気にそう言ってたわね」

「……うん」

「そうなれたらよかった。けど、藤崎専務がそれを許してくれなかったわ。愛人関係を再び強要してきた。私は無理やり彼に抱かれて……」

　森重さんがなだめるようにして、彼の胸に久美ちゃんを寄りかからせる。

　今度は私が目を伏せる番だった。ただ、黙ったままうつむくしかなかった。

「でもね、責められなかった。昔は愛してたんだもん。でも、前までの優しい彼と違った。付き合っていた頃はたとえ許されない想いであっても、せめて、お互いを尊重して思いやっていられたのに、彼は一方的に気持ちを押しつけるようになってきたの。私のせいでおかしくなっちゃったのよ、きっと」

「黒河社長に相談すれば……そうすれば」

　久美ちゃんがつらそうに首を横に振る。

　私はその時にピンと感じた。

　森重さんと目が合い、さっきまで黙り込んでいた彼が口を開いた。

「そう。美羽さん、あなたが今、藤崎専務から命じられているのと同じ状況だったのですよ。ボスには相談することができない。奥さんと和解してもとさやに戻ると思われた藤崎専務は……結局離婚しました。専務はどちらも失ったんです。その後、嫌がらせが続きました。私は久美さんの力になれるように室長として支えるつもりで、ストーカー行為から守るように、彼女をこちらに寄せたんです」

「藤崎さんは前から美羽の存在を知っていて、見分けもついていたから、美羽が私の身代わりになっても、美羽をストーカーすることはないと思ったのよ」

「ストーカー……」

　私はとんでもないことが起きていたのだと知って……愕然とする。

「このことは社長に一切、知らせていません。それが私たち秘書の務めですからね。けれど美羽さん、あなたは違う。社長は、あなたを本当に愛していらっしゃる。だから、相談すべきと言ったんですよ」

「まさか、美羽にまで、あの男……」

　久美ちゃんが青ざめた表情で震えると、森重さんがぎゅっと抱いた。

「ねえ、今、久美ちゃんのお腹にいる赤ちゃんの父親は……」

「わからないの。藤崎さんの可能性もあるわ。脅されて、拒めなくて……」

　あまりのショックで目の前が真っ暗になる。

「混乱しないで聞いて。美羽、こういうの嫌かもしれないけど、誤解を避けるためにもちゃんと言うわね。黒河社長はきちんと避妊をしてくれていたわ。だから、彼じゃない」

　久美ちゃんは、私を気遣うように言う。

「それは……別に、お付き合いしていたんだし……でも、そんなんじゃなくって」

「でも、父親かもしれない人は、ほかにもうひとりいるの」

　久美ちゃんはそう言って、私を見つめてきた。

「えっ、どういうこと？　黒河社長と藤崎専務と……あとひとりは？」

　藤崎専務と愛人関係にあった久美ちゃん……許嫁として黒河社長に認められて、それに嫉妬した藤崎専務から身を守るために、森重さんのところへ……。それで？

　私は森重さんを仰あおぎ見た。

　ずっと話の行方を見守っていた彼は、ようやく口を開いた。

「放っておけなかったんです。見ていられなかった。私はずっと見守っていて、なんとか力になりたいと思っていた。彼女のことが好きでしたから」

　こんな風に切々と語る森重さんを、初めて見た。それからこんな、怯えて苦しそうな久美ちゃんのことも。

「久美ちゃんは今、森重さんを想ってるの？」

「……ええ。黙っていてごめんなさい。美羽だったら黒河社長のことを好きだし、ちょうどいいみたいな言い方でしかお願いできなくて」

　久美ちゃんは本当に申し訳なさそうに言い、すすり泣いた。

　私は初めて知った彼女の本当の事情に、ただただ……愕然とするばかりで。そして、もしも久美ちゃんのお腹の子供が、黒河社長との子だったら、どうしたらいいのだろうと考えている自分に嫌気が差した。

　久美ちゃんが苦しんでいた。私は何も知らなかった。ただ……黒河社長に愛される幸せを、早く手に入れたいと勝手なことばかりを願っていた。

「美羽さん」

　森重室長に声をかけられて、ハッとする。

「ご、ごめんなさい。驚いて……混乱してて」

「今夜は、社長は不在です。あなたに何かあったら心配ですから、ここにいてください。明日は一緒に出勤しましょう」

「わかりました」

「それから、社長にも、すべてを話せる時期がきたと思っています」

　同調を促すように、森重さんは久美ちゃんを見て、彼女は頷く。

「こんな言い方は語弊があるかもしれない。けれど、美羽……あなたが身代わりになってくれて、黒河社長を愛してくれて、よかった。もちろん、美羽が今、本当に黒河社長のことを愛しているのなら、黒河社長を騙していたことに対して、罪悪感を抱かないでほしい。すべて、私のせいなんだから」

「久美ちゃんのせいじゃ……ないよ」

　涙が込み上げてきて、私は喉の奥を詰まらせた。私が泣いてどうするのだろう。

「ありがとう。いつだってなんだかんだ言って、美羽は私の味方だった」

「だって昔からそうだったのよ。いつだって、本当の姉妹のように一緒だったじゃない」

　久美ちゃんは優しく微笑んで、そして深いため息をついた。

「藤崎専務は、私が妊娠していることを知らない。もしも知られたら……今はそれが怖いの……だから、こうしていさせてもらっているのよ。花村の母へは、本当のことを打ち明けるわ。美羽のママへもね。お祖父さまはきっとカンカンね。でも、今となっては、それどころではないわ。赤ちゃんを……守らないと」

　そうだ、大事な命がここにあるのだから。久美ちゃんがこのことを一番隠したい相手は……藤崎専務だったんだ。それもお腹の赤ちゃんを守るために。そう、すべては大切な人を守るための嘘だったんだ。

「万が一、藤崎専務との子であっても、私は変わらずに久美さんを愛して、同じように子供のことも、愛したい。そう思ってます」

　ふたりの想いを聞いて、胸の中が熱くなっていく。

　久美ちゃんの目から、大きな涙がポロポロとこぼれていった。泣き虫だった私の代わりに、泣くことを我慢して強がっていた彼女。私を守っていてくれた彼女。時々ワガママだけど、本当は誰よりも強い愛で守ってもらいたかったのかもしれない。

　森重さんならきっと守ってくれる。私はふたりを見つめながら、そう思った。

「黒河社長へは、私のほうから……出張から戻り次第、こちらに来ていただくよう伝えてあります。美羽さん、社長は私以上に、秘書のことをよく見てくださってる。誰よりも、一番に力になってくださるでしょう。だから、きっと大丈夫……」

　森重さんは、久美ちゃんと私を交互に見て、なだめるようにそう言った。

　黒河社長はこの真実を知って、一体どんな顔をするだろう。そして、藤崎専務のこと……愛人契約を突きつけてきた彼の、これからの行動が怖くて仕方なかった。
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　ロビーで美羽が見送ってくれたあと、僕のスマートフォンに秘書室から連絡が入った。相手は室長の森重だった。

　電話に出るなり、彼は『ご相談したいことがあります』と声を潜めた。

『スイスから戻られましたら、ある場所に来ていただきたいのです。詳細は今からメールで送りますので』

　僕が薄々気づいていた、あのことだろうか、と思った。

「……わかった。戻り次第、向かうようにするよ」

　美羽の笑顔が見られない日が続くのは寂しい。美羽も同じように思っていてくれるなら、どれほど幸せだろう。一刻も早く彼女を本当の意味で、僕のものにしてしまいたい。

　後ろ髪を引かれる思いで、僕はスイスのジュネーブへと発った。




　ジュネーブ入りしてすぐ、レマン湖付近のホテルで繊維会社、リッテルとの商談が始まった。社長と一対一で話をしたいと事前に告げていたので、先方にも秘書などはついていなかった。互いに握手を交わし、すぐに本題に入った。

　リッテルは、プライマリーと業務提携しているフェリス・ジャパンとの付き合いは古いが、我が社とはあまり馴染みがなかった。

　しかし僕は、その繊維の魅力に目をつけた。美羽がイギリス大使館のパーティーで着てくれたジュエル・ランジェリーには、必要不可欠だと思っている。

　極薄のシームレスタイプには叶わなかった、目立たずにバストの形を整え、どんな体型にもフィットして、ランジェリーをドレス感覚で着られる物。それにはリッテルの繊維が最適だ。

　僕はいくつかサンプルを並べ、彼もまた同じようにそうした。

「こちらがジュエル・ランジェリーのコンセプトです」

「なるほど。弊社の繊維と相性がよさそうですね。日本人向けとのことですが、これならヨーロッパでもヒット商品になるのでは？」

「ええ。そう睨んでいます」

「社長自らお越しになるということは、よほどの自信作なのでしょう。ぜひご協力できるように動きたいと思います」

「ありがたいお言葉をいただけて、安心しました」

　この商談はうまくいくだろう。そして必ずヒット商品になるだろう。

　好感触を得て、僕はまた美羽を思い出した。彼女のような日本人ならではの、小柄で細身の体型によく馴染む。そのために必要な、安定した形状を保ち、伸縮性がある繊維では、リッテル社製に勝る物はない。

　順調に素材を仕入れることができたら、コレクションで発表するブランドのデザインは僕がやろう。そして、その最初の物を、美羽……君にあげたいんだ。




　一週間で一連の商談を滞りなく終えた最終日、僕はホテルで休む間もなくフライトの時間を確認し、空港へと急ぐ。

　眠るのは飛行機の中でいい。たった一週間が、どれほど長く感じたことか。一刻も早く帰国したい。美羽の淹れてくれるコーヒーの味を思い浮かべながら、目をつぶる。彼女は今、どうしているだろうか。

　不意に、森重からメールが入っていたことを思い出し、確認する。中目黒のマンション……もし僕の勘が間違っていないならば、そこに『彼女』はいるだろう。ようやく真実に触れる時がきて、この綻ほころびを正せば何もかもが解決するのだ。

　そう、僕はすっかり安心しきっていた。




　帰国してすぐのことだった。時計は間もなく午前〇時を示そうとしていた。森重に連絡を入れようとスマートフォンを取り出したところで、着信音が鳴った。かけてきた声の主は、何やら混乱した街の中にでもいるらしく、周囲のノイズにかき消されて何をしゃべっているのか聞き取りにくい。

「なんですって？　もう少し、ゆっくり話してもらえませんか」

『ですから、松濤の黒河さんのお宅に、空き巣が入りましてね』

　……空き巣だって？　美羽は一体どうしているんだ？

「待ってください。同居人がいるんです。怪け我が人などは？」

『同居の方ですか？　どなたもおりませんでしたよ。留守中でしたので、弁護士さんが駆けつけてくださいましてね。あとはご本人に立ち会っていただきたいと警察の方から言われまして。すぐに来られますか？』

「ええ。わかりました」

　電話の主はセキュリティ会社の人間だった。緊急連絡はオフィスの社長室へ入るようになっているが、深夜だったために、代わりに顧問弁護士のウエイルズにコンタクトを取ってくれたようだ。

　ウエイルズは今マンションにいて、警察に協力してくれているらしい。ひとまず森重の件は後回しにして、僕は松濤の家へ向かった。




　家の中に入ると、まるでハリケーンでも通り過ぎたかのように、めちゃくちゃになっていた。

　僕は玄関に戻り、急いで美羽に電話をかける。

『あ、おかえりなさい』

「君は、今どこに？」

『えっと……森重さんからお話、聞いてますよね？　私、今……中目黒のマンションにいるんです。森重さんの家に』

「今、僕は松濤に戻ったところだ。空き巣があったようでね。とにかく君が無事でよかった。すぐにそっちに行くよ」

『えっ……待ってください。黒河社長はご無事で？』

「心配いらないよ。僕はこの通り、戻ったばかりで強盗には遭っていない。今からそっちに向かう。いいね？」

『わかりました』と彼女は答えた。

　とにかく彼女が無事でよかったとホッと胸を撫で下ろす。

「空き巣にしてはひどい。何かを盗むというよりも、腹いせをしているかのような荒れようだ。同居人というのは女性？　ここに行き来をしていた人間は、ハウスキーパーだけかい？」

　警察と話をしていたウエイルズがこちらにやってきて、うなりながら周りを見回す。

「ハウスキーパーは毎回、同じ人じゃないな。あとはケータリングサービスで、中まで通しているのはシェフぐらいだ。彼は信用できる人だよ」

　女性……美羽のことには、今触れるわけにいかない。

　ウエイルズは頭をかきながら、警察と一緒にメモを書きとめる。

　僕はひとまず、今後の捜査にはウエイルズ立ち会いのもと、協力をするということだけを告げた。事件のあとに、第三者の立ち入りを許すのはよくないという、ウエイルズの意見に従うことにし、毎朝来ている清掃会社の人間に断りを入れた。




　中目黒のマンションに着いた時は、とっくに深夜二時を越えていたが、一階のインターフォンから部屋番号へコールをすると、森重の声がした。

　名前を告げると、彼はひと言、『不躾で申し訳ありませんでした』と言った。

　何か事情があるのだろうから、僕は「そんなことはない」と返事をして、部屋の前まで向かった。

　玄関のドアを開けたのは、森重ではなく美羽だった。

「おかえりなさい」

　パッと瞳を輝かせて、美羽が言う。

　飛び込んできた愛おしい存在を抱きしめて、キスをねだる。ためらう彼女の顎を指で軽く押し上げ、確かめるように愛おしい唇を何度もついばんだ。

「んっ……黒河、社長」

「君に会いたくて、何かあったらと思うと……たまらなかった」

　頬を両手ですくい上げ、唇への応酬をやめない。すると咳払いをする声が聞こえ、我に返る。

「まずは鍵を閉めてから、なさってください」

　いつの間にか美羽の後ろにいた森重が、呆れたように眼鏡のフレームを押し上げる。

　美羽は肩をすくめて僕に合図を示した。

「あぁ……すまない。こういうところが、盲目的と言われるのかな」

　玄関の鍵とドアガードを閉めて、ひと息つく。

　コートを受け取ってくれた美羽が、まるでそこの住人であるかのようにスリッパを差し出してくれた。

　こんな時でも世話を焼いてくれるのを眺めると、自分がスイスに行っている間中、ここにいたのだろうと悟った。

「……ありがとう。東京はさほど寒くはないね。向こうは冬一色だったよ。君は、先週からずっとここへ？」

「……はい。黙っていてごめんなさい。出社する時も、森重さんと一緒に。黒河社長がスイスに発ったあと……いろいろな事情を聞いたんです」

「そうか」

　きっと『彼女』はいると思っていた。

　リビングへ通されると、ベッドルームの奥から申し訳なさそうに眉尻を下げて、『彼女』がこちらへやってくる。

　青白く、気分が悪そうなところを見ると、妊娠しているというのは本当のようだ。

「……ごめんなさい。黒河社長。あなたを……騙すようなことを」

　久美の声のトーンを聞いて、僕はまた久美と美羽との違う部分を見つける。久美を見つめて、僕はいかに自分が理想や夢を押しつけていたのか思い知らされた。

「もういいんだよ、久美。僕にも事情を聞かせてくれるね？」

　久美は頷いて森重のほうを見上げ、美羽に申し訳なさそうに微笑む。

　美羽は僕のそばから離れなかった。

「赤ん坊は、今どのくらい？」

「九週目で、つわりがひどい時期なんです。すみません。美羽に身代わりを頼み、嘘をついて、有給休暇を勝手に使ったりして……」

「大事を取ってもらえたほうがずっといい。退職について、少し考えがあるんだ」

　僕は言って、森重に確認した。

「まだ『花村美羽』は退職していない。そうだろう？」

「ええ。正式には。書類は作成されていますが、まだ事務処理には回っていないはずです」

　森重は淡々と答えた。

「そう。ならば、今すぐに決めよう。『花村久美』に退職してもらい、『花村美羽』に秘書課へ異動してもらう」

「……え？」

　美羽は混乱した顔で僕を見た。

「それとも、庶務課へ戻りたいかい？」

　美羽は首を横に振る。

「そんな……都合のいいことがあっていいのでしょうか？」

「だって、罰を受けるのは美羽じゃないわ」

　久美が間に入ってきて、可能ならばそうしてほしいと願い出る。

　僕はもうとっくにそのつもりで考えていた。美羽に事実を追及したあの日からずっと。

「社長、実は、そう簡単にはいきそうにありません。藤崎専務が……美羽さんを脅してきました」

　僕は驚き、美羽は肩をぎゅっとすぼませた。

「それは……いつ？　なぜ、藤崎専務が」

　喉の奥が渇いていく。

「ごめんなさい。黒河社長に心配をかけたくなくて。スイスへ発つ前です」

「彼が美羽について、何か勘づいていたことと、関係があるのかな？」

「はい。藤崎専務は写真を持っていました。久美ちゃんと私が入れ替わった証拠となる写真を。ほかの人には区別がつかないかもしれない。けれど、時系列に並べて説明すれば、誰でもわかると思います」

「わかった。この間、話した通り、とにかく時間がない」

　美羽はこくりと頷く。

　僕は久美に話を急がせた。

「どうしても事情を知りたかった。僕は今……美羽のことを愛してるし、久美を責める気などはない。だからこそ、聞かせてほしい。なぜ入れ替わり、久美は僕を拒絶したのか、その理由を。それに藤崎専務がどう関わっているのか、順を追って説明してほしい。冷静になって考えたいんだ」

　その答えとして久美から聞いた内容は、僕が予想していた事態を遥かに超えていて、再び思い悩んだ。美羽にとっても、耳を塞ぎたくなる内容だったに違いない。

　藤崎専務と愛人関係にあった久美。別れたあと、僕と関係を持ちながらも、藤崎専務に脅され続けていたとは。

　部屋の中には、重苦しい空気が漂っていた。

　久美のお腹の子が僕の子という可能性もある。確かに避妊はしていたし、久美は否定をしたが……それでも絶対に僕ではないと言って、逃げることなんてできない。

「僕は何も知らなかった。君の苦しみに気づかず……受け止めてあげられなかった。理想や夢を押しつけて……申し訳なかった」

「黒河社長には、なんの落ち度もありません。私のほうこそ……どうしても藤崎専務のことを知られたくなかった。いつまでもあなたの理想でありたかったんです。あなたに相談できていたら違ったかもしれない。けれど、できなかった。結局、別の手を頼って……」

「今、君は森重を愛しているんだね？」

「はい……」

　申し訳なさそうに、久美は目を伏せた。

「わかった。藤崎専務のこと、手を打たなくてはならないね」

「それを言うなら、今、彼が執着している相手はきっと……私じゃないわ。美羽が心配です。それから、黒河社長、あなたのことも」

　久美が不安げに言う。

　わかっている。何よりも守りたい……美羽のことを。

　何が一番いい策だろうか……今までと変わらず、秘書として僕のそばに置いておくこと、一緒に暮らすこと以外に。

　僕は森重と、密接にコンタクトを取ると約束した。久美と美羽の件を、もう少し深く考える必要がある。疲れきった顔をしていた久美が心配になった僕は、美羽とともに部屋を出ることにした。

「ゆっくり休んでほしい。今は何もかも忘れて」

「……お疲れのところ、申し訳ありませんでした。黒河社長も、ゆっくりなさってください」

「ああ、ありがとう」

　松濤の空き巣事件のことを言いそびれたが、今はゆっくり身体を休めて、これからのことを考えたかった。




　その後――。

　僕たちはオフィスに近いホテルに宿泊することにした。こんな時間に急だったが、知り合いの支配人に連絡を入れると、すぐに部屋を用意してくれた。

　部屋に入ってすぐにシャワーを浴び、彼女にも促した。

　ようやくすべてから解放される頃には、午前五時を回っていた。

　秋が暮れて冬を迎えようという今、まだ外は暗かった。

「松濤のあの家に空き巣だなんて、びっくりしました」

　濡れた髪を乾かしながら、美羽が言う。

「今夜は戻らないほうがいい。南麻布にコンドミニアムがあるんだが、今はハウエル副社長が使っているからね。僕たちはしばらく、このホテルで暮らしたほうがいいかもしれない。オフィスに近いから、それなりに便利だし」

　あの、めちゃくちゃな部屋を見たら、美羽はショックを受けるだろう。ソファでうとうとしている僕の腕を、美羽はそっと引っ張った。

「ソファでは疲れが取れません。ベッドで眠ってください。今日は午後までお休みになっていいんです。出張明けは会議が入っていませんから」

　ソファにうずもれた身体は重たく、いろいろなことが積み重なりすぎて、疲弊しきっていた。

「君がそばにいるなら、どこでもいい……心からそう思ってる。一日会えないだけで落ち着かなかった」

　僕は彼女の腕を引っ張り返し、彼女の胸に頬をうずめた。バスローブに身を包んだ彼女の肌からいい匂いがする。とても癒やされる。

「……私も。会いたくて仕方なかった」

　細くて華きゃ奢しゃな指が、僕の髪をサラサラととく。

　僕はまるで子供のように甘えきって、そのまま眠ってしまおうかと思ったが、ほかの欲求が熱を持って、それを上回るのを感じた。

「君を抱き上げて、ベッドに運ぶくらいの気力はあるみたいだ」

　大切に彼女を抱き上げ、キスをしながら、ベッドへと移動する。

　僕の腕の中で頬を染めて丸くなる彼女に、ひたすらキスを注ぎたくなる。まっさらなベッドの上で、僕は彼女を求めた。

「美羽……」

「んっ……待って」

　どんなに肌を重ね合わせても、恥じらうことを忘れない彼女は、慎ましくていじらしくて、僕の欲求を激しく煽る。しかし、欲望を優先した一時的な感情ではない。彼女を愛したい、そういう欲求だ。

「……愛したいんだ、君を」

　僕もバスローブを脱いで、一糸まとわぬ身体をぴったり密着させる。熱い肌と肌は、すぐに互いの昂りで湿っていく。

「でも……」

「君が嫌って言うなら、しないよ」

　今夜、あんなことがあったから、無理にはしたくない。だが、こんな時だからこそ、彼女の温もりが恋しかった。見つめ続けていると、ためらうように彼女の瞳が揺れた。

「黒河社長の身体が……心配です」

　美羽に覆いかぶさりながら唇を求め、耳のそばで囁き、うなじに口づけ、首筋に顔をうずめる。

「ダメ……？」

「……ダメじゃ」

「ちゃんと言って」

　彼女の細い腕が僕の背に回り、彼女は震える声で告げた。

「……抱かれたい……いっぱい満たして、いっぱいにして……」

　彼女も同じ気持ちでいる。

　その刹那、僕が抑え込んでいた欲求は弾かれた。柔らかい温もりを味わうように、丁寧に愛し、彼女が満ち足りるまでたくさん啼かせた。

「……美羽……」

　何もかもが柔らかい。

　彼女の濡れた唇が、僕の名前を何度も呼ぶ。

　それがたまらなくうれしい。

「潤哉さん……っ」

　僕は途絶えがちになる理性の糸をたぐり寄せながら、彼女の声に耳を傾ける。甘く色づいた声が僕の耳を濡らした。

　気づけば僕は夢中で彼女を抱き、激しく求めながら、「愛してる……」と何度も声に出していた。本当なら……もっと先の未来に、彼女へのプロポーズとともに言いたかったが、想いはとうに限界を超えていた。

　力尽きたのは僕のほうではなくて、美羽だった。鎮まっていくのを待つと、すうっと眠りに入っていくのが見えた。

　僕は彼女を腕に抱いて、シーツを引き上げる。だんだんと白んでいく朝に目をつぶると、彼女の寝息に誘われ、僕の身体もそのまま眠りへと沈んでいった。




　どのくらい寝ていただろうか。

　ベッドサイドの時計に目がとまり、ほんの一、二時間だとわかると、とても驚いた。隣にいるはずの美羽がいない。

　その代わり、コーヒーのほろ苦く甘い香りが、懐かしく鼻孔をくすぐった。

　重たい身体を引きずるようにして、彼女の行方を捜す。不思議と頭はすっきりしていて、気だるさはあってもシャワーさえ浴びれば、また新しい一日を始められそうだ。

「おはようございます」

　まばゆい笑顔を見せて、美羽が淹れたばかりのコーヒーをテーブルに置き、僕のもとに駆けてくる。

「隣に君がいないから不安になったよ」

　子供のようにすがる僕に、美羽は恥ずかしそうに笑って、頬にキスをくれた。今までの彼女の行動ではあり得なかったことに驚いて見上げると、彼女ははにかんで言う。

「夢を見たんです」

「どんな？」

「結婚式の夢。幼い頃に見た……憧れ。小さな頃は、幸せにしてもらいたいって、そればかりだった。でも、今は……違うなって」

　ふたつ並んだコーヒーカップから、優しい湯気が香り立つ。

　彼女はそれを眺めながら、再び僕のほうを見た。

「好きな人を幸せにしたい、って。黒河社長の秘書になってから、思うようになりました」

「美羽……」

　僕はいじらしい彼女の髪を撫でて、頬にそっと口づける。

　両手で頬を包むと、彼女の潤んだ瞳がたちまち滲んでいった。

「どんな、あなたでも好き。そう言いたくて……こんなに愛しいと想う気持ち……きっとほかにはないな、って。もしも許されるなら、潤哉さんと……一緒に幸せになりたい、って」

　健気な彼女の想いに触れ、胸の奥に塞がっていた過去のわだかまりが、ゆっくりと溶けていく。

「一緒にコーヒーを飲みましょう」と言い、逃げ出していく彼女を、僕は追いかけて後ろからぎゅっときつく抱きしめた。

「……頼むから。先に言わないでくれ」

　僕のほうだよ、美羽。どんな君でも、愛してる。一緒に幸せになりたいんだ。

「だけど、怖い。私……どんどん欲張りになっていくのが怖いの。潤哉さんのことが好きで……離れたくないって……でも、こんな私がそばにいていいのかな、って思うんです」

　僕は震える彼女の肩を、こちらに向かせた。

「……こっちを向いて、美羽。欲張りになっていい。ずっと僕のそばにいて。そう望んでいるのは僕のほうなんだ。君が責任を感じることは何もない」

　美羽が涙をいっぱいにためた瞳で、僕を見る。

　そんな顔をさせたくて、そばに置いたわけじゃない。

　君を守りたい。大切にしたい。そして……幸せにしたいんだ。

　そのために僕がすべきことを考えなくては。










20．過去の綻び




　翌朝――。

　たくさんのことが頭の中でぐるぐると回っている。いろんな人の運命が複雑に絡み合っていると思うと、自分勝手には行動できない。私は、本当に黒河社長のそばにいていいのかどうか、だんだんと自信がなくなってきた。

　空き巣に入られた……と聞いてすぐ、藤崎専務を思い浮かべてしまった。

『君は、僕と愛人契約を結ぶんだ』

『返答の期限は……一週間』

　あの日から、ちょうど一週間が経った。

　偶然にしては、タイミングがよすぎる気がする。

「君にも、しばらくボディガードをつけたらどうかと思ってる。張りつかれていては気分がよくないかもしれないけど……君を守るために必要だ」

　黒河社長は身辺警護を依頼してくれた。彼はこうなったのは、自分のせいだと自らを責めていた。

　でも、私が黒河社長のそばにいたせいで、藤崎専務を刺激してしまったのだと思うと、怖くなった。私はただ、従うしかない。それが彼を守ることにもなるのだから。

　今朝は早くに電話がかかってきて、黒河社長はウエイルズ弁護士とやり取りをしているみたいだ。そんな彼を見ていると、激務の上にこんなことがあったのでは、体調を崩してしまうのではと心配でたまらなかった。

　それなのに私は、心の片隅で……万が一にも久美ちゃんのお腹の赤ちゃんが黒河社長との子だったら、という不安も抱えていた。

　こんな風に考える自分が嫌でたまらない。黒河社長のそばにいたい。だけど、私のせいで……。ダメ、彼の秘書なんだから、しっかりしなくちゃ。

　そんな風に、弱気になったり気を奮い立たせたりを、繰り返していた。

「美羽、今朝もコーヒーをありがとう」

　私はハッとして顔を上げ、彼の微笑みにつられて笑顔を作る。

「オフィスでなくて、起き抜けにモーニングコーヒーを一緒に飲むこと、君が教えてくれて、よさを知ったよ」

「私はただ……」

　気持ちのいい朝を迎えてほしくて、彼がおいしいと言ってくれるコーヒーを淹れてあげたくて……。彼のそばにいられなくなったら、私の存在なんて意味がない。

「そんな顔をしないで。大丈夫だから」

「ごめんなさい……」

　大丈夫、元気を出して、と私が言ってあげなくちゃいけないのに。黒河社長に気を遣わせてどうするんだろう。

「さあ、行こう。会社から近いホテルにしてよかったよ。君とゆっくり朝の時間を過ごせるからね」

　昨晩宿泊したホテルの支配人とは、古くからの付き合いだそうだ。

　私は夜中にチェックインしてしまったことを詫わび、ホテルのモーニングサービスでチョコレートの小箱をくれたドアマンにお礼を言った。

　代官山のオフィスへは十五分もあれば行ける距離だ。確かに松濤の家に戻るよりも、よかったかもしれない。




　それから毎日、ホテルから通勤した。

　期限の一週間を過ぎたのに、藤崎専務はあれから何も言ってこない。

　黒河社長には、藤崎専務に言われたことをすべて話した。

　藤崎専務も慎重に動いているのだろうか。それで、リミットを過ぎても、なかなか手を出してこないのだろうか。

　あんな写真を突きつけて脅してきたからには、次の行動に出るのではないかと不安が大きくなるばかりで、何事も起きないことがかえって不気味だった。

　黒河社長は、一度イギリスに行って、早い段階でＣＥＯに相談をするつもりでいる、と言っていた。

　藤崎専務の解任について検討するのだという。黒河社長は、こういう場面で創業者一族の権力を行使することについて悩んでいた。そして同じだけ公平に、私たちの処分についても考えてもらう……と。

　藤崎専務を解任にまで追い込むためには、脅迫のことも話す必要があり、私と久美ちゃんの入れ替わりの話も避けては通れない。

　黒河社長は打ち明けるまで言いづらそうにしていたけど、私は当然罰せられるべきなのだから、『イエス』としか言えない。ただ澄んだ気持ちで見つめ返すことしかできない。彼に申し訳ないような顔をさせてしまっていると思うと、悲しくてたまらなかった。




　ある日、庶務課の菊池くんから『郵便をそちらに持っていきます』と内線をもらって、社長室で待っていた。菊池くんとは、外国人バー『アシュレイ』で会って以来だった。そういえば告白されたことも、うやむやになったままだ。でも今日は、私は『久美』だから、そのことについては触れないでおかないと、と自分に念を押す。

「お疲れさまです」

　そう言って、菊池くんは郵便物の入ったカートを押し、爽やかな笑顔を見せた。

「いつもありがとうございます。あちこちの部署へ仕分けするのも大変でしょう？」

「ええ。でも仕事ですから。封書のほかに、こちらに小包があります」

　数枚をゴムバンドで束ねた物を差し出してくれ、私はそれを受け取る。

　最後に両手でつかめるぐらいの大きさの小包が姿を見せたのだけれど、説明しかけた菊池くんの表情が、一瞬にして変わった。

「ちょっと待ってください。なんか変だ」

　菊池くんは慌てて郵便カートの中を探る。

「カートの中が濡れているわけじゃないんだな。じゃあ、どこで？」

「え……どうしたんですか」

　私は首を傾げた。

「少しシンナーインキの臭いがして、カラカラ音がするような。さっきはなんともなかったのに。……これは薬品？」

「どうしたんですか？　こんなところで」

　森重さんがやってきて、私と菊池くんの間に立った。すぐに彼の表情も歪む。

「確かに臭いますね。君は、ここに持ってくる前に気づかなかったのですか？」

「申し訳ありません。さっきまでは確かになんともなかったはずなんですが」

「最近、社長の周りで物騒なことが続いているから、まずはウエイルズ弁護士に電話をしなさい」

　私は慌ててウエイルズ氏に電話をした。

『おかしな様子がなければ、そのまま触らずにいてください』

「わかりました。でもシンナー臭いんです」

『換気をして、決して振動させないようにそのまま置いて、避難してください』

　緊急事態のような雰囲気になり、パニックになりそうだったけれど、電話の向こうはとても落ち着いていてくれて助かった。臭いがひどかったので、窓を開けて大事な書類を金庫にしまい、私たちはすぐにその場から離れた。

「花村さん、血が……！」

　封書に血痕がついている。私の親指の付け根が切れていて、血がポタポタと滴っていたのだ。気が動転していて、痛みにも気づかなかった。

　慌ててハンカチを探ろうとすると、菊池くんが先に取り出し、傷口を押さえてくれた。

「あの郵便物の中に刃物が？」

　森重さんが、デスクに置いたままのそれを見て、私のほうを振り返った。

　菊池くんが止血をするように、ハンカチをあてがった部分を強く握ってくれる。結構深くまで切れていたみたいだ。生々しく赤い血の筋が床に落ちていく。

　臭いに意識を取られていた時は大丈夫だったのに、今になって痛みだしてきた。

「医務室に行ったほうがよさそうですね」

　森重さんに言われ、血がなかなか止まらないので、菊池くんはすぐに医務室にコールしてくれ、応急処置をしてもらった。

　その後、警察の人が来て広い会議室で箱を開けると、透明なインキとコットン、その下に乾電池と時計が入っていただけだったという。

　緊張が解けてどっと疲れが押し寄せる中、事情聴取された。

　郵便物のひとつにはカッターの刃が入っていて、差出人は小包と同じ。しかし、その名前も住所もデタラメらしきものだった。

　空き巣事件から日を置かずに起きたことで、悪質な嫌がらせだろう、とその場は片づいた。

　私は洋服に血がついてしまったので、森重さんが用意してくれたスーツに着替えた。

　社内の一部がいまだに殺伐とした空気に包まれ、混乱している中、エレベーターのほうから背の高い黒河社長が見えた。人波をかき分け、私のほうへやってくる。

「君は無事？」

　慌てた様子で、私を確かめるように尋ねてきた。

「実は、郵便物に刃物があって、手を切ってしまいました。今、やっと血が止まったところで」

　説明すると黒河社長の拳こぶしがぎゅっと強まり、私を抱き寄せる。

「怖い思いをさせて悪かった。秘書室の中も安心してはいられないな。念のために病院へ行ったほうがいい。僕もついていきたいけれど、そうはいかない。誰かに……」

　黒河社長は対応に追われている。

　私のそばにいた森重さんが「私が」と口を開く。

　その時、不意に誰かの視線を感じて、ぶるっと震えた。

　藤崎専務がこちらを見て、嘲あざ笑わらっていたのだ。

　ぞっと背筋が凍り、声が出なくなってしまいそうだ。

　黒河社長と森重さんは、気づいていない。

「大丈夫か？」

「平気……です。ただ、ちょっと切れただけで」

「真っ青だ。しっかりして。森重、彼女を頼めるか？」

　黒河社長が心配そうに顔を覗き込んできて、私の肩を抱く手にも力を込めた。

「ええ。ですから社長は心配なさらないで。私に任せていただければ大丈夫ですから」

　森重さんはあくまで冷静に「さあ」と促す。

　私は彼について裏口から出た。

「……ごめんなさい、森重さん。黒河社長のいる前で、動揺したりなんかして」

　がくがくと震える身体を押さえつけるように両腕を抱いて、私は森重さんの車に乗り込む。怖さに震えてシートベルトを引っ張れない私の代わりに、森重さんがロックをしてくれた。

「藤崎専務がいたんですね」

「はい。薄笑いしてこっちを見ていて……」

「忘れなさい。大丈夫」

　森重さんに言われるとホッとする。本当に大丈夫だと思えるような、呪文をかけられているみたいだ。

　ゆっくり暖まっていく車内にホッと息をつき、血を滲ませた包帯をそっと撫でた。




　怪我の様子は、会社近くの総合病院で診みてもらい、医師からは、痛みはあるだろうけど、日常業務には支障がない程度だ、と言われてホッとした。

「傷がたいしたことなくてよかったですね。少し落ち着いたら、戻りましょうか」

　すると私のスマートフォンに着信が入り、森重さんが頷く。

　画面を見ると、相手は黒河社長……ではなく、母からだった。

　電話コーナーに行き、電話に出る。

『美羽、あなた今どこにいるの？　テレビにプライマリーのビルが映ってたから。事件があったって』

　金切声のような声にこめかみを押さえ、私は諭すように告げる。

「お母さん、今、私、病院にいるの。少しトーンを落としてくれる？」

『病院って、怪我でもしてるの？　爆発物のような物があったっていうから。それに、あなたマンションにずっと帰ってないそうじゃないの。管理会社から連絡が入って、驚いたのよ』

「大丈夫よ、落ち着いて。ちょっと指を切っただけよ。マンションのことは……」

　そうだ。黒河社長の家で暮らすようになって、もうすぐ一ヵ月半になる。旅行に行ってました、では済まない。

『とにかくそっちに行くわ。病院名を教えてちょうだい』

「今ちゃんと説明するから」となだめても、『病院』と聞いて気が動転したのだろう。病院名を言うと、慌てて電話を切られた。

　北きた千せん住じゅから向かうと言っていた母を待っている間、森重さんはずっとつき添っていてくれた。

「久美ちゃんの具合はどうですか？」

「なんとか大丈夫。あとは慣れだと言っていました」

「誰にも相談できないで閉じこもってるんだから……心配です」

「人のことよりも自分のことを。君たちふたりは、似ているのは外見だけではありませんね」

　のんびりとした口調で言うので、ちょっと怒りたい気分になった。

「呑のん気きなことを言わないでください。今回のことだって……どうなるのか不安でたまらなくて」

「私が言いたいのは、『大事なことは、〝一番大切な人〟に届けなくては意味がない』ということです」

　森重さんは、言葉を噛みしめるように言った。

「森重さんの一番大切な人は……久美ちゃんですよね？」

　森重さんは静かに頷く。

「今言ったことを忘れないでください。黒河社長も事態が収まりましたら、こちらにいらっしゃるんですから」

「……母には、なんて説明をしよう」

「ありのままを伝えるしかありませんね。いずれこういう日が来ることは、わかっていたはずです。向き合う時が来ているんでしょう。私たちそれぞれが」

　森重さんの言葉は、とても深みのあるものだ。ベテランの秘書として、よく人のことを見ている。

　久美ちゃんは、きっと森重さんの、このミステリアスだけれど、大人の男性として支えてくれる、包容力のあるところに惹かれたんだなと思った。彼となら安心していられる、そんな風に身を委ねていられるのかもしれない。私が黒河社長といる時に、安心していられるのと同じように。

　それからどのくらい経過しただろうか。

　疲労を休めるように目をつぶっていると、誰かの慌ただしい足音が聞こえてきた。

　ロビーのほうから臙えん脂じ色の和服を着た女性が、こちらへ急ぎ足でやってくる。

　私は立ち上がって、母のほうへ歩んだ。

「美羽、一体あなた……とにかく無事なんでしょう？　なんともなかったのね？」

　息を切らしてやってきたかと思いきや、母は私の両肩をつかんで、無事を確認した。

「うん。平気よ。だから、まずは落ち着いて」

「美羽さんのお母さまですね。私、森重と申します。美羽さんに怪我をさせてしまったこと、上司として深くお詫び申し上げます」

　森重さんはそう言い、頭を深々と下げた。

「いえ……ただ、本当にびっくりして。会社の方もご無事で？」

　まだ戸惑っている様子で、母が森重さんに詳細を尋ねる。

「ええ。申し訳ありませんでした。もっと厳しく危機管理をしなくては、と身の引きしまる思いです。私は、社に戻らなくてはなりません。何かありましたら、秘書室までご一報ください」

「わかりました。大変お世話になりました。よろしくお願いします」

「森重さん、ありがとうございました」

　母は頭を下げ、私も同じようにした。

　次に待っていたのは、母からの追及だった。

「美羽、あなた、何か特別な事情でもあるの？」

「少し奥のほうで話をするわ。ここでは目立ちすぎるから」

　私が母にこれまでの経緯を、藤崎専務のことは伏せて、かいつまんで説明すると、母はショックを受けていた。

　スマートフォンが鳴り、私は音量を下げる。黒河社長からだと気づいて立ち上がり、電話コーナーのほうへ急いだ。

『君は今どこに？　まだ病院にいる？』

「はい……母と一緒に」

『そうだってね。森重から聞いたよ。緊急会議を開いたあと、通常業務に戻った。僕もこれから向かうから、そこにいて』

「わかりました」

　私はまだ心配そうな顔をしている母のほうを振り返り、電話を切った。




　十五分くらいして、黒河社長は病院のロビーに現れた。彼にも警護がついている。

「大丈夫だったかい？」

　彼もまた息を切らして、私の無事を確かめるように見る。

「はい。ご心配おかけして申し訳ありません」

「美羽さんのお母さんですね。娘さんに傷を負わせてしまって、申し訳ありません」

　黒河社長は重々しい口調で謝ると、誠意を込めるように頭を下げた。

「黒河さん、大変でしたね。怪我の程度は軽いので安心しました。それよりも、これまでの経緯を聞いてとても驚きました。娘ですら混乱しているのですから、まだ私のほうもうまく……黒河さんとは、美羽の従姉の久美が婚約したと聞いていましたのに」

「ええ……」

「今、ホテル暮らしをされているのだとか。それで都合が悪くなければいいのですが、もし心配なことがあれば、いつでもいらしてください。北千住で生け花教室をしておりますので」

「お気遣いありがとうございます。そのうえでお願いなのですが……このような状況です。美羽さんに関わる皆さまを警備させていただきたいんです。北千住のご住所を教えていただいてもよろしいでしょうか？　『雪中花』のある箱根のほうへもコンタクトを取りたいと思っています」

「まぁ、ほかに……何か大きな問題でも？」

「先ほど、社内会議を開きました。はっきり解決するまでは、まだお話できないのですが……美羽さんの安全のためにもお許しいただけないでしょうか」

　黒河社長は窺うように、そう切り出した。

「もちろんです。こちらこそ頼りっきりで申し訳ありません。美羽をよろしくお願いします」

　母はただただ頭を下げるばかり。

　私は黒河社長にも母にも申し訳なくて仕方なかった。

「レイコ、驚くわね。婚約の席を設けたと言っていたのも、あれは……」

「嘘をついて悪かったと思ってる。あの場にいたのは……私だったのよ」

　本当に信じがたい、と言わんばかりに母は首を横に振るばかり。

　見かねた黒河社長が口を開いた。

「僕は、美羽さんを大切に想っています。とても深く、心から……」

「黒河さん……」

「今はまだ公にできないことが多すぎて、もう少し時間をかけて向き合わなくてはならないのですが、必ず、ご挨拶に伺いますから」

　黒河社長は言って、深々と頭を下げた。

「彼は何も悪くはないのよ。ただ、本当に少し時間が必要なの」

　私はそう添えるだけだった。今はひと言では伝えきれない。

「わかりました……。ただ驚いただけよ。美羽も、しっかりね」

　母は励ますようにそう言い、優しく微笑んだ。

「ありがとう。心配かけてごめんなさい。マンションの管理会社へは連絡を入れるわ」

「ええ、そうしてちょうだい。私はお弟子さんたちが待っているから、行くわね」

「では、ご一緒に。お送りします」

「忙しい社長さんにそうさせてはいけないわ。大丈夫よ、付き人がいるの。じゃあ」

　母は笑顔を見せ、再び頭を下げると、腕に持っていたショールを肩にかけて、出口へと向かう。

　私たちは外まで出てタクシーに乗り込んだ母を見送ると、ホッとひと息ついた。

　黒河社長の大きな手が、私の頬にふわりと触れる。ひんやりとした頬に、とてもあたたかな手。ただそうして触れられるだけで、胸がぎゅっと詰まる。

　彼は私の包帯を巻いた手にそっと口づけ、それから私を包み込むように抱きしめた。

「……必ず、君を守るから」

　黒河社長の声が震えていた。

　今までにないくらい深く、強く、凛とした眼差しを向けられ……だからこそ私のほうが、この気持ちを貫いていいのかと揺らいでしまう。

　私がいることで彼が振り回される。私のせいで……。

　黒河社長の顔が近づく。そっと顎のラインを撫でるように優しく引き上げて、キスをしようとする。

　私は初めてこの日、黒河社長からのキスを拒んだ。

「……ダメ」

「……美羽、どうして？」

　傷ついたような瞳をする彼に、私は声にならず首を振る。自分でもわからない。今どうしてそうしたのか。

「わからないの。ただ……」

　好きなのに。いろいろなことがありすぎて。キスを拒んでも、彼への想いは溢れるばかりで。




　その日の夜、ホテルに戻ったあと、黒河社長は、頑なに心を開こうとしない私をベッドの上で優しく抱いてくれた。息もつかせぬほど、言葉では表現し尽くせない不器用な愛し方だった。

　私は張りつめていた気持ちを手放すように、彼の腕の中で思いきり泣いてしまった。そうすればするほど、彼を追いつめるだけなのに。

　ベッドの中で落ち着く頃、黒河社長は重たい口を開いた。

「君は僕がいると不安定になる。少し離れて……休暇を取ろう。君のお母さんがよければ、北千住のほうへ行ってもいい。警備もさせてもらうから。僕は君に甘えすぎていた。このままだと、頑張り屋な君が壊れてしまう。離れるのは寂しい。何より、君が……」

　黒河社長はその先の言葉を言わなかった。ただ悲しげに微笑んで、そっと優しくキスをした。

「今度は拒まないんだね？」

「嫌いなわけじゃ……なくて」

「うん。わかってる。だから、言うことを聞いて。これは社長からの命令だと思って」

　寂しそうに長い睫毛を伏せて、黒河社長は言った。

　また泣いてしまいそうだったから、私はただ彼の優しさに感謝し、広い背中に腕を回すだけだった。










21．花は野にあるように




　北千住の『花はな茶さ房ぼう』で母は華道教室を開き、生け花を週四回、お茶を週一回教えている。隣にはフラワーショップをかまえ、店内では花器やアレンジメントの道具なども扱い、教室に通わない人も買い物に訪れたりしている。

　花村の本家は箱根の旧家を建て直して旅館を継いだ伯母さん夫婦に任せて、私が中学生になった時に、北千住に六十坪ほどの純和風の一軒家を建てて移り住んだ。

　婿である父は花屋の経営者として、また都内の茶華道連盟の事務長として忙しく、普段はあちこち出張が多いため、あまり家には帰ってこない。北千住に戻った時には、稽古を終えたお弟子さんや生徒さんたちに、自ら亭主となり、夕ざりの茶事をもてなしてくれる。

　私は小さな頃から、お茶やお花が苦手だったから、普通の社会人になって家を出るんだと決めていた。

　おっとりした母ものんびりしている父も反対はしなかった。やりたいことをやれている自分たちが娘のそれを反対するのは違うと思う、とひとり暮らしを許してくれた。

　そう考えると、私も久美ちゃんに負けず、ワガママなところがあるのかもしれない、と今頃になって反省する。

　一週間の休暇をもらっているうちに、慌ただしい師走しわすに入り、街はクリスマスに向けてイルミネーションで彩られ、早くも年末年始の準備が進められているようだ。

　黒河社長、ひとりでどうしているだろう。ホテルで食事をとって……それからちゃんと眠っているのかな。コーヒーを自分で淹れるところなんて想像できない。出社したら別の秘書の子が出してくれているだろうか。

　間もなく夕暮れ、この時間帯になると震えるほど寒い。サザンカ、アイリス、小こ菊ぎくなど、生け花とアレンジメントの教室に用意された花材を手に取り、母はお弟子さんと一緒に、生徒さんについて花のたおり方や鋏はさみの使い方を教えていた。

　二十畳ぐらいの和室を開放し、今日は十五名ほどの生徒を相手に丁寧に説明していた。

「皆さん、茶道の利り休きゅう七則のひとつ、『花は野にあるように』という言葉をご存じですか？　華道にも通じる教えです。生け花は、息吹いている途中で使うのですから、自然にある時のように美しく生けてあげなくては。大切な人への想いを込めて、そっと慈しみ、愛おしむように……」

　私は洋間の座布団を丸めて枕にし、教室の隣の部屋で、母の声を聞きながらうとうとしていた。

　様子は見えないが、声ははっきり聞こえてきて、リズムを取るように鋏が茎を断つ音をたてる。

「茎は針に突き挿すのではなく、針と針の間でとどめてあげてください。枝は……垂直に立てるように生けて、角度をつける時は、そっと押し倒すように。受け止めてあげるように。いいですね？」

　凛とした母の姿勢が目に浮かぶ。一方、私は何かやろうという気にならなかった。家の手伝いをして一日をやり過ごし、思い出すのは黒河社長のことばかり。そうこうしているうちに、ダラダラと一週間も過ぎてしまった。

　黒河社長はいつも、慈しみ、愛おしむように、キスをくれた。

　私は、彼に何をあげられていただろう……。彼の足手まといになるようなことばかりで。そんな自分が許しがたくて、愛してもらえる資格がない気がした。

　だけど、会いたい……。顔が見たい、抱きしめ合いたい。こんなにも好きで……。

　そうして想うたび、包帯の巻かれた手がズキズキと痛んだ。好きになればなるほど、痛いのが恋なのだということを知った。

　初めて感じる気持ちに戸惑ったまま、ゆっくりと外傷は癒えていくけれど、心の中はまだチリチリと焦がれている。今の私には、ひたむきに咲こうとしていたサザンカを、美しく生けてあげることはできない。自信が持てない……。

　ぼうっとしていると、母が声をかけてきた。

「美羽、お弟子さんたちがいるから、一緒に食事をしましょう。手伝ってくれる？」

「うん、わかったわ」

　母の代わりに、私は割かっ烹ぽう着ぎに袖を通し、支度を始めた。ご飯を炊たいて味噌汁、カレイの煮付け、ほうれん草の胡ご麻ま和あえ、自家製の漬け物を準備する。

　笑顔を見せるお弟子さんたちの面々を眺め、また黒河社長を思い出した。

　そういえば、こうして作ってあげることなんてなかったな。私が作った料理を食べさせてあげたいな。おいしいって言って食べてくれるかな。

　もっとたくさんしてあげたいことがあったのに、私は自分から彼を拒絶してしまった。私のせいでこんなことになったのだと思ったら、いたたまれなくて……。

　私は今さら後悔している。

　黒河社長にあんな態度を取る必要なんてなかったのに。傷ついた顔をしていた彼に次に会った時、どんな風に接したらいいのだろう。背を向ける彼にしがみついて、『ごめんなさい』って言えばよかった。『そばにいたい』って声に出せばよかった。

「美羽、玄関のほうへ行ってくれる？　お客さまよ」

「はーい」と声を出して引き戸を開けると、背の高いサラリーマンが現れて私は思わず震える唇を、両手で押さえた。

　ふわりと香りが漂うだけで私の心はときめいてしまう。どんな花の香りにも例えようのない彼のトワレ、彼の匂い。そして、柔らかな低い声が聞こえてきた。

「こんばんは」

　優しく穏やかに微笑んで、黒河社長は言う。

「どうして……」

　私は言葉を失った。

『君は僕がいると不安定になる。少し離れて……休暇を取ろう』

　私が拒否したあと、彼は私を愛した腕の中で、そう言った。なのに……。

「君に、会いたくて」

　はにかんだように、彼は言う。その声にジンと胸が熱くなった。

　……なんで、涙が溢れてくるんだろう。

「今、少し喜んでくれた？」

　うっすらと目元にいたずらなシワを刻んで、彼は言った。

「……う、うれしいけど……でも、まだ、たった一週間……」

「どれくらい離れたら、僕を嫌いになる？　どれくらいなら離れても好きでいてくれる？」

「……そんな」

　……好きになるばかりで。想うばかりで。たまらないのに。

　困って私が振り返ると、母がウインクをした。

「君が塞ぎ込んでいると聞いてね。お母さんが食事を一緒にどうか、って言ってくれたんだ。その格好もなかなか、かわいいね」

　彼はおくれ毛をたぐり寄せるように私に触れて、涙のこぼれそうな目尻をそっと拭ってくれた。

　奥のほうで「どうぞー」と母の高らかな声があがる。

「母の仕業？　余計な……気の回し方しなくたっていいのに」

「大切な人を思うと、そうせずにはいられない。僕だってそうだし、君もそうだろう？」

「困らせてばかりで。あんな風になったばかりで……」

　私は何を言いたいんだろう。混乱して、頭の整理がつかない。

「美羽、起きてしまったことは悔しいし、つらいことだが、相手の身勝手な行動に苦しむことはない。君はすぐに自分を追いつめる節がある。だからこそ心配なんだよ」

　黒河社長はそう言い、私のほうにそっと手を伸ばす。

「私……結局、離れても……黒河社長のことばっかり考えてました」

「うん……そうだと思ってる。うぬぼれるなら、四六時中……想ってくれていた？」

　またいじわるな顔をする。悲しくならないように、からかってくれているのだろうか。ますます切ない。

「寒いから中に入ってください」

「ありがとう」

　今にもこぼれ落ちてしまいそうな涙をこらえて、「どうぞ」と黒河社長を招き入れた。

「旬の物がいっぱい。たんとおあがり」

「いただきます」

　急にスーツ姿の美男子が現れたので、先に食事をしていたお弟子さんたちが恐縮しきっていて、私は笑ってしまった。

「これは君が作ったの？」

　興味深げに黒河社長が聞いてくる。

「ここに戻ってきたら、容赦なく使われるんです。お味、どうですか？」

「うん、おいしい」

「よかった……」

　箸はしを進める黒河社長を見て、自然と頬が緩んでしまう。




　ひとしきり料理を堪能したあと、母の声が割って入った。

「さあ、ごゆっくりなさって。私はちょっとお弟子さんたちを送っていきますから」

　冷やかすように目配せをしてくるから困る。

　私はお酒でも……と芋いも焼じょう酎ちゅうを出すことにした。

「普段はワインがお好きでしょうけど、焼酎もおいしいんですよ」

「ありがとう」

　一緒に、お酒を少し楽しんでいるうち、母はお弟子さんたちを送っていった。

　何をしゃべっていいかわからなかったから、この家のことやお茶やお花のことなど、他た愛わいもない話をした。

　その後、私と黒河社長はお風呂に入ることにして、そのあとに二階の部屋で布団を準備した。

　というのも、母が『泊まっていってもらいなさい』と耳打ちしてきたのだ。

　そんなに顔に出ていただろうか、と恥ずかしくなる。

　黒河社長も離れがたい顔をしていたので、私がよければ……というと、彼は喜んでくれた。

　それから、パジャマという物がないので浴衣を出した。まだしつけ縫いしてある新調ものだったので鋏を入れて、黒河社長の背丈に合わせた。浴衣だけでは寒いので一応枕元にはんてんを用意した。

「浴衣、やっぱり似合いますね。はんてんも、黒河社長が着るとオシャレになっちゃう」

　少しお酒が入ったポカポカの身体は、心を上機嫌にする。

「冷えるとよくないですから、お布団に入りましょう」

「美羽、酔っぱらっているの？」

　不意に目が合ってドキッとした。

「大丈夫です。お酒は飲んだけど、ちょっとだけだったし。あ、明日の時間はどうなっていますか？」

「美羽」

　呼ばれてビクッとしてしまった。

　黒河社長が私の手首をつかむ。切なそうに見つめてきて、彼は懇願するように言った。

「君に、キスしたい」

　頷けばそれでいいのに……それすらできないで震えた。聞きたかった黒河社長の声が耳に触れる。

「……美羽」

　耳殻を唇で食まれて優しくなぞられて、身体が粟立つ。

　頬に口づけ、瞼に押し当てたあと、近い距離で彼はもう一度言う。

「ずっと、君にキスしたかった。気が狂いそうなぐらい……君が隣にいないと」

　吐息がかかる距離まで近づいて、唇は吸い寄せられるように重なった。

「ん……っ」

　皮膚がただ重なり合うだけなのに、なぜこんなに愛おしさが押し寄せてくるのだろう。夢中で絡めたキスが熱くて、彼が欲しくて身体の奥が疼いていくのがわかる。

　髪を撫でて肩を抱いて、背中をさまようように手のひらがさするたび、吐息がこぼれていく。いつもならその先を求めてくる手のひらが、素肌を味わうように触れるだけで、深いところまで探ろうとはしない。

「本当に嫌なら、そんな顔をしないで。もっとしていいの？」

　もっとしてほしい……そんな顔をしているだろう。濡れた唇が乾いてしまう前に、舌と舌で感じた気持ちを、もっと奥まで満たしたくて。

「けど、自分勝手に求めたら、君にまた嫌われるだろうから……お邪魔している身だしね」

　そう言って、離れようとする黒河社長の襟を咄嗟につかんでしまった。

「何？」

「……そんな風に言わないで」

「じゃ、どうしたいの？」

「だ、だから……こう」

　今度は私から唇を重ねた。頬を両手で支えるように口づけると、反対に唇を吸われて舌を差し込まれて、ビクッと震えた。

　後頭部を押さえつけられ、彼の舌が私のとねっとりと絡まる。濡れた唇があたたかな体温をかき混ぜて、身体の芯に疼きを呼ぶ。

　黒河社長にすがりついているうちに、いつの間にか彼にまたがっていた。彼の胸元のはだけたところから端正な筋肉の筋が見え、ドキンとする。

「へえ、そうしたかったのか。君のほうから誘われるのは、何回目かな」

　腕を引っ張られ、首に回すように命じられる。

　抱きしめられて、髪を撫でられて、その先を期待してしまう。

「……そんなに何度もないですよ。初めてのことなのに」

　私は頬に熱が込み上げるのを感じながら、言い訳をする。

「そんなことない。いつだって僕は……誘惑されっぱなしだった」

　そっと下腹部を撫でられ、ゾクッとする。

　舌先で唇をくすぐられ、身をよじると、クスッと笑われてしまった。

「僕の上に乗って、何をするつもり？」

　黒河社長の挑発的な視線に、私は困惑する。

　あぁ、いつものいじわるな彼に戻ってる……。

　私はムッと唇を尖らせたあとで、彼の素肌に唇を滑らせた。身体の奥で疼く熱の塊は……きっとわだかまっている部分。それを溶かしてしまいたくて……。

「君の身体、熱いな」

　とろとろにとろけるようなキスの途中で、黒河社長は私を真下に組み敷いた。

「お酒、飲んだから……」

　下へ手たな言い訳をして、ろれつが回らなくなりそうなキスの余韻に、私は甘い息を吐く。

「それだけじゃないだろう」

　耳のそばで囁かれ、身体の奥がジンと疼く。

「……美羽、愛してる」

　ぐいっと急に上半身を抱き起こされて、私は黒河社長の胸に顔をうずめた。

　黒河社長は私の耳朶に優しく口づけ、熱い吐息とともに苦しそうにもう一度、「誰より、愛してるよ」と告げた。

　ただそれだけで……高鳴る胸の鼓動は、切なさで締めつけられる。

「放したくなかった。君に拒絶されても……それでも……」

「潤哉さん……私も」

　私もまた、黒河社長にしがみつくように抱きついた。その先の言葉がさっきから出てこない。『好き』や『愛してる』、それだけで伝えられない何かが、私を突き動かしている。

　黒河社長はもどかしげに私の身体を少し離すと、再び私を仰向けに寝かせた。

「聞かせて、君の声……君が言いたいと思ったこと」

「……っ」

　黒河社長と出会って、私は、好きだから言えなくなることも、好きだからこそ言いたくなることも、両方あるのだと知った。今は、大切な言葉をしっかりと届けたい。

「……愛してる」

　言った瞬間から、身体の熱がざわっと昂った気がした。黒河社長が見守るような顔で、こっちを見ているから、どうしていいかわからなくなる。

「うれしいよ、美羽。僕も……愛してる」

　ここからきっと彼の情熱は止まらなくなる。唇が重なった瞬間から、その予感は現実のものへと変わっていった。




　ひとしきり愛し合ったあと、私は握られた手に力を込めて彼を見た。

　切なそうに甘い吐息をこぼしながら、私を求めてくれた彼が、覆いかぶさってくる。

　互いの情熱をたぎらせたあとに残ったのは、愛おしさと切なさが混濁した想いだった。

　繋がり合ったまま、ぎゅっと締めつけるのに気づいた彼がふっと息を吐き、私に額をこつりとあてがった。

　好きで……この想いはどんどん膨らんでいくばかりだ。

「ずっと……このまま……繋がっていられたらいいのに」

　思わず口走ると、黒河社長は瞳を甘く滲ませ、私の唇を貪るように塞いだ。舌と舌で絡ませ合うそこから、想いが伝わってくる。

　ああ、キスだけでこんなに気持ちいい。ずっとこうして溶けてしまいたい。

　ぴったりと密着すると、熱い生命を感じる脈動がドクドクと伝い、胸が高鳴った。

　彼がたまらなく愛しい。身も心もひとつになるって、きっとこういうことを言うんだ、と思った。

　涙が溢れてしまいそうになり、こらえる。そこから声が出てこない。

　一緒に生きていくなら彼とがいい。孤独同士の繋がりじゃなくて、もっと深いところで……ひとつになりたい。

「……美羽」

　名前を呼ばれるだけで、身体の奥がきゅっと締めつけられる。

「……愛してる」

　彼はそう言って何度もキスをした。こうして身体を重ねることで、心もひとつになって、いつか彼との新しい命を授かることがあるなら……混沌とする意識の中で、そんなことを思った。




　翌朝七時、スーツに着替えてから、黒河社長は言った。

「また、会いに来るよ。一度、松濤に戻ろうと思っているんだ。空けっぱなしというわけにもいかないしね」

　また会えなくなる寂しさで、つい彼の袖をつかむと、髪を撫でながら諭されてしまった。

「ボディガードもいるし、安心して帰っておいで」

　愛おしさは日々募るばかりで、切なさを尊く感じられるほどには、私はまだ大人になりきれていない。なのに……彼との赤ちゃんができてもいいって思ってしまうなんて……。

　久美ちゃんのことがあったから、というのも関係しているかもしれない。でも、本当にそう思った。こんなこと初めてだった。愛するって、本当に不思議。底の見えない想いを、あんな風に求めたくなってしまうなんて。

　下腹部にそっと触れながら、黒河社長を見上げる。

「少しずつ状況を好転させられるように、僕も頑張るから。君は……気持ちで負けないで、待っていてほしい。わかった？」

　黒河社長はそう言い、優しく諭すように見つめてくる。

　そういう風に大事にされると、彼の想いをむげにできないと思ってしまう。

「……はい」

「何？　じっと見たりして。昨晩のだけじゃ足りなかった？」

「ち、違います」

「いい加減、こんなに夢中になっているんだってこと、わかってくれないと。僕はダメ社長になってしまうよ」

「そんなことないです」

「よし。じゃあ、僕は行かないといけないから」

　黒河社長の、スーツの背中のラインが好き。いつもピンと伸びていて、いろんなことを背負いながら頑張ってる。彼のその広い背に、ぎゅっと抱きついて引き止めたくなる。そんな気持ちを抑え込んで、私は彼を見送ることにした。

「あら、お待ちになって。まだ早い時間ですもの、せっかくですから、お茶を召し上がってくださいな」

　その声にふたりで振り返り、玄関から奥のほうへと目線を移す。

　茶室のほうから「どうぞ」と母が声をかけてきた。そして母は亭主を務めてくれ、ふたり揃って抹茶をいただくことにした。

　正座をして茶碗に添えた手があたたかい。朝の凛とした空気に背筋がピンとなる。心地良い苦みが喉を通り過ぎる頃、深呼吸をした。

「大変、結構なお点て前まえでした。ごちそうになりました」

　母のお点前に引けを取らない、黒河社長の美しい姿勢に惚れ惚れしていると、母にからかわれてしまうからバツが悪い。

「美羽、お紅茶が好きなら、アフタヌーンティーのお作法も、習うといいわ」

　皮肉までもらってしまった。

「ぜひ、英国のファミリーのほうへも、いらしてください」

　黒河社長は言い、革靴へ足を通す。

　私は靴べらを手渡し、自分のサンダルを履いた。

「ハネムーン旅行ではお邪魔でしょうから。ね、美羽」

　母娘おやこ水いらずの会話を聞きながら、黒河社長は楽しそうに笑っている。

「ねえ、美羽、黒河さんとの出会いは宝よ。人との出会いは一いち期ご一いち会えなんだから。好きな人とは離れていてはダメなのよ」

　抹茶の匂いが心を落ち着かせてくれる。

「ありがとう……昔は、お茶もお花も苦手だった……けど、今はそのよさがすごくわかるわ」

「花は野にあるように。恋は人を知るように」

　母は微笑んでそう言った。

　……慈しみ、人は人を愛するように……尊く、愛されるように。




　運転手さんに挨拶をして、黒河社長が車に乗り込み、去っていくのを見送ったあと。母はいつものような華道の先生の顔になり、私は私でこれからのことを考えていた。

　ふと、通りの角から、黒い人影がこちらを覗いているのが見えた気がした。

　振り返ってはいけない。きっと気のせいだから。北千住のこの家も警備されている。怯えそうになる気持ちを振り払い、勢いよく玄関の扉を閉めた。あの時の藤崎専務の視線が忘れられない……怖い。

『おそらく松濤の家を荒らしたのと、同一犯と考えていいのでは。そうなら、もう一度、犯人は姿を現すでしょう。傷つけることよりも、精神的に追いつめるのが目的のようだ……これはストーカー行為と言えるでしょうね』

　ウエイルズ弁護士が刑事さんと話をした内容を、私にも話してくれた。

　私は自分の身を案じつつ、久美ちゃんに何かがあったら……と気がかりだったし、黒河社長がひとりで松濤に戻ると聞いて、ますます不安になってしまった。

『好きな人とは離れていてはダメなのよ』

　その晩、黒河社長に連絡を入れて、松濤の家に戻りたいと告げた。

　彼は笑って「そうなるだろうと思った」と言ってからかった。

　その声を聞いたら、ますます会いたくて仕方なかった。










22．僕のすべて［潤哉ＳＩＤＥ］




　美羽が一週間休暇を取って北千住にいる間、僕はロンドンにいるＣＥＯに連絡を入れた。今度こそ結婚の話を、と期待を含んだ声が聞こえたけれど、僕は曖昧に濁した。

「僕がプライマリーの社長として適切かどうか、判断していただきたいのです。まずは、役員一名の解任を要求したい考えです。そのうえで、僕の責任も追及していただきたい」

『役員の解任……それは一体どういうことだね？』

　厳しく追及され、僕はなるべく事を荒立てないように冷静に答えた。

「この件は、お会いしてお話ししたいと思います。それから、僕についている秘書二名に関して、個人的にご相談があります」

『君の……というと、久美さんと森重か』

「いえ。花村の双子姉妹の……従姉妹同士、久美と美羽です。今、僕のそばにいるのは美羽で、箱根の『雪中花』であなたにお会いしたのも彼女なんです。彼女たちは故意に入れ替わって、業務に携わっていました」

　すると、電話の向こうで理解に苦しむような深いため息があった。

『一体どういうことだ……。まあ、君の言うように、とにかくこちらで話を聞こう。プライマリーの新コレクションについても、どうなっているのか聞きたいからね』

「明日にでも到着するよう、すぐにこちらを発ちます。休暇中のところ申し訳ありませんが」

『君は私の大切な孫なのだから、なんの苦でもないよ。楽にしてきなさい。ローレンスの家で待っているからね』

「ありがとうございます」

　僕は礼を言い、通話を終わらせた。

　ＣＥＯが話のわかる人でよかったと僕は思う。

　ローレンスの社長を任されていた父は、数年前に病に倒れて亡くなった。

　母はその少し前に亡くなっていて、僕は必然的にＣＥＯに期待の目をかけられた。がっかりさせてしまわないように、これまで業績を伸ばすことを必死に考えてきたが、恋愛には盲目的だった。

　これまでのことは、人に話して理解できる内容ではない。いろいろなことがありすぎた。彼が理解してくれることを、願うしかない。

　僕は彼女を幸せにする資格があるだろうか。

　彼女から拒絶されたあとで、抑えきれない想いを彼女にぶつけた。涙をこらえながらしがみつく細い身体を抱きしめ、不器用にしか愛せない自分を恨めしく思った。

　美羽の代わりに来てくれている今の秘書には申し訳ないが、美羽がそばにいない間、どれほど、彼女に癒やされてきたのか思い知った。

　彼女は僕のすべてを受け止めてくれていた。いつも笑顔を咲かせて、僕のそばにいてくれた……。彼女でなければダメだ。それなら僕も彼女を幸せにできるよう変わらなければならない。

　美羽がそばにいない朝は、コーヒーすら淹れる気が起きない。食事をしてもどこか無気力だ。刻々とこなしていかなければならない責務に追われ、ホッとする間もない日常のつまらなさを痛感するばかりだった。

　今も……彼女のことが恋しくてたまらない。




　それから僕はすぐにロンドンに発つ準備をし、成なり田た空港に向かった。

　イギリスに着くと、ロンドン本社に立ち寄り、ローレンスの家に顔を出した。

　仕事から離れたＣＥＯは、祖父の顔で僕を快く迎え入れてくれた。てっきり『彼女』を連れてくるのだろうと思っていた彼は、残念そうに肩をすくめていたが。

　今はただ、一刻も早く、事態を収拾しなくてはならない。

　プライマリーの新作コレクションの件について、繊維会社リッテルと合意に至ったこと、その他の案件も滞りなく進められたことを報告したあと、僕は本題に入った。

　彼は黙ったまま耳を傾け、僕の顔をただじっと見つめ続けた。

「ウィル、君の愛している女性は、久美さんではなくて、美羽さんということだね。花村の本家で許していただけるかどうか」

「久美は今、妊娠しています……許す、許さないの問題ではなくなってきています」

　あのあと、森重から久美の様子を度々聞いていた。

　彼は事態を収束させたあとも、ずっと彼女を見守りたいと言っていた。彼女の安定期を待って籍を入れると。

　僕もまた、彼らに対してできることをするつもりでいる。

「わかった。経緯を聞く限り、いくつかの不運が重なったとしか言いようがない。しかし、君にもかたちとして責任を取ってもらわねばなるまいね」

「はい。その覚悟です。ただし、彼女たちに関しては、どうか情状酌量をお願いします。彼女たちに襲いかかる脅威から、自己防衛をせざるを得なかったのですから」

「君は、美羽さんと結婚をするつもりで？」

「……ＣＥＯ、お言葉ですが、今、説明した通り、我が社におかれる事態を収拾することが何より先です」

「いや、今だからこそ、君に聞いておきたいんだよ。それによって私の判断、かつ君に対する回答は異なる」

　試すように琥珀色の瞳がこちらを見る。両手を組んで、いくらでも待つかまえを見せていた。

　僕には何も嘘をつく理由がない。もうずっと前から、心は決まっていたのだから。

「……久美ではなく、美羽へのプロポーズはこれからです。彼女以外のパートナーは考えられません。これから先も……彼女を、心から愛しています」

　心にある想いをありのまま、まっすぐに伝えると、ＣＥＯは感じ入ったような顔で、ただ「わかった」とだけ答えた。

　日本に帰国して空港に降り立ってすぐ、僕は美羽の母、リエコさんから連絡をもらった。

　北千住で何かあったのか不安になった僕は、すぐに電話に出た。

　美羽が一週間も塞ぎ込んでいるから、会いに来てほしいと言う。ここに帰ってきても、考えているのはあなたのことばかりよ、と言っていた。

　僕は知らずに彼女を追いつめ、想い悩ませていた自分の非力さが、悔しくてたまらなかった。

　美羽が僕を頼ってすべてが欲しいと抱きついた時、すべてを受け止めてあげたい。僕のすべてで……心底そう思った。彼女が欲しくて、欲しくて……たまらなかった。彼女のすべてを、僕のすべてで。……愛してる。




　北千住に美羽に会いに行った翌朝。

　僕は早くに目を覚まして、会社に向かう準備を整えた。運転手がやってくる時間を確認し、穏やかな顔で眠っている彼女を見つめていた。

　花の蜜の甘い香り、茶の芳ばしい苦み、彼女のこぼれ落ちそうな笑顔、あたたかな料理、はしゃいだ高らかな声、彼女の母の穏やかな眼差し……彼女がどんな風に育ってきたのか、幼い頃の記憶やアルバムだけでは知り得なかったことを、もっと知りたい。

　そして、僕をもっと知ってほしい。彼女と家族になりたい。行き着いた答えは、たったひとつ、それだった。

　花の手入れをしていたリエコさんに、昨晩泊めてもらったお礼を告げて、僕は迎えに来た車を前にした。

　美羽が僕を見つめている。

「美羽……待ってるから」

　このまま連れていきたい気持ちを抑えて、ただそれだけを告げた。

「会いに来てくれて……ありがとう」

　はにかんだように彼女は笑顔を見せ、「じゃあ」と車へ向かう僕の背に、ぎゅっとしがみついてきた。

　離れがたくなるような震えた声で、言わないでくれ。

「美羽……」

　僕は腕をほどこうとしたが、彼女は手に力を込めた。

「……大好きです」

　背に押し当てられた彼女の額が熱く、小さな手が震えている。

　僕は彼女の細い手に触れ、そっとほどいて振り返った。愛おしさは、限りなく湧き上がるばかりで。こんな想いは彼女以外に感じたことがないし、きっとこれからもないだろう。

「美羽、キスをして。それから始めよう」

　彼女はほんのり照れたように瞳を揺るがし、頬を緩ませた。

　仕事の前には、彼女の淹れてくれた苦いコーヒーと、甘いキスを。僕たちはこうしてキスを重ねてきた。これから先も、彼女とはこうして朝を迎えたい。

「知ってますか？　毎日キスをし続けたカップルって、長生きするんですって。キスって本当に大切なんです」

「へえ。もしそれがデタラメなデータであっても、僕はきっとそうするよ。君のお母さんに見られても平気なら」

　僕は、わざといたずらっぽく揶や揄ゆしてやった。

　ぼっと火がついたように、顔を赤くするかわいい彼女の唇にキスをすると、彼女もおずおずとだが応じてくれた。

「じゃあ」

　後ろ髪を引かれる想いを振りきり、手を挙げる。

　彼女もまた手を振ってくれた。

「行ってらっしゃい」

「ありがとう」

　僕の胸の中が熱くなり、優しさで溢れていく。彼女の笑顔とキスに満たされた今、彼女が教えてくれたキスの情報は、あながち外れてはいないだろうと思った。




　その日の晩に『松濤に帰りたい』と美羽から連絡があり、翌日の夕方には戻ってくるという。翌日、彼女と一緒に夕飯が食べたくて、長引く会議が終わってすぐに車を回し、松濤に向かった。

　その途中、美羽のスマートフォンに連絡を入れてみたが、反応はなかった。

　移動の途中か、誰かと話をしているのかもしれないと、その時は思ったのだが――。

　松濤の家に着くと、彼女はまだ帰っていなかった。

　警備の人間がいるはずだが、人の気配がないのが気になった。胸騒ぎがしてリビングまで行くと、背後に誰かの気配を感じた。背広を脱ごうとしたがその手を止め、後ろを振り向く。すると、電気をまだつけていない暗い部屋の中で、狂気に満ちた瞳を向けてくる『彼』を見つけた。

「藤崎……」

　彼はうすら笑いを浮かべ、僕のほうへ近づいてきた。

「なぜ、中に？　警備がいたはずだろう。君は……」

　なぜ、彼がこの家の中にいるんだ？　美羽は、美羽はどこにいる？

「彼女に何をした」

「そんな怖い顔をなさらないでください。それはこちらのセリフですよ。あれほど夢中だった女が、すり替わってるとも知らないで。ご自分でおっしゃってましたよね、自分は盲目的だと。そんなあなたに、プライマリーを動かしていけるのでしょうか」

　耳障りな笑い声に眉をひそめる。

　彼は少しずつ狂気を露わにし、僕の目の前までやってきた。

「あなたは、僕と久美の間に割って入った。にもかかわらず久美を捨てて、今度は彼女と瓜ふたつのニセモノと……。最初からそうだったなら、久美は僕のそばから離れなかったのに」

「久美は、君と別れたがっていた。君を愛していたからこそ、身を引いたんだよ。そんなこともわからなかったのか」

「あなたに言われる筋合いはない」

　藤崎は憤ったように声を荒らげた。

「わかっているだろう。こんなことは間違ってる」

「ふん、追いつめてやろうと思ったんだ。あなたは自分が傷ついても痛がらない。なら、彼女を傷つけてやろうと思ってね」

　彼の瞳は汚れきった色でくすんでいる。もはや話し合いをしても、聞き入れはしないだろう。

「なるほど。君は罪を認める、というわけか」

「その冷静な外面が気に入らないんですよ!!」

　彼の手に握りしめられた凍りつくような刃が、こちらに向けられていることに気づく。誰かの悲鳴が上がって、僕と彼は同時にそちらを向いた。

　そこには、青ざめた顔で震えながら立ちすくんでいる美羽がいた。

「いやっ……やめてっ……。潤哉さん……！」

　美羽が、僕のほうへ駆け寄ってくる。

「ダメだ。来るなっ……美羽！」

　これ以上、彼女を傷つけないでくれ。これ以上、彼女を追いつめないでくれ……。

　彼女を受け止めようと動いた瞬間、僕の腕に鋭い痛みが走った。警報が鳴るのを耳にしながら、僕は咄嗟に美羽の手をつかみ、彼女のあたたかな身体をきつく抱きしめていた。










23．あなたじゃなきゃ




　黒河社長を見送った日の翌日、私は小さめのボストンバッグに荷物をまとめて、母にお礼を告げた。

　母は黒河社長を見送った時のように、お茶を点たててくれた。

　ほろ苦いお茶の香りで身が引きしまる思いがする。私は床の間に生けられた冬の花に目を細め、茶器をそっと回してその美しさを愛めでた。

　サザンカとよく似た椿つばきの花は、真っ赤な情熱を湛えているようだった。

「行ってきます」

「はいはい。行ってらっしゃい。もう戻ってくることのないように祈ってるわ。次は新年の挨拶で、結婚報告を聞かせてちょうだい」

　母が景気付けのひと言をくれ、心がふわりと軽くなる。

「ありがとう。なんか、心がすごく楽になったわ。お茶やお花の世界も悪くないなって」

　泣きながら稽古をしていた幼い日の私を思い出したのか、母は笑った。

「そうそう。娘に英才教育を逃げられた分、孫に期待しようかしらね」

「もう、またそんなこと言っているの？」

「つらくなったら、いつでも思い出しなさい。あなたの帰る場所は、ここにあるんだから」

　母の優しさに触れ、涙が溢れそうになる。

「はい」

　私はごまかすように、肩をすくめてみせた。

「でも、なるべくなら、いい知らせを持ってね」

　母が名残り惜しそうに言う。

「うん。そうする」

　誰かが見送ってくれることは、とても心強くうれしい。黒河社長にとっての、その役目を負うのは私でありたい。まだ、すべてが解決したわけではないけれど……彼への想いだけは、一途な情熱のままで。ひたむきに、ただ、まっすぐに。




　北千住の駅に到着して時間を確認すると、時計の針は十四時を指していた。

　私はもう黒河社長の秘書ではいられないかもしれない。当然の報いを受けるべきで、もうその覚悟はできている。

　黒河社長は、秘書として、女性として、私のことをとても大事にしてくれた。

　私は、彼を社長として、男性として、とても尊敬しているし、大切に想っている。愛している。どんな風に告げたら、この想いのすべてを伝えられるだろう。彼にはちゃんと伝わっているのだろうか。

　駅前のビルに装飾してあるクリスマスリースが目に入り、ふと思い立つ。

「いつも、もらってばかりだったから」

　何かプレゼントをしようと思いつき、ファッションビルのメンズフロアに立ち寄った。スーツ専門店を通り過ぎながら、マネキンが着ているスーツを眺め、背丈はこのぐらいだけれど、彼が着たら素敵に変身するんだろうな、なんて考えながら、ネクタイや小物の前で立ち止まった。

　タイピン、カフリンクス、ハンカチ……。

　こういうのって、女性がアクセサリーを決めかねるのと同じなのかな。いっぱいありすぎてわからない。好みだってあるだろうし。もちろん、彼の好みはある程度知ってはいるけれど。

　黒、グレー、パープルなど、落ち着いたシックな色合いが好きで、明るい色はあまり好まない。

　それ以前に、どうやら彼のステータスに見合うものはここにはない。カルティエの財布やハリー・ウィンストンの時計を好んでいるくらいだから、『ブリュエル』に行ったほうが……と考えだして、ハッとした。

　彼が勧めてくれたあの店で、新しい眼鏡ができているはずだ。そこで探してみよう。

　買い物はすべて彼のカードで、と言われていたので、最近では自分の貯金通帳を確認していない。最後の給料の記帳ぐらいはして、貯まっている分でプレゼントを買おう。これまでの美羽の分として。

　私はそう決めて、早速電車に乗り込んだ。

　あれこれ考えていたら、時計はすでに十七時を回ろうとしていた。

　代官山に到着する頃には、車のヘッドライトがこちらに向かってくるようになり、イルミネーションが輝いていた。

　私は足早に『ブリュエル』へと急ぐ。

　クリスマスムードに彩られた『ブリュエル』は、いつにも増して高級感が溢れている。オシャレなカップルが通り過ぎるのを横目に店に入ろうとすると、トンッと肩を叩かれて振り返る。

　ずっと考え事をしながら歩いていたので、びっくりして顔を上げると、そこには菊池くんが立っていた。

「また会ったね。住んでるところ、この近くだったっけ。それとも買い物で？」

　興味津々といった風に聞いてくる。

「う、うん。そう。『ブリュエル』まで……菊池くんとはこの辺でよく会うね」

　菊池くんはスーツのネクタイを緩めて、ブリーフケースを抱えていた。

「うん、ちょっとそこまで出てて、このまま直帰なんだ、今日」

「そうなの。お疲れさま」

「迷惑じゃなかったら、一緒に行ってもいいかな？」

「えっと、いいけど……彼女にプレゼントでも選ぶの？」

　本当はゆっくり見たかったけど、即座にダメっていうのも気が引ける。

　すると菊池くんはがっかりしたような顔をした。

「もしかして、あの晩のこと、忘れてる？」

「え……」

「アシュレイで言ったこと」

「あっ……」

　そうだ、あのあと、バーで菊池くんに告白されたんだっけ。

　なんて無神経なの……バカバカ!!

　すると彼はやはりショックを受けたような顔をして、ため息をついた。

「いや、いいんだ。好きな人がいるって言ってたし。それに、無理もないよな。あんなことがあったんだし……」

　菊池くんの話についていくのが必死で、私はなんて言えばいいのか悩んだ。

　だけど彼は、私に考える隙を与えずに続けた。

「それとさ、藤崎専務……懲戒解雇なんだって、びっくりしたよ。何か重大なミスを犯したらしい。誰も理由を知っている人がいなくてさ」

　菊池くんが周りを気にして声を潜める。

　私は思わず菊池くんの顔を見つめ返してしまった。

　……嘘。じゃあ、黒河社長はもうＣＥＯと話して、そう決まったということ？

「それは本当なの？　いつ？」

「うん、今日付けで。はっきりしない真相を巡って、あちこちでざわついてたけどね」

　……何か、嫌な予感がする。

「ごめん、菊池くん。私、帰らないと……黒河社長のところに」

「え？　社長？」

　菊池くんが首を傾げて、私を見た。

「ごめんね、騙したりして。菊池くんにはちゃんと言っておくね。手当てをしてくれてありがとう」

「……え？」

「あの時、社長室にいたのは私……美羽なの。ここ数ヵ月、ずっと久美ちゃんのフリをしてた」

　眼鏡を外して、私は菊池くんを見る。

「ちょっと待った。あの久美さんが……花村？　だったら、花村は……」

　混乱してしまった菊池くんをよそに、私は……どうしても言いたかったことだけを伝えた。

「私……黒河社長が好きなの。だから、会いに行かないと」

　さっきから感じている胸騒ぎが、気のせいであってほしい。

　今、黒河社長はどこに？　バッグを探っているうち、私はセキュリティカードがなくなっていることに気づいた。いくら探してもない、このバッグだけは変えたりしていないはずなのに。

「何がなんだか事情はよくわからないけど、どうしたの。何を探しているの？」

「キーがないの。いつの間に……」

　スマートフォンを取り出して、黒河社長に連絡を入れる。

　今の時間なら、もう帰宅する頃だ。

　繋がらない。会議が長引いているのかもしれない。

「ごめんね。また連絡するから」

「あ、おい、花村！」

　私は、菊池くんから離れてボディガードに合図を送る。タクシーに乗りたいと告げると呼んでくれた。

　その間、ウエイルズ弁護士に連絡をした。

『セキュリティカードがない……それは危険だ。なくなったのに気づいたのは、空き巣に入られた時じゃないのかい？』

「いえ。あの時には確かにありました」

　……考えられるとしたら。

『……異臭騒ぎの時か』

「そうかもしれません……あの時は、気が動転していて……」

　藤崎専務が、私を見て薄笑いを浮かべていたことを思い出す。ぞっと震え上がり、絶句する。

『悪用されている可能性も否めない。君は今どこに？』

「松濤の家に向かうところです。黒河社長と連絡が取れなくて」

『黒河社長とは、午後に連絡を取っているよ。会議のあとには会社を出たはずだ。私の事務所はそこからすぐだから一緒に向かおう。念のため、警察にも連絡しておく』

「ありがとうございます。お願いします」

　それから私は、駆けつけてくれたウエイルズ弁護士とともに、松濤の家に到着した。タクシーを降りて、彼とボディガードとともに辺りを見回す。

「妙だ。警備がいない……裏口と正面にいるはずなんだが」

　ウエイルズ弁護士が玄関にキーを差し込んだ時、屋敷の周りを確認していたボディガードが「あちらに！」と声をあげた。

　ボディガードが指を差したほうに目を向けると、警備員が倒れていた。

　私は思わず声をあげてしまった。

　ボディガードが倒れている警備員を抱き起こすと、うっすら息をしており、命に別状はなさそうだ。

「大丈夫です。気を失っているだけです。つい先ほどのことのようです」

「さあ、中に急ごう」

　ウエイルズ弁護士が冷静に言う。

　覚悟を決めたような声に、私は震えが止まらなかった。

　ウエイルズ弁護士が玄関を開けて中に入る。明かりのついていない暗い玄関ホールが、いつもと違う緊張感に包まれている。

　暗闇にじっと目を凝こらすと、黒河社長と藤崎専務が黙って向かい合っていた。

　しかも藤崎専務の手元には、キラリと凍りつくような光を放つナイフが見える。

　私は再び、声をあげた。

「いやっ……やめてっ……。潤哉さん……！」

　私は思わず大声で叫んで駆け出した。

　藤崎専務はナイフを目の前に差し出したまま身体の向きを変え、憎しみの矛先を私に向けた。

　警報が鳴ったのは、黒河社長の左腕にナイフが切りつけられたあとだった。

　黒河社長は左腕をかばいつつ、私の手をつかんでそのまま抱きしめるように、そこに置いてあったソファへ倒れ込んだ。

「潤哉さんっ……」

　血が滴り落ちて、私のほうへ跳ねてくる。

　すぐそばでは、ウエイルズ弁護士とボディガードが、ふたりがかりで藤崎専務を取り押さえてくれているのが見えた。

「大丈夫だよ。ちょっと切れただけだ。だから……落ち着いて」

　心臓が早鐘を打っている。黒河社長が左腕を押さえ、苦く悶もんの表情を浮かべているのがわかり、私はガタガタと震えが止まらなかった。

「私のせいで……どうしよう……。早く、血を止めないと」

「平気だよ。それよりも君が無事でよかった。君に何かあったとしたら、僕は一生後悔するだけでは済まなかった……」

　荒い息を吐ききって、黒河社長が私を強く抱きしめる。

「私のほうこそ、黒河社長に何かあったら……」

　強く、強く、抱きしめて、彼の存在を確かめる。

　あなたがいなくなったら、私は……。

　腕の切り傷は幸い、彼の鍛えられた筋肉質な身体が、深いところへの侵入を許さなかった。

　広い胸に抱きすくめられ、震えた身体がゆっくりと落ち着きを取り戻す頃、私は彼の無事を確かめて泣き崩れた。




　それから――。

　藤崎専務が逮捕されたあと、私たちは別室に移動し、現場検証が終わるのを待っていた。

「まだ怖い？」

「怖いわ……黒河社長がいなかったら、私は……生きていけないんだから」

「美羽……僕はあえて、今だから言うよ。これから先も、こういうことがあるかもしれない。それでも、僕と一緒にいられる？」

　世界的な大企業を経営していれば、時にはこういうこともあるのかもしれない。だから私は、彼のそばにいて支えるだけではきっとダメ。私も強くならなくちゃいけないんだと改めて感じた。けれど、ワガママをひとつだけ言えるのなら。

「ずっとそばにいたい……」

　あなたとじゃなきゃ。あなたじゃなきゃ……考えられないのだから。

「必要なことは……君が僕をどれだけ愛して、僕がどれほど君を愛しているか、それだけなんだよ」

　彼は言って、私の額の髪をよけて唇を寄せる。涙の滲んだままの目尻へ、頬へ。そして私の頬を包んで、掠れるような声で言った。

「君を愛してる、美羽」

「……っ」

「君は、僕を愛してくれてる？」

　彼の瞳が優しく問う。

　私の声は震えるけれど、もうこの言葉以外に言いたいことはなかった。

「愛してる……」

「美羽……」

　なだめるように黒河社長は、私をまた抱きしめた。

「ずっとずっと……だから、そばにいて」

　黒河社長の腕に抱かれ、声がくぐもる。彼はただ「うん」と頷いて、私の背をきつく抱いてくれた。

　ずっとずっと、私のそばにいて。ずっとずっと、私は、あなたのそばにいる。










24．ともに永遠に




　クリスマスイブを迎える頃、ようやく事件が落ち着いた。空き巣事件や異臭騒ぎの犯人も、やはり藤崎専務だったらしい。

　黒河社長が刺された時のショックはまだ癒えないけれど、彼の負った傷は幸い、傷跡が薄くかさぶたになって残るぐらいで済んだ。

　それでも彼は私を気にして、傷を見せないようにバスルームに入るまでは、包帯を取らなかった。

　年末になると、彼の傷もほとんど目立たなくなっていた。

　藤崎専務の解雇理由は、一般社員には『重大なミスを犯したから』ということになっている。しかし、警察沙汰になった以上、上層部にはすべてを公にしなくてはならない。事件のあと、ＣＥＯが緊急会議で来日した。

　黒河社長と私、そして森重さんと久美ちゃんが揃って、これまでの経緯をＣＥＯを含む役員たちに、説明することになった。

　久美ちゃんは情状酌量ということで自主退社に、森重さんは監督不行届きでの処分を科せられ、黒河社長においては、実質的には活躍を期待してだが、プライマリーのロンドン本社に異動というかたちになった。

　私も当然、罰せられるべきで、科せられたのは……彼と一緒にロンドンへ行き、秘書として彼を支えることだった。しかも新たなブランドを成功させるために。

『権力というものは、一番大事なものを守るためにあるものだよ。私にとってはローレンスやプライマリー、そして愛するファミリーさ』

　大事なものを守ることが、一番重い責任だとＣＥＯは言った。

『ただ甘やかしたと言われては困るからね。新たなコレクションを、日本とロンドンで成功させられたら、日本への帰国を許すことにするよ』

　私はＣＥＯの寛大な心に深く感謝した。




　出発は新年度の四月を迎えてからだ。私たちはそれまで準備を兼ねて、ふたりでゆっくり時間を過ごせることになった。

　お正月明けのある日の帰り道、黒河社長と一緒に『ブリュエル』に眼鏡を取りに行くことになり、私はそこで彼にプレゼントを選ぶことにした。

「私は、プレゼントにこれをもらったから、黒河社長には何がいいかなって、見に来ようとしてたんです。あげるならタイピンか、カフリンクス、どうでしょう？」

　私がいろいろあてがっていると、不意に黒河社長に手を引かれ、別のコーナーに連れられてしまった。

「君は、どれがいい？」

　優しく見守るように、黒河社長が問いかけてくる。

　まるでこの場で買ってくれるみたいな勢いだから、戸惑う。

「どれって、私はもういただいたんだし……」

「僕は『美羽』にあげたいんだよ」

　彼が指を差した場所に目をやると、そこには「ＥＮＧＡＧＥＭＥＮＴエンゲージメント　ＲＩＮＧリング」の文字が。そしてダイヤモンドがそっと慎ましく輝いていた。

　黒河社長が私を優しく見つめている。

　その意味を知り、頬がかっと赤くなるのを抑えて、私は彼の手を引っ張る。

「ちゃんと選んでください。こっちが先」

「嫌なの？」

「……そうじゃないけど」

「君をロンドンに連れていく。それは……秘書としてだけじゃないよ」

　黒河社長の手が私を放さない。

　とても熱くて大きな手。大好きな人の手。彼の言葉の意味に期待して、ドキン、ドキンと胸が高鳴っていく。

「僕と、結婚してほしい」

　黒河社長がまっすぐに私を見る。

　私は声が出なくて、彼の真剣な顔を見つめ返すばかりだった。

「皆が、見てます。こんなところで……」

「証人がいるんだ。プロポーズの返事をもらうには、こんなにいいことはない」

　黒河社長はふっと笑ってみせて、私の薬指にキスをした。

「返事は〝イエス〟だってわかってる。けど、聞きたいんだ。ちゃんと、君の口から」

　触れるところから、愛おしさが込み上げて、涙をせき止めてはいられなかった。まさか、ここでプロポーズされるなんて思ってもみなかった。ほかにたくさんの人たちがいるのに。

「もちろん、イエスです……決まってるじゃないですか……」

　そう言いながら、涙が込み上げてくる。

「泣かないで。泣くなら、僕の腕の中で」

　ぎゅっと抱きしめられて、私は黒河社長の背中に腕を回す。

　震える声も浮かぶ涙も、あなたの愛がうれしすぎるから。

　私は私のままで、これからもあなたを愛していいですか？

　視線で問うと、黒河社長の唇が近づく。

　そっと伏せられた瞳に魅せられて、私はゆっくりと瞼を閉じる。

　いつも彼は言っていた。キスをして、それから始めよう……と。ここから、新しくスタートするために。

　店内で急に拍手が湧き上がり、私たちはハッとして腕を離した。

「証人が同意してくれたみたいだ」

　黒河社長がうれしそうに言う。

「なんだか、すごく恥ずかしい……」

　顔がどんどん熱くなっていく。きっと耳まで赤く染まっているだろう。

「僕は、うれしくてたまらないけどね。ここで続きをしてもいいくらい」

　黒河社長はからかうように、クスッと笑った。

　私はたじたじになる。

「だ、ダメです。続きは……ふたりきりで」

「誓う？」

　黒河社長がまっすぐな瞳で、問いかけてきた。

　私もまっすぐに彼を見て、心を込めて返事をする。

「……誓います」

　黒河社長が笑ってくれる。

　その先に私がいて、私が彼のそばにいて。ずっとずっと、こうしていられたらいい。ともに、永遠に……。

　それから、そよ風のようにそっと、優しくキスが重なった。




　松濤の家に帰り、彼は私を後ろから抱きしめた。そして逃がさないように抱き上げ、ベッドルームに運んでいく。

　なんら変わりのない私と彼に見えて、今までと違う高鳴りを隠しきれなかった。

　彼とこれから結婚して、ともに生きていくことを決めた。身代わりではなく、期間が決まったものでもなく、これからもずっと一緒に……。

　そう思えば思うほど、彼のことが愛しくてたまらない。

　白いシーツの上でなめらかに四肢が絡まり合い、その温もりと重みを慈しみ、抱きしめたくて、ぎゅっとしがみついた。

「……美羽」

　黒河社長の、身体の重みが愛おしい。熱い肌も甘い吐息も、髪も指も背も胸も、すべて……。離れる隙間さえもどかしく、空気を塞ぐように唇が重なる。すぐに舌が差し込まれて、熱い舌が絡まり合った。

「……ん……っ」

　早くひとつになってしまいたくて、焦る手が互いの衣服に絡まり、肌を滑っていく。私の肌には最後、一枚だけ、彼のくれたランジェリーがあった。

「似合ってる。けど……今は……君の肌以外、いらないね」

　これまで抑えていた切なさが駆け上がる。

　直接触れてほしくて背中を浮かせると、彼はホックを外して私の首筋にキスをして、柔らかい膨らみに触れた。

　黒河社長がシャツのボタンを外すのを手伝うと、彼は上着を脱いで端正な身体をさらした。大胸筋から割れた腹筋への、流麗なラインへと指をつっと這わせると、彼はピクリと反応を示す。

「美羽……そんな風に誘惑されたら、抑えが利かなくなるよ」

「……いいの。めちゃくちゃにして、潤哉さん……」

　私のほうこそ、もうドキドキしすぎてどうにかなってしまいそう。

「壊してしまうかもしれない……大切にしたいのに」

　切なげに吐露された彼の熱い吐息が、耳を濡らす。丁寧な愛撫のあと、彼はゆっくり入ってきた。

　彼と私が繋がり合っている証を感じるたび、身体が燃えるように熱くなり、感極まって涙がこぼれそうになる。

　何度だって昇りつめてしまいそうなほど、想いは次々に溢れて……私はシーツを握りしめながら、彼を感じて声をあげた。

「愛してる……」

　黒河社長もまた、いつも以上に情熱的に私を求める。

「……潤哉さ、っ……」

　揺さぶられて、すべて、心も身体も、何もかもが弾けてしまいそう。

「……美羽」

　声にならない想いが身体中に溢れていく。熱い目元がますます潤んで、また涙が溢れてしまいそうになる。

「愛してる」

　……愛してる。愛してる。

　どれほど伝えても、きっと伝えきれない。だからこうして求め合う。身体が本当に溶けてしまうぐらいに……そうして私たちは、何度も何度も、想いをぶつけ合った。互いに、いつ昇りつめたのかわからないぐらいに――。

　熱い肌の余韻はなかなか醒めないまま、何度目かを交わったあとで、お互いに言葉もなく眠りについていた。

　私は彼の腕の中で、幸せな夢を見ていた。

「……おはよう」

　目覚めたら、大好きな黒河社長の腕の中。

　だけど、あの日と違うのは……私が久美ではなく、美羽だということ。そして、近い日に私は、彼の本当のパートナーになるのだ。




　年明けの一月十日、ローレンスグループの賀詞交歓会が、プライマルホテルで開かれていた。各界の重鎮が集まる新年最初のパーティーで、私は変わらず黒河社長の秘書を務めていた。

　新コレクションや今後の見通しの説明を含めた、ＣＥＯと黒河社長の挨拶のあと、黒河社長と私はプライマリーのロンドン本社の社長である市いちヶが谷や 透とおるさんと顔を合わせて、向こうの様子などを聞いた。

　黒河社長と市ヶ谷さんは、春から交換するかたちで、それぞれ本社と支社で着任する。

　市ヶ谷さんは黒河社長が四年前に、向こうでお世話になっていた五つ年上の上司で、心強い存在だった。

　任期は互いに二年、励まし合うよう、握手を交わした。

「どうかな？　秘書も交換というかたちは」

　緊急の配転だから、市ヶ谷さんも一連の事情を知らされている。

　彼のブラックジョークに、私と黒河社長は苦笑い。

「もう、交換はこりごりです」

「そうだろうね。こんなにかわいい人がそばにいるのは羨ましいよ」

「彼女がいなかったら、得られなかったことが多くあります。これからもパートナーとして、大切に想っていきます」

「おめでとう。披露宴も二年後かな？」

「そのつもりです」

　市ヶ谷さんは、私のほうへウインクをして、

「入籍は待っていられなそうな雰囲気だね。彼、束縛がひどいだろう？　ハウエル副社長が面白い話を聞かせてくれたよ」

　……そう、ロンドンに行く前に、まずは日本で入籍をすることにした。ただ、披露宴やパーティーは、しっかりと任期を全まっとうしてからと決めている。挙式はロンドンで、それからローレンスのファミリーを呼んで、パーティーをしてくれるという話だった。

「余計なことは言わないでください。またハウエル副社長ですか……」

　バツの悪そうな黒河社長に、市ヶ谷さんは笑っていた。

　でも、そんなところも、どんなところも大好きです。

　心の中で思っていただけなのに、自然と顔に出てしまっていたみたいで。

「そもそも、僕をこんなに夢中にさせる君のせいだからね」

　彼は「唇へはあとで」と耳元で囁いて、頬にキスをする。

　市ヶ谷さんにからかわれ、真っ赤になっているだろう私のもとへ、ＣＥＯがやってきてハグとキスをされる。

　私を取られて、黒河社長ががっかりしたような表情になったから、市ヶ谷さんがまた笑っていた。




　和やかに終わった交歓会のあと、私と黒河社長はウエディングサロンへ行き、ロンドンのパーティーで着るドレスをオーダーすることにした。サロンを出たあと、私たちは肩を並べて歩いた。

　今だに彼に触れられる瞬間は、ドキッとする。大きくて熱い手に握られると、例えようのない安堵感に満たされ、胸が熱くなる。これが幸せ、ということなのだろう。

「私、幸せです」

　ぎゅっと手を握り返して、彼の顔を見上げると、心なしか頬が赤いような気がする。照れているのかな、と思ったら、頬が緩んでしまう。

「こうして堂々と歩くのは、初めてだね」

「だから照れてるんですか？」

「いいなって思ったんだ、こういう時間が持てるのは。僕も、幸せだよ」

　それを聞いて、今度は私が照れる番だった。

「どこかで食事をしますか？」

「いや、君を」

　そう言い、黒河社長が熱っぽい瞳で見つめてくる。

「え？」

　私は思わず顔を赤くして、黒河社長を見上げた。

「……帰ろう。ふたりきりがいい」

「せっかくのデートなのに、もう？」

「これから、いつでもできるよ。出張もしばらくはないしね」

　ふと周りを見ると、都会の夜景が広がっていて、空を見上げると、小さくまたたいている星が見えた。

「イギリスでうまくやれるかな……英語は、日常会話ぐらいはできるけど、ビジネスとなると……今からしっかり勉強しておかなくちゃ」

「大丈夫だよ。オフィスはそれほど変わりないから。努力家の君なら、きっとうまくやっていけると思う」

「ボス頼りになってしまわないように、頑張らないと」

「まずは、一緒に過ごせる時間を大切にしよう」

「はい」

　プロポーズのあと、私と黒河社長の間に何か変わったことがあるとしたら、こういう普通のデートだ。

　今まで、手を繋いで歩くことなんてなかった。いつも黒河社長のそばについて歩くだけで、時々こうして見上げて、綺麗な横顔に見とれたりしても、彼は仕事に夢中で私を振り返ってくれることなんてなかった。

　彼のそばにいられるだけで幸せで……でも、身代わりのまま愛されることへの虚しさに気づいて、彼が眠ったあとで泣いたりしていた。

　今はもう何も偽らないで、ありのままの私で『好き』や『愛してる』と伝えられる。それがどれほど幸せなことなのか、身に染みるように感じていた。

　熱い手に握られた私の左手には、薬指に約束の証がある。あのプロポーズの日のことは、今も、胸を熱く焦がしてやまない。

　プロポーズ以来、黒河社長の独占気分はすっかり高まったようだ。会社でも公認の仲になり、近頃は全く遠慮なく私を独占して、離してくれなくなった。

　会社から帰宅してから一緒にお風呂をせがまれて、そのままベッドに連れていかれて……半端に濡れた肌のまま、彼に組み伏せられて。何回エッチしたかわからない。休日なんかは目覚めるのがお昼過ぎで、それからの一日も彼のペースに巻き込まれている。愛情表現だと言われたらそれまでだけど。

　そうして、かれこれ一ヵ月が経過――。

「盲目的なところは、反省するって言ってませんでしたか？」

　人目もはばからずキスをしたり抱きしめたり、スキンシップが過剰ぎみ。ふたりきりになったら、やっぱりコレクションのランジェリーを試されたり、焦らされたり、甘やかされたり、いじわるされたり。

　そして今、まだ明るい昼下がりだというのに寝室のベッドの上で、彼の手がけた純白のランジェリーに包まれていた。

「〝姫始め〟と言うんじゃなかったかな」

「いや、エッチ。もうとっくにお正月は終わってますったら」

　バレンタインデーがもうすぐだけれど、それを言ったら、また溺でき愛あいする理由をつけられそうだったので、私は口を噤んだ。

「初夜のリハーサルを」

「昨晩したばっかりなのに」

「あれじゃ足りないよ。君はすぐに眠るから」

「充分でしたよ。それより、こんな透けたの恥ずかしい。昼間なのに」

　彼の綺麗な素肌がさらされる白昼、私の身体には束縛の証がたくさんついている。

「君にだけだから」

　その気にさせる言葉は、相変わらずうまくて、私は唇を尖らせたくなる。

「ズルい」

「これは仕かけがあるんだ」

「仕かけって？」

「催淫作用があるんだよ。ローズとフリージアの香りを生地に織り込んでいるんだ。これも君からヒントを得て、リッテル社に作らせた。だから、これは初夜用だよ」

「……んっ、嘘」

「本当さ」

　初夜という具体的な話を出されて照れていると、クスッと笑われる。

　彼は私の紐のショーツを引っ張り、私に見せながら紐を結ぶ仕草をする。

　手首を縛ろうってこと？

「や、やだぁ。わかったから……」

　予想していた通り、頭の上で手首をギュっと縛られて、唇を奪われ、自由を失う。

　逞しい腕に抱え込まれて、私は生クリームみたいに溶けていくみたい。甘い微熱がジンジン疼いて、それだけじゃ足りなくなってくる。

「……潤哉さん」

「何？　ちゃんと言ってごらん」

「お願い……潤哉さんに……抱きつきたいの」

　私は腕をほどいてほしくて、必死に訴える。

「本当、かわいいな……美羽は」

　そう言いながら、黒河社長は腕をほどくどころか、私の中に深く入ってきた。

　私は、思わず息を詰め、ひどいと瞳で訴える。

「全部、君のことを独占したいよ、僕も」

「ズルい、取って……っ」

　手首の自由が欲しい。しがみつきたいのに。

「取ってほしいの？　このほうが君は感じてくれてるみたいだけど」

　ふっと息を継ぎながら、黒河社長は腰を揺らし始める。

「いじわるっ」

「ちゃんと理由を言ってくれたら、許してあげる」

「さっきも言ったでしょう？　ぎゅって背中に抱きつきたいの……だから」

　恥じらう私を見て、黒河社長は欲情に満ちた瞳で見る。

「そんな瞳で見ないで……」

「それは僕のセリフだ」

　もどかしげに彼の手が紐をほどく。ようやくお互いに抱きしめ合うことができて、深く唇を求め合い、昂った熱をぶつけ合った。

「美羽、気持ちいい？」

「……気持ち、いい……」

「もっとしてほしい？」

「……嫌って言ったら、いじわるするんでしょ」

「やっとわかった？」

　くす、と笑う黒河社長。彼のほうだって、もう余裕がないことがわかっている。綺麗な顔が苦しそうに眉を寄せて、甘い吐息が落ちてくる。そして、彼は容赦なく攻め立てた。

「……そんなっ……激しくしたらっ」

「かわいい。美羽……愛してる」

　私の中で彼の脈が波打ち、ぶるっと全身に震えが走った。そのまま彼が果てるのを追いかけるように、私もまた昇りつめた。

　ひとしきり愛し合ったあと、ゆっくり弛緩していく身体を休ませていると、彼の重みがゆっくりと覆いかぶさり、私はそっと背中に腕を回して受け止めた。長い睫毛を伏せて、私の胸に頬をうずめる彼が、さっきの雄々しさとは別の甘えた顔をするから、つい微笑んでしまう。

　サラサラの黒髪をとかすように撫でると、彼はこちらを見上げた。

　愛し方ひとつで気持ちを確かめ合えるなら、どんなことでもいいのだと思う。度が過ぎたことは困るけど、彼にはちゃんと愛情がある。その理由がある。

「愛してます」

　私が心を込めてキスをすれば、彼もまたキスを返してくれる。

「……愛してるよ、美羽」

　熱い吐息とともに、黒河社長が掠れた声で囁く。

　余韻を残したベッドの中で私はもう一度彼の愛に溺れて、ただひたすら幸せを感じながら、ふたりで生きる尊い喜びに心から感謝した。

　ようやく落ち着いたあと、私は、黒河社長に後ろから抱かれながら、ベッドサイドに置いてあった招待状を開いた。

「久美と森重のふたりも、きっと幸せになれるよ」

「うん。きっとね」

　黒河社長は言って、私のこめかみにキスをする。

　ふたりが見ているのは、久美ちゃんと森重さんの結婚式の招待状。

　つらい思い出も、いつかは時の流れと愛する人との穏やかな日々の中で、ゆっくりと淘とう汰たされていったらいい。

　安定期に入ってお腹が大きくなっていく久美ちゃんのことを考え、挙式は身内だけで行い、それから花村の料亭でお祝いをすることになっている。

　私はそれが楽しみでならない。

　問題は……本家のお祖父ちゃんが、なんだかまだ首を縦に振らないということ。

「大丈夫だよ。必ずいい方向に行くから」

　黒河社長はそう言ってくれていたけれど。

　私たちのことも反対されたり……なんてないよね？

　そんなことを考えていたら、急にスマートフォンのアラームが鳴って驚いた。

「急がなくちゃ」

「どこに？」

　手をつかまれて抱きすくめられ、困ってしまう。

「菊池くんと約束しているの。渡したい物があるんだって」

「僕をひとり置いていくのか？」

　拗ねたように黒河社長が言うものだから、私は思わず笑ってしまった。

「子供みたいなこと、言わないでくださいよ」

「冗談だよ。心配だから送っていく。シャワーを浴びたらすぐに準備する」

　身体を起こして彼が言う。

「いいのに」

　送っていってくれるのはうれしいけど、そのまま居座ったりしないよね？

「未来の妻がお世話になるんだから、これぐらいはね」

「そう言って、また……」

「ん、なんか言った？」

「なんでもないです」

　夜の報復が怖いから言わないでおく。けど、黒河社長と一緒に行ったら、菊池くんが驚いちゃうんじゃないかな。

　思った通り……待ち合わせのカフェの前でレヴェントンから降りてきた私を見て、菊池くんは唖然としていた。










25．素直日和




「行ってらっしゃい」

　黒河社長に見送られることってすごく貴重だなって思うの。待っていてくれる人がいるのは素敵なことだ、って感じたばかりだけど。でも、この後ろから伝わる『早く帰ってくるよね？』という視線がちくちくと痛い。

　振り返ってみるけど、帰るつもりはなさそうだ。

　あ、エンジン止めちゃった。やっぱり居座るつもり……？

「行ってきます」

　私は車に向かってそう呟きながら、カフェのほうへと踏み出した。

　窓際に座っている菊池くんに手を振ってカフェの中に入ると、話題は当然……黒河社長のこと。

「大丈夫？　用事はすぐに済ませるつもりなんだけど。あの車、すごいね……目の前で初めて見た」

「う、うん。気にしないで……って言っても、無理かもしれないけど。あ、渡したい物って？　庶務課に何か置き忘れてた物でもあったかな？」

「花村には、これを渡したくてさ」

　菊池くんは何やら落ち着かない様子で、何かを取り出した。

「はい」と渡されたのは、『御守』と書かれた白い封筒だった。

「お守り？」

　開けて見ると、ピンク色のお守り……安産と縁結びのふたつが入っていた。

「……菊池くん。わざわざこれを？」

「幸せになってほしいなって思ってるからさ。安産のは久美さんに」

　意味ありげにニッコリと笑いながら、菊池くんが言う。

「ごめんね……ずっと黙ってて」

「いや、事情知って驚いたっていうか、思い知らされたっていうか……俺が好きだって感じてる時は、いつも花村のほうだったんだって、見る目に自信を持ったね。それだけは、黒河社長に勝てるかなぁ、俺」

　菊池くんが照れたように笑う。

　私は彼の優しさにジンとして、もらったばかりのお守りを握りしめる。

「ありがとう。久美ちゃんに必ず渡すから。また今度、一緒にご飯食べようね」

「旦那さまが許してくれるなら、だけど」

　菊池くんは、そう言って笑う。

「帰りそうにない感じ？」

「見張られてる感じ。ボディガードみたいだね」

　菊池くんは、ははは、と苦笑いしながら、ずいと顔を近づけた。

「えっ」

「愛されてる証拠。実験してみようよ。黒河社長のやきもちって一回見てみたいな」

「い、いいよ。もう充分感じてますし」

「へえ。ますます気になるな」

「ちょっと」

　額にキスする寸前で止まると、菊池くんはニヤニヤと笑う。

　なんて怖いもの知らず！

「あぁ、そういう困った時の顔、かわいいって思っちゃうんだろうなぁ。俺のほうがずっと先に気づいてたのに」

「ちょっと、菊池くん」

　頬がかぁっと熱くなる。

　咎めるように彼の腕を押すと、遅れること数分……黒河社長は平静を装ってカフェに入ってきた。

　笑いを噛み殺しながら、肩を震わせる菊池くん。

　それを横目に、私は叱られる前の子供みたいに小さくなる。

「妻と仲良くしていただけているみたいで、結構」

　言いながら、黒河社長の顔にはわざとらしい微笑みが浮かんでいる。

　正確にはまだ妻の一歩手前なんですけど……。あぁ、今夜も寝かせてくれないなぁ、きっと。

　お守りをもらったことを説明して、ひとりあたふたしている私と、怖いもの知らずの菊池くんに、いつになく仏頂面の黒河社長。

　いたたまれなくなって、私が先に降参した。

　そのまま三人で話すこともなく、私と黒河社長はカフェをあとにした。




「あんなに不満そうな顔しなくたって……」

「プロポーズしても、安心していられないのは、彼のせいか」

　車を走らせながら、黒河社長は少しイラ立ったように言う。

「菊池くんとは何もありませんよ。それに、私のほうがずっと不安がいっぱいなのに」

「本当にそう思ってる？　僕は恵まれているかもしれない。けど、本当に心から欲しいものは何か、真剣に考えてみたら、何も思い浮かばなかった。君以外に」

　ほんの少し、こちらへ目線を流されてドキンとする。

「最後に行き着いた答えが、プロポーズだよ」

「私だってそうです。だからイエスって言ったのに」

　あぁ……ケンカしたいわけじゃないのに、会話が意図しない方向にいってしまう。軌道修正しなくちゃ。

　少しの沈黙のあと、彼はやるせないため息をついた。

「好きでたまらない気持ちを、安定させるのは結婚じゃないんだろうな、きっと」

「そうですね……子供ができたら、変わるとか言いますよね」

「子供か」

「まずは、子供みたいなところを直してもらわないと」

　わざと偉そうに言ってみたら、黒河社長はやっと笑ってくれた。

「かわいいんだろうな。君との子なら」

「そしたら、キスの順番は変わっちゃいますか？」

　残念そうな私の声を聞いて、くっと喉元で笑われる。

「子供は君のほうじゃないか」

　やっぱり黒河社長には笑顔でいてもらいたい。

「……ただ、どうだろうなぁって思っただけです」

「それは、教えてやらない」

「えーっ」

「代わりに態度で示すよ」

「さっきみたいな嫉妬とか？」

　私が聞くと、「そう」と満足げに笑った。

　恋なんてきっと、独りよがりの重ね合いで。想いが強まるほどに、言いたいことや言えないことが、増えてくる。言葉よりも態度で示したほうが、素直にありのままを表せるのかもしれない。

「じゃあ、私もこれから、たくさん態度で示しますね」

「今夜？」

「ううん。今からです」

　信号待ちしている隙を狙って彼の頬にキスをして、ほんの少し驚いた顔をした黒河社長を見て笑う。

「ズルいな。僕が今、何もできないとわかってて」

　彼は恨めしげな声で言って、ハンドルを握り直した。

「どうせ、夜に報復するんでしょう？」

「そういう期待をしているなら、しない」

　ふいっと逸らされてしまった。

　なんだかやっぱり子供みたいでかわいい。

「急がなくたって、ずーっと一緒にいますから。嫌だって言っても、離れないんだから」

「そうだな。君は僕の専属秘書なわけだし」

「違いますよ。妻なんでしょう？」

　声をあげて、ふたりしてはしゃいだ。

　車の中が優しい夕暮れ色に染まって……雪が綿毛のように空から舞い下りてくるのが見えた。

　長い冬のあとにあたたかな春が待っているように。ゆっくり、時々急いで、私たちのペースで、あたたかい家族になれたらいいな。

　帰宅したあと、ソファに腰かけてワインのお付き合いをしていたら、黒河社長は「少し待っていて」と言って、ベッドルームのほうへ行った。そして、プラチナ色のリボンがかけられた長方形の箱を持って、こちらに戻ってくる。

　彼は私の隣に座って、その箱を差し出した。

「リボンを解いてごらん。開けてみて」

「……これって」

　リボンを解いて、そっと箱を開けてみる。

　柔らかな羽のようなふたつ折りのヴェルヴェットの中に、大きさの異なるふたつの指輪が入っていた。

　私の中にプロポーズの日のことが蘇る。あの日、泣きながら選んだエンゲージリングは、私の左手薬指にしっかりとはめられている。

　これは……ふたりでお揃いのマリッジリングだ。

「まだ……ずっと先だって言ってたのに」

　あの日に見て、今でき上がるものなの？

　もしかして前から、考えてくれていた……？

「ロンドンへ発つ前にと、急いでもらったんだ」

　黒河社長はほんのり照れくさそうに言った。

　私の目頭がたちまち熱くなる。

「また泣くの？　まだ、これは挙式までお預けだよ」

　黒河社長はふっと笑う。

「プロポーズしてもらった時の気持ちを思い出して、胸がキュンとします」

「これをいつ見せようかと思っていたら、菊池くんに先を越された」

　ふてくされたように黒河社長が言うので、なんだか笑ってしまった。

「言ってくれたらよかったのに」

「僕なりに緊張することだってあるんだ。それより、そろそろ、ベッドの中以外でも、名前で呼んでくれないか。仕事じゃない、ふたりきりの時間なんだから」

「なんか、照れちゃって」

「どうして？」

　黒河社長の澄んだ瞳が、私を捕らえて離さない。

　冗談を言い合っていた時のほうがずっといい。真剣な顔で見つめられると、心臓の音が急に駆け上がっていくから。もうずっとそばにいて、何度も肌を重ね合わせたりしているのに、キスする瞬間のほうがずっとドキドキする。

「大好きな人の名前は……特別だから、ドキドキしちゃうの」

「言いくるめられているのは、いつだって僕のほうだね。抱いている間は、もう何度も呼んでくれているのに」

　ついばむようにキスをして、彼は私の手から箱を取り上げ、テーブルの上にそっと置く。

「……ん」

「美羽……言って？」

　そう、その声で……〝美羽〟と呼んでもらえる今が、とても幸せ。

「……潤哉さん」

　ドキドキしながら呼んだら、耳に優しく濡れた唇が触れた。私の名前を呼んで、「愛してる……」と言って、抱きしめる。

「……早く一緒になりたいのに、まだ、このままでいたいような気がする。もったいなくて」

「僕は、待てそうにないけどね。ベッドまで……」

　ソファが軋んだ音をたてた。私たちはキスをしながら、もつれ合う。彼の腕の下になって目をつぶり、貪るように舌を絡めた。

　ワインのほろ苦さが舌先から伝わって、身体がますます熱くなっていく。

　そこへ突然チャイムが鳴り、キスの途中で、ついと唇が離れた。

「誰だ、こんな時に……いいよ、気にしないでおこう」

　私のセーターをたくし上げながら、ブラジャーのホックを外そうとする。

　ビクンと反応をすると、彼の手のひらはますます中へ入ってくる。

「んっ……でも、大事なことだったら」

　胸を愛撫しながらキスの続きをしようとする彼と、しつこく鳴り続けるチャイム。

　キスひとつついばむたびに鳴るものだから、さすがに集中しきれないで、仕方なしに彼は立ち上がり、不満げに髪をかき上げた。

「君はここで待ってて」

　身を整えてソファに座り直し、彼の様子を窺った。セキュリティフォンに応じている横顔を見ると……通さないわけにはいかない来客みたいだ。

「ふたり揃って来てるよ」

　その来客とは、森重さんと久美ちゃんだった。










26．幸せになるために［潤哉ＳＩＤＥ］




　美羽との時間を大切にしようと思えば、邪魔が入ってくる。

　ほろ酔い気分を奪われて不満だったが、セキュリティフォンの画面に並んで映るのがこのふたりなら、無視するわけにはいかない。

　ソファのほうで、頬を紅潮させた美羽がぼんやりと僕を見ていた。

「森重と久美だよ」

　伝えると、美羽も弾かれたようにこちらにやってきた。

　玄関へ迎えに出ると、黒いコートを羽織った森重が頭を下げた。

　隣では笑顔に花を咲かせる久美。彼女が着ているのはマタニティドレスだろうか、腹部を守るようなデザインになっている。

　順調さが窺える表情にホッとして、ふたりを中へ招き入れた。

「おやすみのところ、申し訳ありません。久美がどうしてもご挨拶に伺いたいと」

「君も大概、尻に敷かれているね」

「それは社長もご存じのことでしょう」

　森重はわずかに眼鏡の奥で笑って、「失礼します」と頭を下げた。

　続いて久美もリビングへと入ってくる。

「ごめんなさい。ゆっくりしているところに。ここに座ってもいい？」

「どうぞ」

　テーブルの上にはワインボトル一本が開けてあり、飲みかけのグラスが二客。

　マリッジリングを置いたままだったのを目ざとく見つけた久美が、美羽をからかうように声をかける。

「もしかして、本当にラブラブの最中だった？」

　うつむいて真っ赤になってしまった美羽に笑いつつ、森重にワイングラスをもう二客手渡した。

　無論、久美は妊娠中で飲めないので、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出して注いだ。クラッカーがあったので、キャビアチーズとチョコレートトリュフ、それからアボカドのサワークリームを適当に見繕い、美羽が一緒に準備をしてくれた。

　美羽は久美のお腹を見て、「少し大きくなってきたね」と頬を緩ませた。

「――それで、何か話があったんじゃないのか？」

　言いづらそうに様子を窺う久美へ、僕は早速促した。

「ええ。招待状を渡す時に、話ができていたらよかったんだけど……いろいろ考えたりすることがあって」

「赤ちゃんのこと？」

「ええ」

　心配そうな美羽に対して、久美はバッグから封書を一通取り出した。

「ウエイルズ弁護士に助言をもらって、出生前ＤＮＡ鑑定をしたの。ただ、それをすると流産なんかの心配があったから、なかなか踏み切れなかったの」

「ＤＮＡ検査……か」

　つまりは……お腹の中の父親が誰かをはっきりさせるために、調べたということだ。そのことについて、僕は人知れず案じていた。

　というのもウエイルズ弁護士が、この検査を僕に提案したことがあったからだ。ただ、母体や赤ん坊へのリスクがあるし、僕が勧められる立場にはないから、検査をするか否かは、本人たちの意思に任せたいと思っていた。

「もちろん、様々なリスクを心配しました。日本の産婦人科学会では前向きな方向で進んではいますが、まだまだ欧米と違って制限がありますので……。ウエイルズ弁護士がその筋に詳しいとのことでしたので、彼と相談して、専門医と機関に依頼することにしたんです」

　森重が淡々と説明するたび、美羽は不安そうな顔をしていた。

　それに気づいた久美が慌てたように言った。

「大丈夫。そんな顔しないで。確かにはっきりさせることで傷つく結果になったら、怖いと思った。でも、聞いて。今は心から安心できたのよ」

「じゃあ……」

　美羽は久美の手を握りしめて先を急せかした。

　すると、久美は本当にうれしそうに頬を緩めて、美羽の手を握り返す。

「正真正銘と言っていい。あの人のじゃないわ。森重さんと私の……ふたりの子」

　一瞬、息が詰まった美羽が、ふっと安堵の息を吐く。

「……よか……った」

　美羽が脱力したように言って、泣きだしそうな顔をする。

　僕も肩の力が抜けるような気分で、心から安心した。

「一番はね、美羽と黒河社長を安心させてあげたかった……私ふたりを巻き込んでしまったから。私ね、美羽が羨ましかったのよ。小さい頃から、素直に人を愛せて、愛される美羽が……。妬ねたんでいたんだわ。ごめんね」

　久美ちゃんが涙ぐみ、声を震わせる。

「久美ちゃん……私のほうこそ、いつも久美ちゃんが羨ましかった。本当は、黒河社長と……幸せになってほしい、って心から思えなかった。入れ替わるようになって、黒河社長を騙しているのに、それでも愛されるならいい、ってひどいこと考えてたのよ。だから……」

　美羽と久美が涙をこぼす中、森重はワインを飲み干す。ポーカーフェイスの彼にも並々ならぬ気苦労があったに違いない。彼はすべてを丸ごと受け止めようとしていたのだから。

　僕はボトルを持ち、彼のグラスに注ぐ。

「新しく、乾杯しよう。過去の過ちがゆっくり淘汰されていけるよう、これから僕も、懸命に務めるよ」

「そう。だから、お互いに幸せになろうね」

　久美が言って、美羽がうんうんと頷く。

　それぞれが安堵のため息をつき、改めてここから先の未来に乾杯した。

　悔んでつらかった日々は、いつかゆっくりと昇華していけたらいい。愛を育んでいく中で、乗り越えていけるように。

「そうだ。久美にも同じ物をあげよう」

　僕は財布の中に入っていたシックスペンスを思い出した。

　広げてみせると、美羽もそうだった、という顔をする。

「花嫁の靴の中に」

　僕は美羽に持たせて、美羽は久美の手のひらに乗せた。

　すると美羽は、思い出したかのように「待ってて」とベッドルームへ行く。そして、菊池くんからもらったという、安産と縁結びのお守りを久美たちに見せた。

「庶務課の菊池くんから、久美ちゃんに幸せになってほしい、って。少しの間だったけど……一緒に働いた仲間だし」

「……うれしい。今度、お礼を言わなきゃ」

　久美の瞳も潤んできて、美羽は彼女よりも先に涙をぽろりとこぼす。そして今度は、晴れやかな顔で告げた。

「……うん。幸せになろうね」




　その後、久美と森重は「ラブラブの続きをどうぞ」と、早々に腰を上げて、帰っていった。ソファに肩を並べて座ったあと、僕と美羽は互いに何をしゃべったらいいのかわからずにいた。

「疲れた？」

「ううん……気が抜けちゃって」

　僕は、美羽の肩を抱き寄せ、額にキスをひとつ落とした。

「本当によかった……本当に」

　噛みしめるように美羽は言う。

「ごめんな……君こそ、気がかりだっただろう。君は、僕を責めるようなことを決して言わない。もっと、たくさんケンカしたっていいんだよ、この間みたいにね」

「あれは、潤哉さんが、やきもち焼くから。それに、たくさん反撃が返ってくるもの」

　唇を尖らせて、美羽は言う。

「ひどいようにはしないよ」

「じゃあ……言ってもいい？」

　美羽がおずおずと唇を震わせる。とろんとした甘い瞳で僕を見て、袖口にしがみついてきた。

「うん、どうぞ？」

　じっと見ていると、美羽は睫毛をパチパチさせながら、唇をぎゅっと噛みしめる。

「や、やっぱり言わない」

　さっきから紅潮したままの頬が、さらに赤くなっている。

「どうしてそんなに照れているの？」

　甘い期待を感じさせる雰囲気に、僕は彼女の顔を覗き込み、次へと急かす。

「わかったよ、美羽の言いたいこと」

「い、いいっ。言わないでいいから……」

「じゃあ、やっぱり、態度で示そうか……？　これだろ？」

　子猫のように丸まった彼女の耳朶にキスをひとつ落として、そのまま抱き上げた。

「あっ……」

　急に宙に浮いた彼女の足がばたつく。

「途中のままにはできないだろ。さっきから僕もずっとそうだったから」

　ベッドルームの明かりはつけないで、月明かりの中にいるような間接照明がふたりを優しく照らす。

　キスをしながら脱がせて、火照った身体を重ね、優しいキスを繰り返す。

　吐息が聞こえるたびに、ボタンを外してやると、彼女が僕の肩や背に腕を回す。

　僕は彼女の上へ覆いかぶさり、たどたどしく絡ませ合っていたキスを、より濃密なものにしていく。

　性急に触れようとする僕を、美羽は身体をよじりながら受け入れ、濡れた瞳で僕を見た。美羽がビクリと反応をして、僕の髪に触れる。繰り返し唇をついばむと、泣きそうな声を出して僕を見た。

「美羽が言いたいことはキスが欲しいってこと、当たり？」

「んん……いじわる」

　照れている彼女が、たまらなくかわいい。

「潤哉さん……」

　震える声で「やめて」とも「もっと」とも聞こえるそれを、僕は煽るように求めた。

　今日の彼女はいつも以上に昂っている。それは僕にも言えることだった。

「美羽……次はどうしてほしい？」

　聞きたい……かわいい声で、今みたいに言ってほしい。

　彼女の手が僕の髪を撫でながら、たどたどしく名前を呼ぶ。

「……潤哉さん」

「いっぱい触れてほしい？　それとも僕を早く感じたい？」

「……早く……」

　そう言われても、僕はすぐには求めなかった。彼女の柔らかな温もりを、隅々まで愛して満足するまでは……。

　美羽は胸を上下させ、切なそうに喘あえぐ。

「……お願い……もう……」

「いいよ、今してあげる」

　ようやく互いの身体を重ね合うと、美羽が切なそうに声をあげ、やっと安堵したように背中に腕を回した。

　だが、繋がり合っているところは激しく脈打っていた。

「美羽……」

　激しく打ちつけるたび、美羽は僕の名を呼んだ。

「潤哉さんっ……」

「もっと、もっと感じて」

「……潤哉さん……っ！」

「……美羽、愛してる……」

　たがが外れたかのように互いを求めていた。

　彼女が昇りつめると、僕もまた彼女を追うようにすべての熱を注ぎ込んだ。

　うっすら瞼を上げると、美羽がとても穏やかな顔で、僕を見ていた。

　いつの間に眠っていたのだろう。

「……君が夢中にさせるから」

　唇を求めると、彼女はくすぐったそうに笑い、シーツに隠れようとする。

「どうして隠れるの」

　尋ねる僕に、今さら彼女は頬を紅色に染める。

「なんか恥ずかしくて」

「うん。かわいかった」

　だからもっと見ていたいのに、彼女は落ち着かない様子で、僕から視線を逸らそうとする。

「や、あんまり、じっと見ないで」

「エッチをしたあとのほうが、恥ずかしいのか？」

「前もあとも恥ずかしいの」

　照れた顔を隠すように、シーツにもぐり込もうとする彼女を引っ張り出して、もう一度をせがんでみるが、さすがにノーと言われてしまった。

「あんなに感じていた君は初めてだった。どんどん大胆になっていく」

「もう恥ずかしいから言わないで……淫乱って思われたら……嫌です」

「そうじゃないの？　もうとっくに思ってるけど？」

「……もう」

「ハネムーンの初夜も楽しみだね。どんな風に僕を、夢中にさせてくれるの？」

　くすぐったがる彼女にキスをして、腕の中に閉じ込める。

　甘えたような顔をする彼女を見るのは、悪くない。このままずっとこうしていてもいいぐらい。彼女に触れていると、いろいろな感情が引っ張り出される。どう説明することもできないから、僕は……。

「愛してる……」

　繰り返し、伝えたくなってしまう。言葉よりも確かなものが、まだない今は。そしてまた、態度で示したくなるんだ。

「だから、もう一度……」

　何度も、何度でも……君のことを大事に抱いて、大切に愛したいんだよ。




　それから、二月も中旬を迎えると、久美と森重の挙式の日がやってきて、僕は美羽とともに出席した。

　誓いを交わした彼らが教会の扉を開き、ウエディングベルを鳴らす。

　僕たちはフラワーシャワーを撒まきながら、純白のドレスに包まれた幸福そうな久美と森重を、満ち足りた気持ちで見送った。

「ありがとう、美羽。次は、美羽の番だからね」

　肌寒く、吐息が白む冬の晴れた日に、天使のようなブーケがキラキラと舞い下りてくる。しっかりとブーケを受け取った美羽と顔を見合わせ、僕はたまらず彼女の唇にキスをした。

　途端、口笛が鳴る。

　あたたかな春の日差しはもうすぐ。僕たちが誓い合う日も、また――。










27．プライマリーキス




　ステンドグラスから光が差し込み、荘厳なパイプオルガンの音色が響き渡る。

　重厚な扉がゆっくりと開かれ、ウエディングドレスをまとった私は父の腕につかまり、祭壇まで続く深紅のヴァージンロードを一歩一歩踏みしめる。ずっと待ちわびた一瞬を迎えることに胸を高鳴らせた。

　祭壇に近づくたび、ヴェールがかった視界がだんだんはっきりしてきて、彼の表情が見えてくる。タキシード姿の凛り々りしい彼を視界に入れ、ドキン、ドキン……と気分がさらに高揚していくのを感じていた。

　私を選んでくれたこと、どうか今が……夢でありませんように、と祈る。誓いの言葉を交わして、ふたつ揃いの指輪を交換し、そっとヴェールを上げられたのが……本当の私でありますように。彼と結婚するのは、偽りのない私でありますように。

「誓いのキスを――」

　新しい始まりのキスに目をつぶり、長い長いあたたかな温もりに心が熱くなる。私の目からは、自然と涙がこぼれ落ちていった。

　愛してる。この想いは、今、確かなものになる。




　ウエディングベルが鳴る教会の外、日本よりも肌寒い三月初旬のロンドンに春の訪れを告げるように、フラワーシャワーが舞う。

　親族だけの小さな挙式だったけれど、とても幸せだった。潤哉さんの手に肩を抱かれて、彼を見上げると、誓いのキスでは足りなかった分の続きを……彼は求めた。

　長く、長く、ずっと長く……もう、このまま離さなくてもかまわないと思えるほど、甘いキス。唇を離して彼の顔を見ると、なんだか照れる。

「……挙式の誓いのキスも、長かった」

「まだ足りないぐらいだけど、あとでゆっくり」

　情熱を帯びた甘い目元が、ふっと微笑んだ。

「まだ、パーティーがあるでしょ？」

「焦れったいけど、感謝しないとね。家族がこうして来てくれたこと」

　潤哉さんは言って、目を細めた。

　家族という温もりを、誰よりも求めていたのは……もしかしたら彼だったのではないか。私はそんな風に感じていた。

「新しい家族って……いいですね」

「うん……」

　人と人が結び合う運命は、本当に不思議だ。潤哉さんは、プライマリーに入社してから、ずっと憧れていた人だった。接点となったのは、彼と従姉の久美ちゃんの縁談。最初は、彼は久美ちゃんとこうしているはずだった。

　今、ふたりは違った未来にいるけれど、だからこそ私を選んでよかった、って思ってもらえるように……彼を幸せにしたいと、心から思う。




　イギリスの教会で誓い合ったあと、私たちはロンドン市内の新居に移動し、ふたりきりで、挙式の余韻を味わいながら、ゆっくり過ごしていた。

　新居といっても、二年後には日本に、という目標があるのでフラット暮らしだ。ロンドンには不動産活用のために、潤哉さん名義で建てたばかりのフラットがあって、そこに二年間住まうことになったのだ。

　アンティーク家具に囲まれたリビングのソファに腰を下ろしながら、隣に座っている潤哉さんを見つめる。

　彼は先ほどシャワーを浴びたばかり。タキシード姿の整髪された髪もカッコよかったけれど、こんな風に何もつけていない彼も、やっぱり好きだなぁと思う。

「美羽？」

　手を引っ張られ、彼の膝の上に乗せられると、頬にキスをされる。

　熱く見つめてくるその瞳に、ドキッとした。

「う、ううん。幸せだなって……感じてるだけ」

　ＣＥＯが、せっかくならローレンスの本邸に来たらどうかと言ってくださったけれど、潤哉さんのほうから丁重に断りを入れた。

　甘えっぱなしではいけない、と彼が言うと、『ふたりきりの生活を楽しみたいというところだろう』と見え透いたことを悟られてしまった。

　それはもちろん……結婚したんだし、新婚なんだし……。

　でも、いまだに実感が湧かない。あれから数時間経過しても、まだ挙式の熱が醒めないでいる。長い誓いのキスさえ、私には夢のような心地で。本当に夫婦になったのが、まだ信じられなかった。

「ベッドに入って休もう。身体が冷えるから」

「うん」

　ゆっくりと日暮れを迎えたロンドンの春は、日本よりも空気が乾燥していて冷たい。

　ベッドに転がりながら、互いの手を見せ合いっこする。お揃いのリングを見るたび、結婚したんだなとしみじみと思う。

　しつこく眺めていたら、潤哉さんはくすぐったそうにして笑った。

「いつまでそうしてるの？」

「本当に結婚したって、信じられなくて」

「いつまでも、そう言っているね」

　潤哉さんはからかうように笑う。

「潤哉さん、お願いがあるの」

「何？」

　優しい顔で見てくれる彼に、一番にしてほしいこと。

「それは……」

　言いかけて胸の中がくすぐったくなる。恥ずかしいけど、ちゃんと言っておきたい。

「それは？」

　と、潤哉さんは首を傾げる。私は思いきって続きを告げた。

「いつものことなんだけど、大事にしたいなって。ふたりのルールみたいなの」

「ルール？」

「うん……それで、えっと……」

「ずいぶんともったいぶるね。言わないなら、キスするよ？」

「んっ……！」

　何度もついばんで、彼の舌が試すように表面をなぞる。

　深くなってしまう前に唇を離そうとするのに、覆いかぶさられてはできない。

「……待って」

「じゃあ、早く言って」

　ネグリジェを肩から外されて、さっき身につけたばかりの薄紅色のランジェリーが露わになる。

　私の答えを待ち焦がれている彼は、挙式前には決してつけてはいけなかった赤い刻印を、首筋に求めた。

「だから……ね、今みたいに……」

　胸を触られて、吸われる肌に感じて、吐息が乱れる。

「ん……毎朝、目覚めたあとに必ずキスをして。一番にキスをして」

「なんだ、そんなことか」

　くす、と笑われてしまった。

「そんなことって……キスは大事、って前に言ったこと忘れちゃったんですか？」

　と、口を尖らせる。

「忘れてないよ。要は今までと同じように愛してほしい、っていうことだろう？」

　彼はそう言って、遠慮なく続きを始めた。

「今までと同じじゃなくて、ストップ」

「ノンストップ。君を求めちゃダメな理由がない」

「くすぐったいから。私にも準備があるのに……」

「なんの準備？　全部、見せてくれる準備をしてくれるの？」

　キスが胸の谷間まで下りてくると、キスマークがくっきり見えてしまう。

「ダメだよ。理由探しは……もうさせない」

　穏やかで優しい沈黙のあと、長いキスが続く。

　ゆっくり唇を離したあとで、潤哉さんは言った。

「ハネムーンの間は、これまで以上に……いろいろするから覚悟しておくといいよ」

「い、今までだって、たくさんいろいろしたのに」

　頬を膨らませると、彼は企むような顔をした。

「まだ、してないことを、ね。君がこれを着ているってことは、つまりそういうことだよね？」

　私が身につけているのは、初夜用のセクシーランジェリー。

　指摘されて恥ずかしくなると、彼はかわいがるように、私の胸に顔をうずめた。

「準備ってこのことか。健気にこういうことをされると、たまらないな」

　だって、私のために作ってくれたなんて聞いたら……着ないわけにはいかないよ。うれしかったんだもの。

「かわいい、美羽……綺麗だよ」

　なめらかな手触りのシーツの上に、私たちふたりは絡まり落ちて、キスの嵐に身をよじりながら、お互いに熱を灯した。

「するつもりで、さっきからベッドの上にいるんだしね」

　彼もバスローブを脱いで素肌になる。

　重なって感じる……熱い肌。広い背中、逞しい胸板。

　彼はホックを外してじかに唇を這わせた。キスするたびに、私の身体に赤い華がひとつずつ咲いていく。彼の所有の証は指輪だけじゃなくて、私のすべてにつけられる。

「……愛してる、美羽」

　プライマリーの特別なランジェリーを身につけた私は、今度は、彼の手で素肌にされていく。なんの偽りもなく〝美羽〟として、そばにいられる幸せを噛みしめながら、彼の腕に抱かれて……愛される喜びに胸を震わせた。

「……潤哉さん」

　重なり合う指先に、お互いの指輪の感触を感じる。その尊さに涙が溢れてくる。

「ドレス姿の君も素敵だったけど、今の君が一番好きだな。よく笑って、泣いて……君を見ているだけで、幸せな気分になれるんだ」

　結ばれるはずのなかった想いがここに行き着いたこと、彼の生命や重みを感じて、その尊さに泣けてしまうのかな。

　彼が激しく求めるたび、切なくて、愛しくて、全身が震えて止まらない。さっき感じた昂りは……数えきれないほど混沌とした夢の世界を見せてくれた。

「愛してるよ、美羽」

　耳のそばで声を聞いて。その名前で呼んで。もっと感じていたい。

「私も……愛してる。もうっ、すごく……幸せです」

「美羽……っ」

　指の先からつま先まで、とてもなめらかな愛撫が下りていく。今まで何度も肌と肌を重ねてきたけれど、この日ほど、幸せなことはなかった。本当のふたりになれた今夜は……彼の手加減など、どこにもない。

「愛してる……」

　彼とひとつになって溶けていく。繰り返し、愛してると言って、キスをして。

　彼を感じて……触れられるだけで、何度も昇りつめた。全身で彼を愛してる……そんな風に感じながら。




　目覚めたらきっと、挽ひき立てのコーヒーの芳ばしい香りが充満する新しい朝。

　彼は一番にキスをしてくれるだろう。

「……おはよう」

「おはよ」

　照れたように顔を見合わせ、新しく始まるとびきり甘い口どけのキスを。




　それから――。

　ハネムーンを南フランスで過ごしたあと、四月からプライマリーのロンドン本社で勤務し始めた。

　初日、私は車に乗り込む彼に寄り添い、着任挨拶の準備をする。

　オフィスに到着すると、早速歓迎を受け、にこやかに中へと入った。

　始業時刻を迎えたら、東京支社とここロンドン本社でテレビ会議があり、その中で着任の挨拶をすることになっている。

　私は早速、秘書室に向かい、秘書室長に挨拶をしたあと、社長の執務室のドアをノックした。彼の執務室へ入り、潤哉さんのデスクに寄って、顔を見合わせて笑った。

「やっぱり、こうでないとね」

　優しく唇が重なる……始まりの朝。オフィスの窓辺から見える景色や、暮らしはこれまでとは全然違うけれど。私は本当の美羽として、彼の秘書を務められる幸せに心から感謝した。

「二年後には東京。頑張らないとね」

「はい。私も、また黒河社長につけるように頑張ります」

　忙しい日々の始まりに、私はとっておきのコーヒーを淹れる。

「渋くて苦い」

「もう……さすがに慣れたつもりなのに」

「こっちのいい豆を教えてもらうといいよ。それから、苦いなら、君のキスでとびっきり甘くしてくれたらいい」

　からかわれながら、甘いブラウンシュガーのようなキスをひとつ。私からもうひとつ……。キスをして、それから始めよう……と誓い合う。




『プライマリー』という会社の名前は、『原点』という意味。潤哉さんが幼かった私を見つけてくれた最初の日、ＣＥＯが女将から聞いた利休の心得に感銘を受けてつけたそうだ。

『花は野にあるように』……その心は、いつもそこが『原点』であるということ。

　そして『プライマリーキス』は、私たちの始まりの合図。

　一日の始まりには必ずキスをして、私は私のままで、これからも彼を愛していく。




「次は、行き先をお聞きしていなかったのですが、どちらへ行く予定でしたっけ？」

　すると彼はキスをして、優しく微笑んだ。

「君と、どこまでも」

　そう、彼のそばでなら、私は……どこまでも、花開く。





ＦＩＮ．












あとがき




　こんにちは。立花実咲です。

　このたびは、数ある本の中から本書をお手に取っていただき、ありがとうございました！　スターツ出版さまから出させていただいた本は、早いもので本作で八冊目となりました。

　これもひとえに支えてくださっている皆様あってのことだと思っております。応援してくださる皆様に、心より御礼申し上げます。

　本作は二〇一二年八月にベリーズブックスとして発売されました『プライマリーキス』を、装い新たにした物です。当時の作品のよさを生かしつつ、ベリーズ文庫らしい〝ドキドキする恋〟に焦点を当て、一からまた制作させていただきました。

　ベリーズカフェで連載していた当時より、たくさんの方に愛してもらえた黒河社長と美羽のカップルに、またじっくり向き合う時間をもらえて嬉しかったです。

　そしてなんと、今年八月五日に創刊となりました電子コミック誌『comic Berry's』のラインナップに、本作の前身となる『プライマリーキス』もコミカライズして、登場させていただきました。

　小説サイト『Berry's Cafe』では、番外編の溺愛シリーズや、スピンオフとなる「ひとまわり、それ以上の恋」も掲載しております。よろしければ、ぜひ一緒にご覧になってみてくださいませ。

　本作を発行するにあたってお世話になりました編集部の担当さん、校正さん、イラストレーターさん、デザイナーさん、営業部の皆さん、本を置いてくださっている書店さん、支えてくださった皆々様に御礼申し上げます。

　そしてお手に取ってくださった読者の皆さまへ、心からの〝ありがとう〟をお伝えしたいです。

　この本を読んで〝ドキドキ〟を感じてもらえたら、それ以上に嬉しいことはありません。これからも私なりの〝ドキドキ〟をお届けできるよう、より一層、制作に励むつもりです。どうか今後とも、応援よろしくお願いいたします！

　このたびは、本当にありがとうございました！

　また近いうちにぜひお会いできますように！





立たち花ばな実み咲さき


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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